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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　それは、オレ――八や神がみ卓たく哉やが予備校から帰る途と中ちゆうのことだった。


　もう夜も遅おそい。今日は父さんが出張でいないから、家には誰だれもいないと思うと、なんだか帰る足も鈍にぶってくる。


　母さんは二年前に亡なくなった。兄弟はいないから、父さんがいなければ、オレは一人ぼっちなんだ。


　もちろん、高校二年にもなって、淋さびしいなんて言ってられないけど……。


　オレはバスから降りて、いつもの交差点の赤信号で足を止めた。ここから少し歩いて、細い道へ入れば、オレの家はすぐそこだ。


　オレは横断歩道の向こうに、黒い人ひと影かげみたいなものを見たような気がした。が、一いつ瞬しゆんのうちに、かき消すようにいなくなっていた。


　あれ……？


　今のは見み間ま違ちがいかな。誰かいたように見えたけど。まさか、ユーレイってわけじゃないだろうし。


「ねえ、お兄ちゃん」


　後ろから子供の声がしてビクッとする。


　こんな時間に……？


　振ふり向くと、小学校高学年くらいの男の子が立っていた。ずいぶん可愛かわいい子だ。ちょっと日本人離ばなれしたような雰ふん囲い気きの……。


　その子はオレの手を柔やわらかく握にぎって、オレの顔を見上げた。


「赤信号で渡わたっちゃいけないよ」


「うん。判わかってるよ。ありがとう」


　そんなこと、子供に言われるまでもない。その子はニコッと笑い、手を離した。そして、その場から走り去っていく。


　オレはその後ろ姿を見送りながら、なんだか変な気分になっていた。


　赤信号で渡っちゃいけないよ……。


　頭の中でそのフレーズが繰くり返される。


　前に向き直ると、信号の赤い色が目に入る。すると、オレの足は何な故ぜだかフラフラと勝手に動き出してしまった。


　えっ……。


　ちょっと待てよ。今、赤だよ。渡っていいはずないのに。


　ヘッドライトにオレは照らされた。急ブレーキの音が聞こえる。


　しまった……。オレ、こんなことで死んじゃうのか。


　オレは突とつ然ぜん、誰かに身体からだを後ろに引き寄せられた。


　車がすごい音を立てて目の前を通り過ぎ、停とまる。罵ば声せいを浴びせかけられるが、オレは呆ぼう然ぜんとして、それを見つめていた。


　いや、確かに赤信号で渡ったら、バカヤロウだし。


　それ以前に、オレは自分がどうしてそんな行動を取ってしまったのか、信じられなかった。もちろん死にたかったわけでもない。


　まだ心臓がドキドキしている。本当に助かってよかった。


「無事か？」


　声をかけられて、オレは自分が見知らぬ男に後ろから抱だきとめられていることに、気がついた。


　そうだ。オレはこの人に助けられたんだ。


　オレはあわてて、その人のほうに向き直りながら、お礼を言った。


「どうもありがとうござい……ました……」


　オレは我が目を疑った。


　その人は金きん髪ぱつだった。ストレートのプラチナブロンド。しかも、なんかすごく長い髪かみだ。瞳ひとみは紫むらさきに見えるんだけど……光の関係でそう見えるだけなのか。


　だって、紫の瞳の人なんて、いるかなあ。とにかく、日本人じゃないのは確かだ。


　歳としは二十代半ばくらいかな。彫ほりの深い整った顔立ち……というか、超ちよう絶ぜつ美形と呼んだほうが早い顔で、オレはなんだか別の意味でドキドキしてきた。


　いや、オレ、そういう趣しゆ味みはないってば。


　そして……。


　一番気になるのは、この人の格好だ。


　普ふ通つうの人の服じゃないと思う。どこかの舞ぶ台たいから抜ぬけ出してきたような衣い装しようなんだ。上着からズボンまで白なのは、まあいい。でも、デザインが妙みように時代がかっていて……。


　一番アレなのは、肩かたのあたりに、マントらしきものがくっついてるってことだ。早い話が、どこかの王様か王子様かって感じで。


　長身で足も長いし、長い金髪やその美び貌ぼうには、よく似合っていたけど。


「あの……どこかの劇団の人ですか？」


「ゲキダンとはなんだ？」


　ああ、日本語を喋しやべっているし発音も上手うまいけど、日本人じゃないから意味が判らないのかな。


「いえ、別にいいです。危ないところを助けてくれて、ありがとうございました」


　オレはもう一回、深々と頭を下げた。


　本当に死ぬかと思ったんだから、助けてくれた相手がどんな格好してようが、どうでもいいや。なんかちょっと変な人っぽいけど。


　信号が青に変わる。


「あ、じゃ、オレはこれで」


　横断歩道を渡ろうとしたら、男に腕うでをつかまれた。


「ちょっと待て」


「えっ、なんですか？」


　まさかと思うけど、お礼が欲しいとか。いや、車に轢ひかれるところを助けてもらったんだ。ただ、口でお礼を言うだけじゃ、感謝の仕方が足りないと思われても仕方ないか。


　困ったな。今のオレ、財さい布ふの中身は確か五百円くらいしかない。家にはもう少しあるけど、あれは父さんが出張中の、オレの大事な食事代だし。


　となれば、連れん絡らく先を聞いといて、後でお礼をするしかないか。


「あ……よかったら、お名前を教えてください。住所も」


　オレは鞄かばんの中に手を突つっ込み、ペンとノートを出そうとした。が、その男はオレに向かって言ったんだ。


「ホウギョクを持っているだろう？」


「は？　ホウギョク？」


　意味が判らない。これもこの人が日本人じゃないから？


　オレのポカンとした顔を、男はじっと見つめてくる。


　どうでもいいけど、なんか照れてきちゃうよ。いくら男でも、完かん璧ぺきに整った顔に、そんなに見つめられちゃったら。


　それに、この宝石みたいな紫の瞳……。


　じっと見てると、なんだか吸い込まれそうになってくる。


　また心臓がドキドキしてくるし。


「ホウギョクを渡せ」


「いや、だから、そのホウギョクっていうのが判らないんだってば。えっと、オレの言うこと、判る？」


　男はちょっと苛いら立だたしげな表情になった。


「ホウギョクはホウギョクだ。おまえは持っているはずだ。匂においがする」


「匂いって……ひょっとして食い物のこと？　悪いけど、何も持ってないよ。オレも腹ペコなんだから」


　オレがそう言うと、男はもっとムッとした顔つきになる。


　食い物のことじゃなかったのか。オレは腹が減ってるから、匂いと言われれば、食い物のことしか思いつかない。


「えっとさ、話が今ひとつ通じてないような気がするんだけど、あんた、どこの国の人？」


「エスランドル」


　それって、どこの国かな。顔立ちからしてヨーロッパ系の人だと思うから、ひょっとしたらそんな国がヨーロッパのどこかにあったかも。オレは覚えてないけどさ。


　でも、どこの国の人で、どんな言葉が母国語だとしても、こっちが喋れなければ意味は通じないだろう。


　オレ、英語だって苦手だもんな。


「じゃさ、ホウギョクって、どんなものか、説明してみてよ。もしオレがそれを持ってるなら、命の恩人であるあんたにあげるから」


「赤い……キラキラと光る玉だ。時には強い光を放ち、炎ほのおのような熱を感じる。そして、時には氷のように冷え、透とう明めいにもなる」


　そんな玉、持ってるはずもない。というか、赤かったり、光ったり、熱かったり、冷たかったり、透明になったり……そんなもの、この世にあるのかって言いたくなる。


　だが、その説明でホウギョクの意味が判った。たぶん『宝玉』だな。


「やっぱり、そんな宝玉なんか、持ってないって。悪いけど、オレ、もう帰るから」


　もうすぐ信号が変わる。走って道路を渡ったら、後ろから白いマントをなびかせて、男がついてくる。


　ひーっ。いつまでオレにつきまとうつもりなんだ。


　困ったなあ。


　命の恩人だけど、持ってないものはあげられないしさ。だいたい、炎のような熱を感じたり、氷のように冷たくなったりするとかいう玉がこの世にあるのかどうか……。


　オレは男を無視して、速足で歩くが、後ろからしっかりついてこられている。


　こいつ、ストーカーかよ。


　そんなふうに言いたくなるくらい、男はしつこかった。


「なんでついてくるんだよ！　オレ、持ってないって言ってるだろ！」


「おまえは絶対に持っている」


「いや、持ってないって！」


　そんな会話をしているうちに、オレは自分の家の前まで来てしまった。


　オレ、早く帰って、何か食いたいのに。腹が減ってるのに。でも、こんな変な男を家に入れるわけにもいかないしなあ。


「なあ、頼たのむから、帰ってくれよ……」


「……ひょっとして、ここはおまえの家か？」


　男はものめずらしそうにオレの家をじろじろと眺ながめた。


　いや、そんなにめずらしい建物じゃないはずだけどな。ごく普通の日本家屋だ。普通じゃないのは、隣となりの家だ。うちの十倍くらいの敷しき地ちに、でっかい西洋風の建物が建っている。


　それとも、この男にとっては、ごく普通の日本家屋のほうに興味を惹ひかれるんだろうか。でも、日本にいたら、いくらだってお目にかかることができると思うんだけどな。


　男はさっさと門もん扉ぴを開けて入っていく。


「あ、ちょっと待てよ！」


　なんで、勝手に入っていくかな。オレはどうぞなんて言った覚えはないのに。


　でも、国が違ちがえば、常識とかマナーも違うのかも。きっと、この男の国では、危ないところを救われたら、家に招待するのが常識だったりして。


　男は玄げん関かんのドアの前に立ち、オレを振ふり向いた。


　まるで、早く開けろと言わんばかりの態度で。


　ああ、もういいや！


　腹も減ったし、お礼代わりに食事をさせてから追い返してやろう。それでも、帰らなかったら、警察でも呼べばいいや。


　オレは自分の空腹に耐たえかねて、玄関の鍵かぎを開けた。








「ずいぶん狭せまいな……」


　それが家に入れてあげた相手に対する言葉か。


　だが、外国人相手にそんなことを言ったって仕方ないか。きっと、日本人の常識とは違うんだからさ。


「とにかく、上がれよ。あんた、ホントは腹減ってるんだろう？　なんか食わせてやるから、そしたら黙だまって帰れよ」


　相手が承しよう諾だくするかどうか判わからないが、オレはそうすることにもう決めていた。


　男は土足で上がろうとしている。


「ちょっと待った！　靴くつを脱ぬげよ」


「何な故ぜだ？」


「そんなに日本語ペラペラなのに、なんで日本の家では靴を脱ぐってこと、知らないんだ？　そっちのほうが不思議だよっ」


「そういえば……そんな注意をされたような気もするな」


　男は上がり口のところに腰こしかけ、オレに向かって足を組んでみせた。


　まっ、まさか！　オレに靴を脱がせろって言うんじゃないだろうな！


「どうした？　早く脱がせろ」


　やっぱり！


　オレは文句を言おうとして……やめた。いや、これも習慣の違いかなって思って。きっと、エスナントカって国では、客の靴を脱がせるのは家の主人の役目、とかなんだよ。


　オレは黙って、男の前に屈かがんで、靴に手をかけた。


　そして、片方の靴を脱がせる。すると、男は足を組み替かえてオレに向けた。


　なんとなく従者か召めし使つかいになった気分だよ……。


　だって、男の格好はどこかの王様みたいだし。


　あれ？　まさかと思うけど、本当に王様だなんてことは……ないよな。いや、ないだろう。どこかの国の王様がこんな格好で夜遊びに出かけるかよ。


　あり得ない。絶対にあり得ない。しかも、こんなに日本語が上手うまいなんて。


　そう思いつつも、この普ふ通つうじゃない尊大な態度は気にかかる。


「じゃ、これ履はいて」


　オレはまだ座ったままの男の横にスリッパを置いた。


「マントを取れ」


「えっ？　ああ、はいはい」


　オレは男の後ろに回り、肩かたのところで頑がん丈じようなブローチみたいな飾かざりで留められているマントを外した。


　飾りについてるものは宝石……みたいに見える。目の色と同じ紫むらさき色いろの……。でも、これ、本物の宝石だったらすごいよ。大きいもん。


　しかも、マントも服も手て触ざわりがよくて、光こう沢たくがあって、いい生き地じみたいだ。


　やっぱり、本物の王様……なんてね。いや、まさか。


　男は立ち上がり、スリッパを履くと、スタスタと家の中へと入っていく。そして、勝手にリビングに行くと、ソファのど真ん中に腰かけた。


「ちょっと待てよ。なんで、あんた、そんなに偉えらそうなんだ？」


「私は『あんた』とかいう名前ではない」


「じゃあ、なんて名前なんだ？」


　男はじろりとオレを見た。


「おまえから名乗れ」


　なんて偉そうな……と思ったが、こいつはこういう奴やつなんだ。そんなことにこだわっていたら、まるっきり話が進まない。


　それに、確かに最初に名乗るのが礼れい儀ぎかもしれない。


「オレは八神卓哉だ。外国風に名乗ると、タクヤ・ヤガミってとこかな」


「卓哉か……」


「あんたの名は？」


「私の名は、アークティアス・フェザード・ウェン・エスランドル」


　すごく長ったらしい名前だ。ていうか、最後に今、エスランドルって言わなかったか。それって、こいつの国の名前じゃなかったかな。


「まさかと思うけど……エスランドルって国の王様だったりして……」


「まだ王ではない。父が私に王位を譲ゆずらぬ限りはな」


　王様……じゃなくて王子様は、うちのソファでふんぞり返って、笑えみを浮うかべた。


　いや、笑ったとかいう温かみのある笑みじゃなくて、なんかこう、冷たい感じの笑みだ。冷れい笑しようって感じ？


　人の家に勝手に入ってきやがったくせに、一体、なんなんだよ。この従者に対するような笑いはさ。


「言っとくけど、確かにオレはあんたに助けてもらったが、あんたの臣下になった覚えはないからな！」


「だから、私は『あんた』なんて名前じゃないと言ったはずだ」


「ええーと、アークナントカ……もういいや、アークで」


　オレはこの男をそう呼ぶことに決めた。だって、ややこしい名前なんて覚えられない。


「失礼な。私の名前をなんだと思っている？」


「だったら、アークはオレの家をなんだと思ってるんだ？　どこの国の王様だか王子様だか知らないが、とにかくメシ食ったら帰れ！　いいな！」


　オレはそう言うと、制服のブレザーを脱いで、一人掛がけソファの背もたれにかけた。ついでに、ネクタイも外す。


　しかし、こいつに何を食べさせたらいいんだろう。オレは平均的な日本の家庭料理しか作ったことないんだけど。


　オレは自分のレパートリーの中から、洋食っぽいものを思い浮かべた。


「……やっぱりいい匂においがしてくるな」


　いきなり背後から声がして、オレは飛び上がって驚おどろいた。いつの間にか、アークがオレのすぐ後ろに立っていたからだ。


「ビックリした！　とにかくおとなしく座ってなって。あんた、腹が減ってるんだろう？」


「減ってはいない」


「だって、匂いがどうのって……」


　いきなり、アークの両りよう腕うでがオレの身体からだを抱だきしめてきた。


　ドキッ。


　何故だか、心臓が過か剰じように反応した。


　いや、そんな、女の子みたいな反応してどうするんだよ。いくら綺き麗れいな顔をしていても男だし、しかも、オレよりずっと背が高い奴に抱きしめられて、ドキッはないだろう。


　それに、親しくもない人間に、抱きしめられると困る。というか、迷めい惑わくだ。


　それとも、アークの国ではこれが普通なのかな。外国人同士の挨あい拶さつで、頰ほおにキスしたりすることってあるじゃん。


　オレはこんな全然知らない奴にキスなんかされたくないけど。


「何するんだよっ……」


　オレはもがいたが、もがけばもがくほど、向こうは嫌いやがらせみたいにオレをギュッと抱きしめてきた。


　いや、抱きしめるというか、逃にげられないようにしてるみたいだった。


「おとなしくしろ」


「だから、なんでこんなことするんだって」


「やっぱり、いい匂いがする。おまえはやっぱり宝玉を持っているはずだ」


　また宝玉の話か。その宝玉とやらから、どんな匂いがするって言うんだろう。オレは何か匂いのするものなんて、持ち歩いてないのに。


「オレのどっから匂いがするって言うんだよっ？」


　オレはもがくのをやめて尋たずねた。


　すると、アークも腕の力を緩ゆるめる。


「恐おそらく……おまえの身体から……」


「はあ？　オレの身体？」


　オレは自分の身体の匂いを嗅かいでみたが、よく判らない。他人からすると、何か匂いがするのかな。


「きっと、アークの勘かん違ちがいだ。オレは宝玉なんか見たこともないんだから、持ってるはずなんかない」


　オレはきっぱりと言った。


　これ以上、持ってないもののことでつきまとわれると迷惑だ。


「勘違い？　私の勘違いだと言うのか？　この私に向かって……」


「王子だかなんだか知らないけど、勘違いくらいあるだろう？　とにかく、オレは持ってない。それだけははっきりしてるんだ」


　アークはオレの身体を離はなした。


　やっと判わかってくれたのか。家までついてきやがって、傍はた迷惑な奴だよ。


　ところが、アークは腕を組み、オレを見下ろすと、命令してきたんだ。


「調べてやる。脱ぬげ」


「ええっ？　やだよ！　なんで、いきなり調べられなきゃいけないんだ！」


「おまえが宝玉を持ってないと判れば、私の勘違いだと認めてやる」


　なんでそんなに偉そうなんだ……。


　オレは眩暈めまいがした。


　ああ、王子様だから、かな。でも、どこの王子様だろうと、他人の家に来て、その態度はないだろうって思うんだ。


　ここがアークの国であれば、また別の話だけど……。


　だいたい、お供が一人もいない王子様なんかいないんじゃないかな。オレはきっと騙だまされてるんだ。やっぱり、この男はどこかの劇団員か何かで……。


　だけど、劇団員がどうしてオレを騙すんだろう。いや、オレが理由を考えても仕方ないか。とにかく、嫌なものは嫌なんだ。


「オレは絶対、脱がない！」


「……判った」


　アークはオレをいきなり荷物みたいに担かつぎ上げた。


「わあっ……ちょっと……！」


　さっきまでアークが座っていたソファに、オレは寝ねかされてしまった。しかも、なんかアークの身体が上から乗ってるし。


「ちょっと……何するんだよっ」


「脱ぐのがイヤなら脱がせてやる」


「ええっ？」


　なんでこんな展開になるのか、よく判らない。アークはオレのシャツに手をかけた。だが、ボタンを外すどころか、そのまま左右に引き裂さいてしまったんだ。


　いや、引き裂いたわけじゃないか。ボタンが弾はじけ飛んだだけなんだけど、なんか普ふ通つうじゃなく力が強いみたいだ。


　顔は女の人みたいに綺麗なのに……。


　アークは呆ぼう然ぜんとしているオレの胸の中央付近に顔を寄せた。


「……ここだ」


「え？」


「ここから匂いがする。たまらなく……いい匂いだ……」


　なんで、そんなところからいい匂いがするんだか、さっぱり判らない。


　でも……なんだかアークが顔を近づけている部分が、妙みように熱くなってくる。まるでアークのことを歓かん迎げいしているみたいに……。


　いや、オレはこんなわけの判らない奴やつのことを歓迎したりしないよ。どっちかというと、迷惑だし。


　アークは顔を上げた。


　さっきと表情が違う。まるで夢を見てるような不思議な表情だ。オレは熱っぽい感じの目に見つめられて、妙にドキドキしてきた。


「宝玉はおまえの体内にある」


「え、そんなもの、あるはずないよ」


「いや、言い伝えで聞いたことがある。宝玉は人間の体内に入ることがあるそうだ」


　ふと、オレはアークの顔がとんでもなく自分の顔に近づいていることに気づいた。なんというか、適正距きよ離りを保っていないというか……。


　オレはなんだか判らないが危機感を持った。


「とにかく……離れろよ」


「おまえから、いい匂においがしてくる。私を誘さそうような匂いだ。もう……我が慢まんできない」


「えっ……ちょっと待てって」


　紫むらさきの瞳ひとみが妖あやしく光る。


　そんな目をして見つめられるとホントに困るのに。


「待てない。私にとっては……大事なことだ」


　今、なんか胸の奥がドキンとした。


　えっ、何？　何？　今の……。


　ドキンとしたのと同時に、胸から全身へと甘い痺しびれみたいなものが広がるのを感じた。


　顔が近づいてくる。


　オレはよけようと思ったのに、押さえつけられてできなかった。いや、身体に力が入らなくて動けなかったんだ。


　アークの唇くちびるがオレの唇にそっと触ふれる。


　噓うそ……。


　オレはアークにキスをされていた。しかも、舌が強ごう引いんに入ってこようとしている。


　なんで……なんで、オレ、キスされてんのっ？


　こんなの、マズイって。オレにとって、初めてのキスなのに、男となんかしたくないんだってば。ていうか、アークはそういう趣しゆ味みがあるのか。


　百歩譲ゆずって、男が好きな奴だったとしても、どうしていきなりキスなんかするんだ。いくら王子だからって、あまりに勝手すぎだ。


　オレは……オレは……。


　抵てい抗こうしているつもりなのに、身体からだを巡めぐる甘い痺れが邪じや魔まをする。とうとう、オレの唇をこじ開けて、アークの舌が侵しん入にゆうしてきてしまった。


　舌を入れられてるってことは、もちろん挨あい拶さつのキスのわけはない。こんなふうにソファに押さえつけられてキスされるなんて、普通じゃないよっ。


　だけど、何な故ぜか胸の中が熱くなってきて……。


　なんだろう。その熱がじんわりとオレの身体の中に広がっていくみたいなんだ。そして、不思議なことに、オレの身体を蕩とろけさせていくような気がした。


　変だ……。


　まるで媚び薬やくでも飲まされたみたいに、身体が変化していく。


　アークにキスされているせいなのか……？


　でも、アークとは初対面で、ロクに知らない相手だ。それに、どんなに顔が綺き麗れいでも男なんだ。しかも、無理やりキスされて、それで感じるなんて、おかしいじゃないか。


　そう思うのに、オレの身体はまるで発情したみたいになってきていた。


　そんなの、マズイ。マズすぎる……。


　アークの唇がようやく離れた。


　逃にげなくちゃ。そう思うのに、身体はまだ甘い痺れに支配されていて動かせない。自分でも信じられないけど、弱々しくアークの胸を押したに過ぎなかった。


　アークの紫の瞳がオレを見つめる。


　すごく綺麗な目だ。初めて見たときは、光の加減でそう見えただけなのかと思ったのに、やっぱり宝石みたいな瞳だった。


　オレはその目を見つめるだけで、熱い気持ちになってきて……。


「寝しん室しつはどこだ？」


「二階だけど……？」


　オレは意味が判らず、そう答えた。


　アークは身体を起こすと、オレを抱だき上げた。さっきみたいな荷物扱あつかいではなく、お姫ひめ様さま抱っこだ。


「え……あの……」


「私が運んでいってやる。これは私の好意だ。遠えん慮りよするな」


　オレはアークが何を言っているのか、よく意味が判わからなかった。オレが動けなくなっているから、寝室まで運んでいってやるってことだろうか。


　オレは……この場合、感謝するべきなのかな。けど、アークがキスなんかしてこなかったら、こんな状態にはならなかったんだし、当然のことなのかもしれない。


　アークは階段を上がると、教えもしないのに、オレの部屋のドアを開いた。


　もしかして、オレの匂いでもしたんだろうか。なんだか、嫌いやだなあ。


　アークはオレの身体を静かにベッドの上に横たえた。そして、丈たけの長い上着を脱ぬぐと、オレの上に覆おおいかぶさってきた。


　え……？


　ひょっとして、親切心でオレをここまで連れてきたわけじゃない……とか？


　場所がソファからベッドに変わっただけで、同じ状じよう況きよう……というか、さっきよりもっと恐おそろしい状況にオレは追い込まれてしまったような気がする。


　いや、そんなまさか。


　アークはオレの頰ほおを触さわったり、髪かみを撫なでたりしている。もちろん、視線はオレの顔に釘くぎ付づけ状態だ。


　怖こわいよ、ホント……。


「オレ、男なんだけど……さ」


「判っている」


「だから、こんなことされると……困るし」


「ああ。私も困る。せめて、おまえが女だったら……と思うが、男なのは変えられないからな。だが、おまえの性別がどっちでも、私は衝しよう動どうを抑おさえられない」


　今、すごーく恐ろしいことを聞いたような気がする。


　逃げたい。でも、身体はやっぱり動かない。まるで、アークの瞳に魅み入いられたように。


「オレは……こんなこと……」


「おまえだって、自分の衝動が抑えられないだろう？」


　アークの手がオレの股こ間かんを撫でた。


　ビクッと身体が震ふるえる。


　布越ごしとはいえ、敏びん感かんな部分を撫でられたんだから仕方ない。そう思うけど、なんだか大事なものを汚けがされたような気がしてならなかった。


　アークが唇の端はしで、オレの反応を見て笑ったからだろうか。


「やめろ……」


「やめられないな。お互たがいに」


　アークが顔を近づけてくる。顔を背そむけようとしたが、それもできないまま、オレは口づけられていた。


　アークの舌がオレの舌に絡からみつく。


　ドクン。


　心臓が動くたび、血液に媚薬が混じっていくような気がする。オレはもう抵抗なんかできない。頭では、こんなの、嫌だって思うのに。


　どうしてなんだ……。


　オレは男なんだから、男にキスされて、こんなにときめくはずがない。絶対だ。


　でも、現実は違ちがっている。


　アークのキスがオレの理性も何もかも溶とかしていくんだ。そして、さっきよりも甘い快感が全身を侵おかしていく。


　なんで……こんなに気持ちいいんだよ……。


　たかが、キスされてるだけなのに。


　オレは泣きたくなってきた。確かにキスは初めてだけど、自分が男にキスされても感じる奴やつだったのかと思うと、なんだか情けなくなってくる。


　嫌なら跳はねつければいい。けど、身体は動かない。それに、こんなに気持ちいいんだから、嫌けん悪お感さえも薄うすれていく。


　理性では、こんなのはおかしいって思うのに。


　身体ではすっかりアークのキスを受け入れてしまっているオレがいた。


　やがて、アークは唇を離はなした。


　やっと解放されたと思ったが、それは間違いで、耳たぶにキスをされる。


「あっ……」


　オレの口から恥はずかしい喘あえぎ声みたいなのが出てきた。


　噓うそだ、こんなの……。


　アークは耳から首筋へと唇くちびるを這はわせ、鎖さ骨こつのあたりに辿たどり着く。それだけでも、背中がゾクゾクしてきて、もう、たまらない気分になってくる。


　ああ、オレ、どうなっちゃうんだ。


　無意識のうちに、腰こしが動いている。落ち着け、オレ。いくらもどかしくても、男相手にどうするっていうんだ。


　アークはオレの胸を掌てのひらで撫でる。


　すると、心臓が急にドキドキしてきて、オレはどうしていいか判らなくなる。なんで、こんなにドキドキしてくるんだ。


　まるで、何かを期待しているみたいに。


「小さな乳ち首くびだな」


　アークはオレの乳首を指先で撫でる。電流みたいにビリッと何かが身体の中を流れていき、オレはビクッとした。


「感じるのか？」


「ち、違う……」


　乳首を撫でられて感じるなんて、おかしいじゃないか。オレは必死で否定した。


「恥ずかしがることはない。私だって、おまえの身体からだに触ふれると、感じるんだ」


「ええっ？　やっぱり、そういう趣しゆ味みが前から……」


「いや、ない。男も女もさして興味はなかった」


　女にも興味がないのか。オレはビックリしたものの、こんなに綺き麗れいな顔をしていたら、大たい概がいの女はどうでもいい存在に見えるかもしれない、と納なつ得とくした。


「じゃあ、なんで……」


　オレは質問を途と切ぎれさせた。


　何な故ぜかというと、アークがオレの乳首を舌で舐なめ始めたからだ。


「や……やめろ……ぉ」


　男に乳首を舐められるなんて。


　いや、百歩譲ゆずって、舐められるのはいい。問題はオレがそれで感じているところだ。


　おまけに、アークはもう片方の乳首を指でいじっているんだ。両方を刺し激げきされて、オレの身体はもうビクビク震えっぱなしだった。


　どうしよう。オレは自分の身体がコントロールできなかった。


　もし、このままずっと乳首を舐められていたら、それだけでイッちゃったりして。いや、そんな、まさか。


　乳首を舐められてイッちゃいましたなんて、いくらなんでも、そんなの嫌だ。


　でも……でも……。


　なんで、こんなに気持ちいいんだろう。身体が熱くてたまらなくて、オレは思わず自分の股間に手をやってしまった。


　ダメだって思うのに、手が動く。ズボンの上をさするように。


　それだけでもつらいが、アークの手がなんとオレの手の上に重ねられた。そうして、オレの手ごと、揉もむように撫でていくんだ。


「いや……だっ……」


　オレは切れ切れに訴うつたえた。


「気持ちいいから、触ったんだろう？」


「そうだけど……でもっ……」


　オレの声はもう泣き声になっていた。というか、気持ちよすぎて、なんだか涙なみだまで出てくるんだ。


　アークはオレの顔を見て、手を止めた。


　そして、ついでにオレの手も股間から剝はがしてくれた。このままだと、下着の中で放ってしまいそうだったから、ホッとしたものの、やっぱり物足りなさは感じる。


　ギリギリまで感じていたオレの身体の中には、やるせない熱が残っていた。


　アークはオレのベルトに手をかけた。靴くつも自分で脱がないような奴なのに、器用にベルトを外し、ファスナーも下ろしていく。


「えっ、ちょっと待って……！」


　オレはボンヤリしていたが、我に返った。


「待てないな」


　アークはオレのズボンと下着を一気に引き下ろした。


　オレは自分のみっともない格好を見てしまった。下半身は裸はだかでズボンが足首まで下ろされている。上半身だってボタンが飛んだシャツを羽織ってるだけで、ほとんど裸みたいなもんじゃないか。


　しかも、勃たっている……。


　そんな姿をオレはアークの目の前に晒さらしていた。


「み、見るなよっ」


　オレはすっかり動どう揺ようしていた。が、アークはあっさりとオレの足からズボンを引き抜ぬくと、床ゆかに投げ捨てた。


　そして、恥ずかしがるオレを嬲なぶるように、両足を広げ、固定した。


　なんてみっともない格好なんだ……。


「何するんだっ……」


「判わからないか？」


　アークは口元に冷れい笑しようをたたえると、オレの股間にあるものに、そっと触れた。


　ビクッと大きく身体が揺ゆれる。


「我が慢まんすることはない。今のおまえの気持ち、手に取るように判るぞ」


「オレの気持ちが……判るって？」


「ああ。身体の中で何かが荒あれ狂くるっているだろう？　嵐あらしのように出口を求めているはずだ」


　アークはオレの状態を正確に言い当てた。


　オレの中に何か判らないけど、特別なエネルギーがあるんだ。それが熱を持っていて、どうしようもないくらい、オレの身体を熱くさせていた。


　コントロール不能なのは、ただオレが感じているからだけじゃない。


「こんな……あからさまに男だという印を見せつけられても……」


　アークはオレの先せん端たん部分を指で撫なでた。


「あ……っ……」


　嫌いやだというふうに頭を左右に振ふったが、そんなことで許してくれるようなら、最初からこんなことにはならなかっただろう。


「不思議なことだな。萎なえるどころか、興奮の度合いが増すだけだ」


　確かにそうだ。指で撫でられているだけなのに、心臓はドクドク鳴ってるし、腰は焦じれるように動いているし、何より身体が熱くてたまらなかった。


　そう。まさしく、出口を求めている状態で……。


　ダメだ。こんなの。


　男に裸に剝むかれて、こんなところを触さわられて、それでイッちゃったりしたら、これからの人生、一体どうやって生きていったらいいのか。


　ちょっとオーバーかもしれないが、男として大問題だ。


　なんとか理性を取り戻もどそうとするが、いくら深呼吸しても、身体の欲求に次し第だいに身体も頭も呑のみ込まれていくようだった。


「……どうだ？」


　アークはその部分を軽く握にぎり、そろそろと動かしていく。そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことをされたら、もっとつらい。


「やめて……くれよ……っ」


　もう完全に涙なみだ声ごえだった。


「オレ……やだ、こんなの」


「私だって嫌だ」


「嫌なのに……なんでするんだよっ」


　そんなの、理り不ふ尽じんすぎる。相手がこういうことを好きでやっているというのも、なんだか怖こわいが、嫌なのにやってるなんて言われたら、こんな行こう為いにはまったく意味がないということじゃないか。


　それとも、これはただの嫌がらせなのか。


　でも、なんのために？


　さっき会ったばかりのオレに、どうして嫌がらせを嫌々ながらしなきゃならないんだ。


「したくないが仕方ない。もう……止まらないからな」


「ああっ……」


　アークは身を屈かがめて、手の中のものにキスをした。


　途端に、甘い衝しよう撃げきが身体を走る。


　したくないと言いながらも、アークは続けざまに何度も何度もその部分にキスを繰くり返した。オレはそのたびに身体を震ふるわせる。


　アークも変だけど、オレも変だ。どうにかなってしまいそう。


「あっ……んっ……」


　なんで、そんなところにキスなんて……。


　だけど、アークにキスをされると、オレは普ふ通つうじゃなくなるんだ。理性がどこかに行ってしまう。


　まるで、オレの身体がアークとの接せつ触しよくを喜んでいるみたいだった。


　そんなはずはない。そんなはずは……。


　でも、実際にオレは股こ間かんのものをアークにいじられて、今にもイキそうになっていた。


　アークはキスだけじゃなく、その部分のありとあらゆるところを舐なめている。男に興味がない奴やつが、本当にこんなことをするんだろうか。


　信じられない……。


　いや、一番信じられないのは、オレの反応だ。心臓がすごい勢いで動いている。自分の興奮の度合いが普通じゃないんだ。


　エッチは初めてだから、アークが特別なのかどうかは知らない。けど、オレはここまでの状態になったことなんて、今までなかった。


　アークがオレの先端部分を舐めている。舌を尖とがらせて、窪くぼんだところを……。


「やだ……やだっ」


　もう、どうしようもなかった。


　オレは泣きじゃくるように、ただ首を振った。


　そこまで熱は迫せまっているのに、我慢しているから、身体中が何かに浮うかされているようだった。


　もちろん、頭の中もだ。


　理性なんて、どこにあるんだろう。


「卓哉……」


「え……？」


　ここで名前を呼ばれるとは思わなくて、オレはアークのほうに涙でかすんだ目を向けた。


「よく見ていろ」


　アークはさんざん嬲なぶっていたそれを口に包み込んだ。


「あ……あ……」


　柔やわらかく温かいものに包まれて、頭が沸ふつ騰とうしそうなくらいに熱くなる。


　もう……オレは我慢なんてできない。


　アークは口をすぼめたまま、そこを刺し激げきする。柔らかい舌が当たる。オレは気持ちよすぎて、身体からだの反応をまるっきり制せい御ぎよできなくなっていた。


　身体の内部でぐんぐんと快感が膨ふくれ上がっていくのが判る。


　だけど、それを止めるすべもないんだ。


　膨れ上がった快感がぐっと上じよう昇しようしていく。オレはギュッと目をつぶり、そのままイッてしまっていた。


　こんな気持ちいいことなんて、初めてだった。


　オレは息を整えながら、今過ぎ去ったばかりの快感をボンヤリ思い返していた。


「……よかったか？」


　顔を上げたアークを見て、オレはハッと気がついた。


　王子様の口の中に出しちゃった……。


　顔にかけるのと、口の中に出すのとでは、どっちがマシだったろうか。どっちにしても、オレは悪くないよ。だって、オレは無理やり裸はだかにされたり、キスされた被ひ害がい者しやなんだから。


　そう思うが、相手は外国の王子様だ。いや、王子なのはホントかどうか判らないが、相手に常識がないのだけは確かだから……。


「ご、ごめん……」


　とりあえず、謝っておく。


「無礼者めと言いたいところだが、今は許してやろう」


　偉えらそうにそう言うと、アークはオレの両足を押し広げた。


「えっ……」


　何をしてるんだろうと思ったが、よく考えると、アークはまだ昂たかぶったままなんだ。


　なんか、衝動が抑おさえられないとか、オレの身体に触ふれると感じるとか、恐おそろしいことを言ってなかったっけ……。


　アークはオレの太ふと腿ももの内側に舌を這はわせた。


「わっ……ちょっと……」


　上半身がビクッと動く。が、足はアークにしっかり押さえられているから、動かなかった。


　ひょっとして、これは……。


　まさかと思うが、貞てい操そうの危機なのか？


　いや、さっきからずっと貞操の危機だったのに、オレは今まで何していたんだろう。あちこちキスされて、気持ちよくなっててさ。


　挙句の果てに、足を押さえこまれちゃって。


「オレ……オレ……無理だって！」


　そう言ってみるが、アークは完全無視で、オレの足の付け根に舌を這わせていた。


　ど、どうしよう！


　少し理性が戻ってきたオレは、かなり焦あせった。


　どうやったら、ここから抜ぬけ出せるだろう。どうしたら、アークをなだめられるんだろうか。


　恐ろしいよ。なんで男のオレがこんなことに頭を使わなくちゃならないんだ。


「アーク……！」


　だが、いくら呼んだところで、アークはもう突つき進むのみで、オレの声なんか耳に入ってないようだった。


　そして……。


「あっ……」


　両足がさらに押し上げられ、アークの舌がその狭はざ間まの部分に触れた。


「や……やだっ……てば」


　アークがオレの大事な部分を舐めている。


　そんなところを舐められるなんて……。


　オレにはとても信じられない。


　もっと怖こわいのは、舐められているオレが、アークの舌が動くたびになんだか感じてるみたいなことだ。


　噓うそだ……！


　アークにされたことは、みんな噓だって思いたいが、これが今までの中で一番噓だと思いたい。


　そんなところが感じるなんて……。


「やだ……ぁ……」


　アークの舌はオレのそこを溶とかしていくようだった。


　丁てい寧ねいに舐められて、オレは何か今までとは違ちがう自分になっていきそうなんだ。でも、そんなふうには変わりたくない。


　オレは今までどおりのオレでいたいのに。


　腰こしは揺ゆれるが、アークはがっちりオレの足をつかんでいる。


　絶対、逃のがすまいとするように。


　オレは……。


　すごく怖い。でも、アークの舌に舐められているうちに、もう明らかに声の質さえ変化していったんだ。


　女みたいに、艶つやを帯びた色っぽい声だ。


　こんな声、自分の喉のどから出ているとは思いたくない。


　すごく感じちゃって、どうしようもない声になってる。


　実際、オレはイッたばかりなのに、もう前のほうが硬かたくなってきていた。それが感じちゃってる確かな証しよう拠こだ。


　オレはすべてアークの思うとおりに動かされていた。


　気持ちよくて、身体から力が抜けている。アークはすでにオレの足を強く押さえる必要もなくなっていたから、片方の足だけを押し上げ、舐めていた部分に指を這わせた。


「や……あぁっ……」


　オレは弱々しく首を横に振ふった。


　そんなこと、しないでほしい。これ以上、オレを違うものに変えてしまわないで。


　でも、アークは熱に浮かされたように、オレの内部へと指を挿そう入にゆうしてしまった。


「あ……」


　今、何か変な感じがした。


　こう、ぞわっと総毛立つ感じに似ていた。だが、決してそれが気持ち悪いとか、マイナスな方向の感覚とは違う。


　何か違う世界に入ってしまったような独特のものを感じた。


　それが、なんなのか、オレは説明することができないけど。


「判わかるか？」


「な……何が……？」


「判るだろう？　私とおまえの間に、特別なつながりがあることを」


　そんなこと、認めたくない。


　でも、自分の身体の内部がすごい勢いで変化していくのが判った。


　オレの身体は間違いなく、アークの指を受け入れていた。それどころか、入れられることを喜んでいるようにしか思えない。


　胸のうちが熱くなってきて……。


　全身に喜びのようなものが満ちてくる。


　なんなんだよ、一体……。


「オレの身体からだが……」


　違うものに乗っ取られてしまったように感じる。


　アークの指がオレの内部を行き来するたびに、オレはただ自分の身体の反応に翻ほん弄ろうされていった。


　わけが判らない。こんなの、おかしい。普ふ通つうじゃない。


　アークは指を引き抜いた。


　オレの腰は物足りなくて、まるでもっとしてってねだるみたいに動いた。


　違う。これはオレがしてることじゃない。オレじゃない誰だれかが身体を乗っ取って、していることなんだ。


　そう言いたいくらい、オレはこれが現実とはとても認められなかった。


「してほしいのか？」


　アークは突き放すように尋たずねた。


　そんな言い方しなくたって。そう思うが、実際、今の続きをオレはしてもらいたくて仕方がなかった。もう、身体がムズムズして、どうしようもない。


　オレは思わずうなずいてしまった。


　え……？


　ちょっと待てよ。してほしいって……何を？


　アークは自分の硬くなったものを露ろ出しゆつした。


「無理……！　それは無理……！」


　指ならともかく、そんなものがオレの中に入るはずがない。


　そう思ったが、アークは今まで指を入れていた部分にそれを擦こすりつけた。


「ああっ……」


　擦りつけられただけなのに、なんでこんなに気持ちいいんだよっ。


　これは何かの間違いだ。そうに違いない。オレはいろんなことされちゃったせいで、感覚が普通じゃなくなっているんだ。


　だが、その部分にアークのものがぐっと押しつけられる。


「やだ……入って……く……」


　こんなの、絶対、噓だぁぁぁーっ！


　だって、オレのそこがアークのものを柔やわらかく受け止めている。痛みも何もない。それどころか、オレの身体はアークが入ってくるのを喜んでいるみたいだった。


　アークは力を入れ、根元までオレの中に押し入れた。


「素す晴ばらしい……」


　アークはそう口走った。


　オレも同感だった。少なくとも、身体は歓かん喜きの嵐あらしとでも言うべき感情に支配されていたんだ。


　なんで、オレ、こんなに喜んじゃってるんだろう。相手は男だ。しかも、オレは女みたいに入れられてしまっているのに。


　さっぱり、わけが判らない。


　でも、確かなのは、オレの中に存在する快感だった。


　今まで味わったことのない気持ちよさで、オレは入れられただけでイキそうなくらい感じまくっていた。


　アークが腰を動かした。


「やだっ……」


「何が嫌いやなんだ？」


「今、動かれたら……あっ……あんっ」


　アークに奥まで打ち込まれるたびに、オレの快感はどんどん膨ふくれ上がってくる。


　マズイ。


　このままじゃ、オレ、またイッてしまう。


　男に入れられてイクなんて、そんな屈くつ辱じよく、やだよ。それだけは嫌だ。頼たのむから、もうやめてほしい。


　そう思うのに、アークは動くのをやめないし、オレの身体はそれに反応していく。


「やっ……あっ……」


　オレはどうしようもなくて、アークにしがみついた。


　そうすると、アークもオレをギュッと抱だきしめてくる。


　二人の鼓こ動どうが重なる。


　胸の奥が熱い……。


　そして、その熱が身体の隅すみ々ずみまで行き渡わたり、まるで媚び薬やくのように、オレを信じられないほど感じさせる。


　オレは喘あえいだ。


「アーク……！」


　もう、オレは自分じゃないものに変身していく。


　何もかも判らなくなっていって……。


　やがて弾はじけてしまった。


　強きよう烈れつな快感の中、徐じよ々じよに正気に戻もどっていく。真っ白になっていた頭の中も、やっとまともな思考ができるようになってきた。


　オレ……とんでもないことしちゃった。


　男とエッチしたんだ……。


　オレはしっかりとしがみついていた手を離はなす。同時に、アークも溜ため息いきをつき、顔を上げると、髪かみをかき上げた。


　紫むらさきの瞳ひとみは冷静さを取り戻しているように見えた。


「終わったんなら、さっさと離れろよっ」


　そう言ったら、途と端たんにアークは気分を害したような表情になる。


「そんなことを、おまえに指図される謂いわれはない」


「謂れとか、そういうの、どうだっていいだろっ。とにかく……離れろって！」


　腕うでの力がアークを押しやろうとする。が、アークは意地になったように、オレを逆に抱きしめてくる。


「や……やめろっ……」


　アークは抱きしめたばかりか、首筋に唇くちびるを這はわせてきた。


　なんだか、そんなことされると、また変な気分になってくる。身体がムズムズとしてきて、熱い衝しよう動どうが目覚めていくような……。


　こんなの、マズイ。


　オレは確かにこんなことをされるのが嫌なはずなのに、どうして二度もイッて、まだ満足できないんだ。男のこいつに首筋にキスされて、どうして感じたりするのか。


　もう、泣きたくなってくる。


「……嫌だ……」


「噓うそだな」


　あっさりとアークはオレの耳元でささやいた。


「噓じゃ……ない」


「身体がビクビク震ふるえている。感じているのだろう？」


「違ちが……っ」


「まだ足りないか？」


　アークの舌先が俺の耳の穴の中に入ってくる。それがとてもいやらしいことのように思えてきて……。


　確かにオレはおかしい。


　今さっきまで、離れてほしいと思っていたのに、今はもう離れたくないと思ってしまう。ずっと、このままで気持ちいいことをしていたいような気がしてくるんだ。


　そりゃあ、気持ちいいけどさ。でも、相手は男だ。しかも、オレは入れられちゃってる立場なのに。


　だが、理性は徐々に崩くずされていく。


　胸がドキドキしてきて、身体が熱くなってくる。


「そんなに締しめつけるな」


「え？……あっ……」


　オレはアークを押しやろうとしていたはずなのに、いつの間にか、しっかりと背中に手を回してしがみついていた。


　馬ば鹿かだ、オレ。


　今いま更さらだが、腕を離す。


　アークはふっと笑った。


「そっちじゃない。こっちのほうだ」


　アークは腰こしを動かすと、自分のものを引き抜ぬきかけて、また奥のほうまで貫つらぬいた。つまり、また復活しているんだ。今、イッたばかりなのに。


　しかし、オレのほうも何な故ぜかまた勃たち上がり始めていた。


「こんなこと……っ」


「仕方ない。おまえのせいだ」


「なんで、オレのせいなんだよっ」


「おまえの身体からだが私を誘さそっている。私は自分の欲求に従うまでの話だ」


　そんな無茶苦茶な理り屈くつを振ふりかざし、アークは有う無むを言わさず、オレの唇をキスで塞ふさいだ。


　柔らかな舌が入ってきて、オレの舌に絡からんでくる。そんなことをされると、オレはもう抗あらがえなくなる。嫌だという気持ちが、どこかに追いやられてしまったみたいに、快感で頭も身体もいっぱいになってきてしまった。


　オレの身体はもうアークの思うとおりにしか動かない。不思議な魔ま法ほうにでもかかってしまったみたいだった。


　こんなこと、あり得ないはずなのに。


　アークが腰を動かすたびに、オレの身体は更なる快感で満たされる。身体が熱くてどうしようもなくて、口から喘ぎ声がひっきりなしに出ていた。


「もう……やっ……」


「嫌か？」


　不意に、アークは自分のものを引き抜いてしまった。


　嫌だとずっと言っていたものの、今更、やめられても困る。こんなに高ぶっているのに、身体を行き来する刺し激げきがないと、もどかしくて仕方ない。


　それはたぶん、アークのほうも同じだと思うんだけど。


「嫌なのだろう？」


「あ……でも……」


　紫の瞳はまるでオレをいたぶるような眼まな差ざしを向ける。オレが本当はしてほしがっていることを見抜いていて、わざと意地悪を言っているんだ。


「口ほどにもないな」


　アークは侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべると、オレの身体を引っくり返した。そして、背中を撫なでた。


「……っ」


　心臓がドキッとして、背中から胸へと快感が突つき抜ける。


　何……？


　オレ、背中も感じるのか？


「お互たがい、顔を付き合わせる必要もないだろう？　欲しいのは身体だけなのだから」


　確かにそうかもしれない。オレもアークも別に恋こい人びと同士というわけではないから。だが、だったら、どうしてオレとアークはこんな行こう為いをやっているのか。さっぱり判わからなかった。


　アークはオレの腰を引き寄せると、後ろから挿そう入にゆうしてきた。


「ああっ……んっ……」


　奥まで差し込まれて、あまりの快感に、声を抑おさえようとしても出てしまう。


　おかしくなりそう……。


　いや、もうとっくにおかしいのか。会ったばかりの男にこんな目に遭あわされて、喜んでるなんて。


　でも……。


　気持ちよすぎる。


　アークが深く入ってくるたびに、もうどうしようもないくらい身体が痺しびれてくる。


　オレ……どうなるんだろう。


　目の前のシーツをギュッとつかむ。やがて、オレは三度目の絶頂を迎むかえた。少し遅おくれて、アークも中で弾はじけて、オレの背中に身体を預け、深い息を吐はく。


　こんなに何度も続けざまにイクことなんか、普ふ通つうはない。快感の余よ韻いんは残っていたが、もう一刻も早くこんな男から離はなれたかった。


　そして、泥どろのように眠ねむりたかった。すべてを忘れて。


　だが、アークはオレを抱だいたまま姿勢を変えて横向きになった。そうして、オレの胸に手を這わせる。


　心臓がまた反応する。ドキンって。


　ちょっと待てよ。


　オレは自分の反応にあわてた。もちろんアークの手の動きにも。


「もう……いいだろ。やめてくれよ……」


　こんな続けざまにエッチなんかしたくない。いや、元々、オレとアークはなんの関係もないじゃないか。それを無理やりこんなことに引き込まれた挙句、まだこの行為が続くなんて、信じられない。


「私はまだ足りない」


「オレは……もう充じゆう分ぶんだ！　ていうか、もう限界だから……」


　本当に無理。


　身体がついていかない。


　なのに、アークはオレの股こ間かんへと手を伸のばす。そして、萎なえているその部分を握にぎった。もう本当に限界だと思っているのに、身体は不思議にアークの手に反応してくる。


「おまえもまだ足りないのだろう？」


「違う……！」


　こんなはずない。


　どうしたんだ、オレの身体は。


　力尽つきているはずなのに、まだ快感を求めているのか。こんなこと、あり得ない。しかし、アークに触ふれられていると、身体が勝手に暴走していく。


　また、甘い痺れがやってくる。


　そして、オレはもう何も考えられなくなっていった。








　目を開けると、朝になっていた。


　そうか。昨夜ゆうべのことはみんな夢だったんだ……。


　と思いたいところだが、現実は違う。オレは裸はだかだったし、ベッドにはオレと同じ裸の男がいたからだ。しかも、後ろから、抱きしめられている。


　オレがもぞもぞと動くと、オレの身体から手が離れる。そして、アークはベッドから身を起こした。


　振り返ると、アークの紫むらさきの瞳ひとみがオレを見下ろしている。


　昨日と違ちがって、ずいぶん冷たい瞳だ。なんだか、オレのことなんか、どうでもいいような目つきをしている。


　昨夜はすごく熱く潤うるんだ瞳で迫せまってきたのに。


　いや、別に迫られていたわけじゃないんだけど、ずいぶん態度が違うなって思うんだ。


　アークはけだるげに金色の長い髪かみをかき上げて、ふーっと溜ため息いきをついた。


　溜息をつきたいのは、こっちだ！


「昨日は、よくもオレにあんなことしてくれたな！」


　オレは恨うらみを込こめて叫さけんだ。だが、アークは眉まゆ一筋も動かさなかった。


「衝しよう動どうに従ったまでだ。おまえもそうだろう？」


　た、確かに。


　よく判らないが、変な衝動があったのは確かだ。まるで、オレは誰だれかに操あやつられているように、おかしくなっていった。


「でっ……でもっ、オレはあんなこと……」


「気にするな。大したことじゃない」


「大したことじゃないって……！」


　アークは手を伸ばして、オレの頰ほおに触れた。


　ドキン。


　なんかわけの判らない感情が、胸に勝手に湧わき起こる。


　なんだよ、これ。オレは別に男なんかに興味はないぞ。いくらエッチをされて感じたとしても、オレは男なんか嫌いやなんだ。


「オレにとっては、大問題だ。しかも……初めてだったのに、あんなに何度も何度も続けてされるなんて……」


　恐おそろしいことに、オレは昨夜、何度挿入されたのか判らない。お互い、何かに取りつかれたみたいに、オレとアークは身体からだを重ねていた。


「そういえば、おまえは途と中ちゆうで眠ってしまっていたな。あれは私に対する嫌がらせか？」


「あれは失神したんだ！」


　よく覚えていないが、たぶんそうだ。嫌がらせも何も、もう身体も頭もついていかなくて、わけが判らなくなっていたから……。


「ほう。失神するほどよかったのか」


「バカヤロウ！」


　オレはムッとして、アークの髪を引っ張った。


「無礼者！」


　アークは即そく座ざにオレの手を払はらいのける。その激しさは、やっぱり王様みたいだった。


「そんなに怒おこることないじゃないか。オレの身体、好き勝手にいじっといてさ」


「昨日のことはもう言うな。だいたい、私もおまえの身体なんか、抱く気はなかった」


　そんな言い草があるだろうか。


　なんか頭に来るが、オレも昨日のことはできればなかったことにしたい。男に抱かれて、すごく感じて、後ろだけでイッちゃったなんてさ。


　オレはアークを無視するように、プイッと横を向いた。


「ああ、腹減った。昨日は夕飯食べ損そこねるし……」


　そういえば、なんかおいしそうないい匂においがする。気のせいかな。あんまり腹が減りすぎて、幻げん聴ちようならぬ幻げん臭しゆうがするのかも。


　父さんはまだ帰ってないはずだし、この家には今、オレとアークしかいないはず。だとすれば、誰もキッチンなんか使ってるわけはない。


　あれ……？


　階段を軽快に上がる足音がする。


　ちょっと待てよ。一体、誰がこの家にいるんだよっ。


　ドアがバタンと開いた。そこには、一人の少年がいた。十二歳くらいの……って、こいつ、昨夜、交差点で会った子だ。


　赤信号で渡わたっちゃいけないとか言って。


　オレはそれを聞いた後、何な故ぜかフラフラと道路に飛び出していったんだ。


「おまえ……」


「お二人とも、目が覚めましたか？　朝食ができてますよ」


「朝食ぅ？　おまえ、なんで人んちに勝手に入ってきて、そんなもん、作ってんだよ！」


「ああ、別に気にしないでください」


　少年は明るくニコッと笑った。


「それとも、お風ふ呂ろのほうがいいですか？　昨夜はずいぶん激しかったみたいですからねえ」


　オレはそう言われて、自分もアークも裸なのを思い出した。あわてて布ふ団とんを引き寄せる。


　子供にこんなこと言われるなんて……。


　なんて、ませたガキなんだよっ。ていうか、そもそも、こいつ、何者なんだ。なんで、オレんちに当たり前のようにいるんだろう。


「別に隠かくさなくても……。昨夜、私があなたの身体を綺き麗れいにしてあげたんですよ」


「……ええっ？」


　どういう意味だ。


　確かに、オレの身体、何度もイッたはずなのに汚よごれた跡あとがない。


「私が綺麗に拭ふいて差し上げたんです。……ああ、お礼には及およびません。アーク様のご命令ですから」


　平然とした顔で身み支じ度たくをしているアークを、オレは見上げた。


「あんた達、グルだったんだな！　なんだかよく判わからないけど、二人でオレをハメて、こんな目に遭あわせたんだろうっ？」


「まあまあ、そんなに怒らずに。後でちゃーんと説明しますから、まずは朝食を」


　少年にそう言われて、オレは自分の腹が減っていることを思い出した。


　そ、そうだ。まずは腹ごしらえだ。それから、さっぱり判らないこの事態を、しっかり説明してもらおう。


　学校は……。


　いや、今はそれどころじゃない。


　オレは起き上がって、服を着た。








　朝食は……うまかった。


　うちにある材料で勝手に作っていたようだが、調理の仕方が上手うまいのかな。それにしても、変な取り合わせの食事風景だけど。


　我が家のダイニングテーブルに、明らかに外国人であるアークと、ちょっと日本人離ばなれした可愛かわいい顔の少年とオレの三人がいるんだ。


「おまえも……日本人じゃないんだ？」


　オレは少年に話しかけた。


　いや、むっつり黙だまっているアークよりは、いろいろ情報を引き出しやすそうだったからだ。


「生まれはそうですが、こっちに長く住んでますよ。日本名を山やま本もと太た郎ろう左ざ衛え門もんと言います」


「た……太郎左衛門……？　ずいぶん古風な名前だな」


　現代ではあり得ない名前に、彼はにっこりと笑った。


「ありがとうございます」


　いや、別に褒ほめてないって。


「でも、長すぎるから、太郎でいいだろ？」


　そう言ったら、太郎はちょっと嫌そうな顔をした。どうも不満らしい。


「で、日本名があるってことは、帰化してるわけ？」


「いえいえ。これは便べん宜ぎ上、名乗っているだけです。本名はエバン・ビーラドルスと言います。なんなら、エバンとお呼びくだされば……」


「……太郎にしよう。太郎に」


　カタカナの名前はアークだけでいいや。太郎のほうが覚えやすいし。


　太郎は不満だったようだが、オレはそれで押し通すことにした。


「それで、太郎はアークの国から来たんだ？」


「ええ、まあ。私はこちらに長く住んでおりますから、アーク様がご不自由ないようにと、今回、お世話係として雇やとわれております」


「長く……って、十年くらい？」


　まだ十二歳くらいなのに、長く住んでるっていう表現が面おも白しろい。それに、自分のことを『私』って言う子供もめずらしかった。アークが本当に王子なのかどうかは判らないが、こんな子供を世話係にしてるくらいだから、どうも怪あやしいと思うんだ。


「ご想像にお任せしますよ」


　太郎はオレの質問をはぐらかすように、にっこりと笑った。


　そういうところが妙みように大人びている。まるでオレより年上みたいに思えて、なんだか不思議な気持ちがしてきた。


「私は日本が大好きなんですよ。四季がはっきりしていて、風ふ情ぜいがあって……。最初に来たときは、いろいろ大変でしたけど、今はこんなに素す晴ばらしいところはないと思います」


「いや、そんなに褒めてもらうと嬉うれしいけど」


　やっぱり、よその国の人に、日本は素晴らしいって言われると、嬉しいよね。世界中いろんな国があるのにさ。


「結果的には、太郎はいい選せん択たくをしたな。私の役に立った」


　今まで黙っていたアークは横から口を挟はさんだ。


「アーク様まで、太郎なんて……。太郎左衛門、もしくはエバンと呼んでくださいよ」


「いや、太郎がいい。おまえの名前はこれから太郎にしろ」


　アークに突つき放されたように言われて、太郎はしょんぼりする。やたらと大人びた口調で喋しやべっていたが、そういうところは歳とし相応に見える。


「それにしても……昨夜ゆうべは、その……身体からだ拭いてもらったの、悪かったな。ありがとう」


　今いま更さらだが、オレはまるっきり礼も言ってなかったのを思い出した。


　アークとエッチしていたわけだし、こんな子供にそれを知られたのは気き恥はずかしいが、やっぱり後始末をしてもらった礼は言うべきだろう。いくらアークの命令だったとしてもさ。


「お礼には及びません、と申し上げたはずですが。……まあ、アーク様もずいぶん無茶をなされたようで……」


「あれは私の意思ではない。宝玉に引き寄せられて、ああいうことになったのだ」


　そういえば、昨夜、宝玉がナントカって言ってたな。オレの体内にあるとかなんとか、意味の判らないことを言っていた。


「オレはそんな宝玉とやらは持ってないって！」


「おまえは黙っていろ」


　アークは冷たくオレに言い放った。


　昨夜はあんなにオレにキスしたり、抱だきしめたり……いろいろしてたくせにさ。あれを全部、宝玉とやらのせいにしてるのかって思ったら、なんだか腹が立つ。


　だいたい、オレもなんでこんな奴やつを受け入れちゃったんだろう。身体が熱くなって、どうしようもない衝しよう動どうはあったけど、何も男とエッチなんてしなくてもよかったのに。


　しかも、その後、失神して、こんな子供に身体を拭かれていたなんて。


　オレは溜ため息いきをついた。が、そんなオレを無視して、二人で会話は進んでいた。


「問題は……この方の体内からどうやって宝玉を取り出すか、ですね」


「取り出すのは難しいのか？」


「そう簡単にはいきません。文ぶん献けんによると、人間の体内に宝玉が入るのはきわめて稀まれなケースです。それにはなんらかの理由があるはずで、無理に取り出すと、宝玉にキズがつく恐おそれがあります」


「その傷がエスランドルの運命を変えることにでもなれば……。大事な宝玉には傷ひとつつけてはならない」


　アークはオレをじっと見つめてくる。


　いや、オレじゃなく、体内の宝玉とやらを見つめているんだろうか。昨夜みたいな熱い瞳ひとみっぽくて、オレはその目で見つめられるとドキドキしてきた。


　なんだか、忘れかけていた昨夜の身体の熱さが、甦よみがえってきたようになって……。


「……アーク様！」


　太郎に声をかけられて、アークはハッと我に返ったように、オレから視線を逸そらした。


　な、なんなんだ、今のは。


　やっぱり、オレの身体はおかしい。その、なんだか判わからない宝玉のせいだって言われると、確かに納なつ得とくできる。オレがアークに惚ほれたっていうより、ずっと信しん憑ぴよう性があるじゃないか。


「オレには、その宝玉って、よく判らないんだけど……。よかったら説明してもらえないか？　もし、本当にオレの体内にそんなもんが入ってるっていうなら、取り出してほしいし」


　オレがそう言ったら、アークは厳しい視線を向けてきた。


「おまえに話す必要はない」


「まあまあ、アーク様。お気持ちは判りますが、卓哉さんにご協力いただいたほうが、何かと便利になります」


「しかし……こんな下げ賤せんな者に大事な宝玉について語るなど……」


「その下賤な者にエッチなことしたのは、どこの誰だれだよ！」


　思わずムッとして怒ど鳴なると、アークはいきなり立ち上がった。


「私もしたくてしたわけではない。王家の者と宝玉は惹ひき合うようにできているのだ！」


「だから、意味が判んねーって言ってんだよっ」


　オレも釣つられて立ち上がると、太郎までもがオロオロしたように立ち上がる。


「お待ちください、お二人とも。喧けん嘩かしているうちに、またベッドに直行なんてことになったら、私も困ります！」


　そういえば、昨夜もそんな展開だったような気がする。アークの言うとおり、アークとオレの体内の宝玉が惹き合うと言うのなら、そういうこともまた起こり得うるということだ。


　オレはおとなしく椅い子すに座った。すると、アークも同じように腰こしを下ろす。


　ということは、アークも昨夜の状じよう況きようを繰くり返したくはないわけだ。


「じゃあ……とにかく説明してくれよ。このままじゃ、協力のしようがないし」


「いいですね、アーク様？」


「勝手にしろ」


　アークの許可をもらい、太郎は話し始めた。


「では、卓哉さん。アーク様がエスランドルいう国から来られたのは、お聞きになられたんですね？」


「ああ。そんな国、どこにあるのか知らないけどさ」


　アークの眉まゆがピクッと動いたが、何も言わない。


「えー……まあ、話すと長くなりますので。そういう国があるんです。しかし、日本とは何もかもが異なり、習慣は元より、考え方も……自然のことわりも違ちがいます」


「自然のことわりが違う……って？」


　どういう意味だろう。


「たとえば……卓哉さんはたたりを信じてますか？　幽ゆう霊れいは？　神様は？」


「えっ、いきなり話が飛ぶなあ。そんなもの、信じてないと言いたいところだけど、まったく信じてないわけじゃない。実際に目には見えないものでも、そういうものがどこかに存在するかもしれない……とは、ちょっと思うよ」


　大たい概がいの日本人はそうじゃないかって思う。だから、お墓や仏ぶつ壇だんの前で手を合わせ、神社に参拝するんだ。


「エスランドルでは、そういうものが全ぜん般ぱん的に信じられています。自然そのものがそんなふうにできているんです」


　意味が今イチ判らないが、日本より迷めい信しん的な国だってことだろうか。


「宝玉というのは特とく殊しゆな存在で、国を守る力が備わっています。そして、それを守護のために正しく使えるのは、王族だけ。王族と宝玉は不思議な力で惹き合うのです」


　オレとしては、そのへんから眉まゆ唾つばだと思ってしまうが、そういう話がエスランドルでは信じられている……と思えば、なんとか納得できないことではない。


　ほら、その土地の伝説みたいな感じで。


「ところが、その宝玉が邪よこしまな心を持つ何者かに盗ぬすまれてしまいました。それが、この日本へと渡わたってきたのは、偶ぐう然ぜんでしたが……」


「けど、そんな宝玉なんか、オレは知らないよ。見たこともないし、食ったこともない」


「食ったって……。あれは食べられません」


「いや、だって、オレの体内にあるって言ってるんだろ？　だったら、食ったとしか……」


　太郎は立ち上がると、オレの座っているところに近づいてきた。そうして、オレの胸の前に手をかざす。


「……確かにありますね。ですが、あなたの言われるように、口から入ったものではありません。なんらかの理由によって、あなたの体内に入ったものと思われます」


　いや、だから、そんな眉唾な話をされても……。


　オレは困ってしまった。


　なんか、普ふ通つうの理り屈くつが通じない厄やつ介かいなことに巻き込まれたって気がしてさ。


「どんな理由であろうと、入っているものは入っているんだ。問題はどうやって取り出すかだ。いつまでも、こんな者の体内に入っていれば、汚けがれてしまう」


　アークはまたオレの神経を逆さか撫なでするようなことを言う。まるで、オレ自体が汚れているかのように言うのは、いくらなんだってひどいじゃないか。


「まあまあ、アーク様。その理由が問題なんです。何な故ぜ、今も卓哉さんの体内に留とどまっているのか、宝玉の想おもいを知ることで、傷をつけずに取り出す方法が見つけられるはず」


「宝玉の想い……か」


　アークはまたオレのほうをじっと見つめる。


　いや、だから、そんな目で見られると、変になってくるのに。


「それにしても……卓哉さん。いい匂においがしますね。これが王族を惹き寄せる匂いというものですか。私のような者でも、少しは感じられる……」


　太郎はオレのほうへとスッと顔を近づけてきた。


　子供だから……と思っても、オレはなんだかすごく嫌いやな気がして、それを避よけようとした。


「逃にげなくてもいいじゃありませんか。卓哉さん……」


「エバン！」


　アークの鋭するどい声に、太郎はビクッと身体からだを震ふるわせた。


「失礼しました。つい……」


「おまえが宝玉に惹ひかれてどうする」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。卓哉さんは王族の方しか受け入れられないと思いますし」


「オレは誰だって、受け入れたくないよっ」


　思わず口を挟はさむ。オレの体内に宝玉があるんだとしても、オレごとアークのものってことにされそうだったからだ。


「それで、おまえは宝玉について、まったく覚えがないのか？」


　アークはオレに視線を向ける。今度は意識して引き寄せられないようにしているのか、普通の視線だ。


　いつもそうだったら、オレもホッとするのに。


「だから、知らないって」


「恐らく覚えておられないのでしょう」


　太郎はオレの肩かたに触ふれようとして、アークににらみつけられていた。


「とにかく、しばらく様子を見ましょう。卓哉さんの記き憶おくが甦よみがえるかもしれませんし、その間に私はこういう場合にどう対処すべきか、文献を調べてみます」


　ということは、一応、この人達は引き下がってくれるらしい。宝玉とやらがオレの体内にあるってことで、手術で取り出すなんて言われたら嫌だし、できればさっさと帰ってほしい。


「じゃあ……さ。何かあったら、オレからも連れん絡らくするから」


　太郎はにっこりとオレに笑いかけた。


「卓哉さん。あなたをこのまま野放しにしておくわけにはいかないんですよ」


「えっ……」


　どういう意味だろう。だいたい、野放しって、なんか失礼じゃないか。


「私達と一いつ緒しよに来ていただけますか？　むさ苦しいところではありますが、ちゃんとおもてなしを致いたしますので」


「えっ、やだよ！」


　オレは即そく答とうしていた。


　だって、なんで、こいつらと一緒に行かなくちゃいけないんだ。オレにはなんのメリットもないのにさ。


「では、私がここに残ろう。ここは狭せまくて汚きたないが、我が慢まんして住んでやってもいい」


　アークは平然とそんなことを口にした。


「我慢して住んでもらわなくてけっこうだ！　ていうか、なんで人んちに居座ろうとするんだ。図ずう々ずうしい！」


　オレがそう言うと、アークがムッとしたようにオレをにらんだ。


「図々しいとは無礼な。私を誰だれだと思っている？」


「王子様だったら、何をしてもいいのかよ？　だいたい、オレの家には父さんがいるんだ。今は出張中だけど、今晩には戻もどってくるのに」


「私は構わない」


「オレが困るの！」


　それに、宝玉と王族は惹き合うものなんだろう？　父さんがいるときに、昨夜ゆうべみたいなことになったら、ものすごく困る。いや、オレ一人でも、またあんなことになったら嫌だ。


　オレはなんとか昨夜のことを間違いだって思いたかったんだ。


　あれが宝玉のせいか何か知らないが、何度もアークとエッチしたのは事実だからだ。しかも、失神するほど気持ちよくなっちゃってさ。


　あんなこと、もう二度と繰くり返したくない。そのためには、アークに必要以上、近づいちゃいけないんだ。


「判わかりました。では、私がなんとかしましょう」


　太郎はアークの傍そばへ行くと、何か耳打ちをした。


　なんだか、よからぬ相談をしているような気がしてならなかったが、ここを出ていってくれるなら、なんでもいい。


「いいだろう」


　アークはうなずくと、立ち上がった。


「そういうわけで、卓哉さん。また来ますから」


「えっ、また来るの？」


　もうオレの目の前に現れなければいいと思っていたのに。


「どのみち、あなたの体内に宝玉がある限り、逃げられはしません。アーク様そのものがセンサーのようなものですからね。あなたがどこにいたとしても、アーク様には判ります」


　うっ、それって、全然嬉うれしくない。


　アークが近づいてくるから、オレは席を立った。


「警けい戒かいするな」


「するだろう、普通！」


「まあまあ、卓哉さん。お別れのご挨あい拶さつくらいなさいませ」


　そう言われると、挨拶しないのもなんだか礼れい儀ぎ知らずに思えてくる。仮にも、こいつは王子様なんだしさ。


　エスランドルとやらが、どこにある国なんだか、さっぱり判らないけど。


「えーと、じゃ、またな」


　王子に対して、この挨拶はアリなんだろうか。だけど、アークはオレの手を取ると、指先に口づけた。


　途と端たんに、まるで雷かみなりにでも打たれたような衝しよう撃げきが、ビリッと身体を走る。


「おまえを逃がしはしない」


　アークは恐おそろしい言葉を口にすると、オレの手を離はなした。


　それじゃ、別れの挨拶というより、呪のろいの言葉だってば。


「では、卓哉さん。また、お会いしましょう」


　太郎は手を振ふり、アークと一緒に去っていった。


　オレは気が抜ぬけて、リビングのソファに腰こしかけた。


　なんか、とんでもないことになったような……。


　ああ、できれば、今のは夢だったってことにしてほしい。だいたい、宝玉とやらがオレの体内にあるなんて話も、信じられないんだから。


　きっと、あれはただの作り話だ。


　あいつらは、どっかの劇団のメンバーで、オレを騙だましてるんだよ……。


　でも、何な故ぜそんなことをするんだろう。オレなんか、騙したって、なんのメリットもないのに。


　だけど、あれが本当の話だなんて、信じられないんだから、どうしようもないじゃないか。


　オレは自分の胸に手を当てた。


　ここに宝玉が……。


　あるわけない。絶対にない。


　でも、オレがアークにエッチされたのは、事実なんだよな。


　そう思うと、なんだかやるせない気持ちになって、どうしようもなかった。








　オレはキッチンの後片付けをしてから、風ふ呂ろに入った。


　昨夜、アークにいろんなところにキスをされ、挙句の果てにエッチなんかされて……。


　自分の身体ながら、なんだか可哀かわい相そうになってきた。宝玉だかなんだか知らないが、あんなことになるなんてさ。


　犬に嚙かまれたとでも思うしかないんだろうか。


　ホント、理り不ふ尽じんだよな。


　オレは身体を綺き麗れいにすると、制服を着た。学校はもうすでに遅ち刻こくだったが、サボリよりはマシだ。というか、オレは一刻も早く、エスランドルだの王子だののことを忘れて、日常生活に戻りたかったんだ。


　それには、学校に行くのが一番だろう。


　というわけで、学校に行き、休み時間に教室に入ると、留学生のラスティがオレの席へとやってきた。


「卓哉！　今日は寝ね坊ぼうしたのか？」


　ラスティは黒くろ髪かみに青い目だ。身長は平均的な男子高校生くらいかな。オレよりは高い。髪の色のせいか、あんまり外国人って雰ふん囲い気きはない。


　それに、子供の頃ころから短期留学を何度も繰り返していて、もうすっかり馴な染じんでいる。日本語は上手うまいし、日本人と一緒だって言ってもいいくらいだ。オレもラスティのことを留学生と思うよりは、昔からよく知っているし、幼馴染みって気持ちが強い。


　いや、単なる幼馴染みじゃないぞ。親友の域にいるんだ。


「……あれっ、卓哉、何かあった？」


　ラスティはオレの顔を覗のぞき込んで、そう言った。


　やっぱり、親友のラスティには、オレの変化が判るんだろうか。でも、いくら親友でも、まさか初対面の外国人にヤラレちゃって……とは言えない。


「いや、ちょっと……。いろいろあって」


　オレはなんとなく視線を逸そらした。


　そうでもしないと、昨夜のことを見み透すかされそうな気がしてさ。ラスティは人の気持ちにわりと敏びん感かんなんだ。


「何かあったんだな？　よかったら、俺にも教えてくれない？　俺にできることなら、なんでも協力するから」


　ラスティは義理人情に厚い奴やつなんだ。でも、やっぱり本当のことは言いにくいよ。男にエッチされたなんて、絶対言えない。


「いや、その……昨夜、予備校の帰りに変な奴に会ってさ。劇団員みたいな格好した奴」


「劇団員……？」


「昔のヨーロッパみたいな雰囲気の衣い装しようを着てる外国人。エスナントカって国の王子だって言ってたけど、ちょっと怪あやしい奴だった」


「エスナントカ……？　外国人？」


　ラスティは眉まゆを寄せた。


「ああ、ラスティは変な奴じゃないぞ。でも、そいつは本当にマントみたいなのをつけて、変だったんだ。オレ、そいつにつきまとわれちゃってさ」


「無事だったのか？」


「あ……うん、一応」


　襲おそわれたんだとは言えないから、そういうことにしておく。


「でもそれで、オレ、寝坊しちゃって……」


「ああ、なるほど。で、その外国人、髪の色は？　瞳ひとみの色とか、覚えてる？」


「えっ、なんでそんなことを訊きくんだよ……？」


　オレが驚おどろいて尋たずねると、ラスティは白い歯を見せてニコッと笑った。


「ひょっとしたら、留学生仲間かなって思ったんだ。覚えてたら、教えてくれよ。俺の知ってる奴なら、厳重注意しておくから」


「ああ、そういうことなら……。金きん髪ぱつだよ。ストレートの……。瞳は紫むらさきに見えた。今考えたら、コンタクトなのかも……」


　でも、あいつ、起きたときも紫の瞳だったよな。コンタクトつけたまま寝たんだろうか。


　オレはアークの整いすぎた顔を思い出した。なんとなく気品があって、王子だって言っても、全然おかしくない。いや、かえってハマりすぎなくらいだ。あまりにも似合いすぎてるっていうかさ。態度は王子というより、王様みたいに威い張ばってたけどさ。


「そいつ、名乗ってた？」


「うん。えーと、アーク……。なんか難しい名前だったから、オレはアークしか覚えてない。そういや、ラスティの本名も、ずいぶんややこしい名前だったよな」


　あまりに長い名前だったから、ラスティしか覚えてない。オレはカタカナの名前を覚えるのが苦手なんだ。


「まあな。けど、アークか……。金髪で紫の瞳……」


「覚えあるのか？」


「いや、ない」


　ラスティはあっさりと答える。


　オレはガックリきながらも、二人が知り合いでなくてよかったとも思った。


　だって、オレがエッチされたことがラスティの耳に入ったら嫌いやだからだ。過ぎたことは仕方ないが、親友に知られて嬉うれしいもんじゃない。


　ラスティは、オレのこと、蔑さげすんだりはしないと思うけど、同情されるのも嫌だし。


「もう、あいつら、オレの前に現れないといいんだが……」


「あいつらって、他ほかに誰だれかいたのか？」


「うん。アークの仲間で、十二歳くらいの男の子。そいつも外国人なんだけど、太郎って名前で……」


「太郎……」


「あ、いや、本当はややこしい名前だったから、太郎ってことにしたんだ」


　なんだ、オレ、カタカナの名前だけじゃなく、日本名も覚えてないや。どっちみち、オレはややこしい名前は覚えられないってことだな。


「とにかく、その二人につきまとわれて困ったんだ。宝玉を出せとか言われちゃってね。なんか、そいつらにはすごく大事な物らしいんだけど、いくらオレは持ってないと言っても、判ってくれなくて苦労したよ」


　挙句の果てに、オレの体内にあるってことになったんだよな。


　こうして、日常生活に戻もどってみると、あの宝玉騒そう動どうがいかに馬ば鹿か馬ば鹿かしいものかっていうのが、ひしひしと感じられる。


　そうだよな。なんでそんなものが、オレの体内にあるっていうんだよ。しかも、王族と惹き合うとかなんとか、いい加減なでっち上げ話をしやがってさ。


　ホントに腹が立つ。


　もし、今度、オレの前にあの二人が現れても、絶対、無視してやる。


　オレが相手をしてやったから、あんなことになったんだから……。


　ふと見ると、ラスティは何か考え込んでいる。


「どうかしたのか？」


「ああ、いや、別に」


　ラスティは普ふ段だんのとおりの顔に戻って、笑った。


　こいつは笑うと可愛かわいいんだよな。愛あい嬌きようがあるっていうかさ。人をホッとさせるような笑え顔がおの持ち主だよ。


「あのさ、卓哉のお父さん、明日にならないと帰ってこないんだろう？」


「ああ……うん。そうだけど？」


「俺、帰りに卓哉んち行っていい？　またその変な奴が現れるとよくないし」


　それは願ってもないことだ。ラスティがいれば、二対二で、あいつらなんかに言い包くるめられたりしないだろう。


　そして、わけが判わからなくなって、アークに襲われることもないだろうし。


　もう、男とエッチなんか、絶対しないんだから。


「ラスティなら、大だい歓かん迎げいだ！」


　オレがそう言うと、ラスティはまた人ひと懐なつこい笑みを見せた。


　ああ、こいつってば、なごみ系？


　俄が然ぜん、オレは元気が出てきてしまった。








　放課後になり、オレはラスティと一いつ緒しよに家へと向かった。


　ラスティがいれば百人力……なんて思いながらも、できれば、もうアークだの太郎だのには会いたくなかった。


　どうぞ、もうオレの前には現れませんように！


　どこかの国の夢みたいな伝説だとか、不思議な宝玉だとかに、できることなら関かかわりたくなんかない。


　そう願いながら、オレはラスティと冗じよう談だんを交かわしながら歩いていた。


「そういえば、ラスティの家って、どこだっけ？」


「ああ、親しん戚せきの家に厄やつ介かいになってるんだよ」


「親戚って、やっぱりラスティの国の人なんだ？」


「うん。でも、昔から日本に住んでて、日本人より日本人っぽいかも」


　日本人より日本人っぽいって、どんな感じなのかな。時代劇が好きだとか、古きよきものを愛する感じの人なんだろうな。


　交差点を渡わたるときは、緊きん張ちようしてしまった。また、太郎が現れるんじゃないかと思って。


　だが、そんなこともなく、オレは我が家へ辿たどり着いた。


「よかった。何事もなくて……」


「うん。でも、あまり安心しないほうがいいよ。すぐ近くにいるってことも、考えられるからね」


「脅おどかすなって。ほら、上がれよ」


　ラスティは玄げん関かんで靴くつを脱ぬいだ後、きちんと向きを変える。骨の髄ずいから日本の作法が身に着いているんだな。


　オレに靴を脱がさせた奴とは大おお違ちがいだ。


「卓哉んち……やっぱりいい匂においがするなあ」


「えっ、いい匂いって？」


　オレはアークにさんざんいい匂いだって言われたことを思い出した。まさか、ラスティまで……なんてことはないよな？


「いや、ほら、何か芳ほう香こう剤ざい、置いてるんじゃない？」


「ああ、バラの香かおりのやつ」


　なんだ、芳香剤のことか。ビックリした。


　そうだよな。ラスティは変な奴やつじゃないし、オレの昔からの知り合いだ。アークなんかの仲間のはずはない。


「ラスティ、なんか飲む？」


「ああ、なんか冷たいのある？」


「コーラがあるぞ」


　オレはそんな会話をしながら、ラスティをリビングのソファに座らせた。


　冷蔵庫からコーラを出したところで、玄関のチャイムが鳴る。


　誰だろう。


　オレはリビングについているインターホンに出た。


「はい？」


「卓哉さんですか？　太郎左衛門、もしくはエバンです」


　オレは即そく座ざにインターホンを切った。


　すると、玄関のドアをドンドンと叩たたく音がする。


「卓哉さーん、卓哉さーん！　出てきてください！　お願いします！」


　太郎が子供だけに、締しめ出しているのは、悪人みたいだ。オレは玄関のほうを覗のぞいて、どうしようかと思った。


　でも、できれば会いたくないのに。けど、もう居留守も使えないしな。


　ラスティが後ろからオレの肩かたをポンと叩いた。


「俺がついてるから、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「そ、そうだな……」


　オレにはラスティがいる。頼たよりになる親友なんだから。


　オレは意を決して、玄関のドアを開けた。


　太郎がいて、なんだか嬉しそうにニコニコ笑っている。が、一いつ瞬しゆんだけ、オレの後ろにいるラスティに目を走らせた。


　子供のくせに、油断のならない奴だ。


「なんで来たんだ？」


「いえ、ご挨あい拶さつに伺うかがったんですよ」


「は？　ご挨拶？」


　意味が判らない。これからもう二度とオレの目の前には現れないとかいう挨拶だったら、嬉しいんだけどな。


　それか、もう国に帰ります、とかさ。


「こちらへいらしてください。アーク様がお待ちです」


「オレは全然アークには会いたくない！」


「まあ、そう言わずに。あなたには大切なことですよ」


　そんなふうに意味深に言われると、なんだか気になる。


「お手間は取らせません。すぐそこですから」


　オレは後ろにいるラスティを振ふり返った。ラスティはオレにうなずいてみせる。


「判った……」


　オレが玄関を出ると、ラスティも後ろからついてくる。太郎はそれをちらっと見て、口を開いた。


「あの……その方は？」


「オレの用心棒だ！」


　胸を張ってそう言ったら、太郎はクスッと笑った。


　まるで、オレを馬ば鹿かにしたみたいに。


「なんで笑うんだよっ」


「いえ、別に。では、用心棒さんもいらしてください。用心棒さんのお名前は？」


　笑いを堪こらえているような顔で、太郎は尋たずねた。


「ラスティだ。別に用心棒さんでも構わないけど」


　逆に、ラスティはすごく真ま面じ目めな顔をして答えた。


「はい、じゃあ、お二人とも、どうぞこちらへ」


　オレとラスティは太郎に案内されるまま、ついていった。


　ていうか、ここ、隣となりの家じゃないか！


　隣の家はすごい豪ごう邸ていなんだけど、太郎はその敷しき地ち内へと我が物顔で入っていく。


「なんで、アークがここにいるんだよ！」


「アーク様は今日からここに住まわれることになりました。卓哉さんに近すぎず、遠すぎず、いい距きよ離りでしょう？」


　冗談じゃない！　もしアークがここに住むんだとしたら、オレはずっとあいつにつきまとわれることになるじゃないか。


　それも、あるかないか判らない宝玉とやらのために。


　オレは頭が痛くなってきた。


「あ、でも、ここは人が住んでいたのに？　買うにしたって、いきなり今日なんて無理だろ？　それとも、居い候そうろうでもしてんのか？」


　けど、いきなり居候だって無理な話だ。


「居候ではありません。今日からここのご主人様です。まあ、いろいろ方法があるんですよ。それは卓哉さんに関わりのないことですから」


　そりゃあ、関わりはないけどさ。


　隣りん人じんがいきなり入れ替かわるなんて、普ふ通つうないことだから、気になってしまう。


　隣は豪邸だけに、お手伝いさんが何人もいる。そのお手伝いさん達は、主人が変わっても、そのまま働いているようだった。


「こちらでお待ちです」


　太郎は二階の一室のドアを叩く。すると、中からアークの声がした。


「入るがいい」


　偉えらそうなアークの声を聞いて、太郎はドアを開ける。


　そこはゴージャスな内装の部屋だった。応接室ってところかな。アンティークな応接セットがあり、ビロード張りのソファにアークは座っていた。


　というか、腕うでを組んでふんぞり返っていた。


「この私を待たせるとは何事だ」


　その言い草に、オレはムッする。


「誰だれも待っていてくれなんて、頼たのんだ覚えはないぞ」


「ああ、私がお待ちくださいとアーク様に申し上げたんです。できれば、お静かにお話し合いください。そんなに興奮すると……よくないですよ」


　興奮すると、昨夜ゆうべみたいなことになるっていうのか。オレはゾッとした。


　アークはラスティに気づいたが、じろっとにらんだだけだった。てっきり出ていけと言われると思ったが、いてもいいってことなのかな。太郎がアークにこっそり何か耳打ちしていたから、たぶんラスティのことをオレの用心棒だって言ったんだろうけど。


「でも……オレはアークに話すことなんかない」


「私にはある。そこに座れ」


　偉そうに命令されて、仕方なくテーブルを挟はさんだ向かい側のソファに腰こしを下ろす。ラスティも当然のような顔をして、オレの隣に腰かけた。


「……離はなれろ」


　これはラスティに言っているらしかった。


　ラスティは肩をすくめると、オレから少し離れたところに座りなおした。


　アークの言うことなんか、聞かなくてもいいのにさ。


　太郎は一礼して、部屋を出ていった。が、オレの傍そばにはラスティがいるから二人きりにならないし、その点は安心だ。


「それで、なんの話があるんだ？」


「私はここに住むことになった。おまえの様子を見ながら、これから太郎と作戦を立てることになる」


「オレとしては、もう国に帰ってもらってもいいんだけどな」


　思わず本音をポツリと洩もらしてしまったオレを、アークは不ふ機き嫌げんそうにじろりとにらんだ。


「私も早く帰りたい。だが、宝玉をこのままにしておくわけにはいかないのだ」


「ハイハイ。とにかく、オレの半径一メートル以内に入ってくるなよ。できれば、こうして顔も合わせたくない」


　昨夜のことが頭を過よぎる。本当にあんなこと、絶対二度とあってはならないことだ。


　アークもそのことを思い出したのか、苦々しげな表情になる。


「……おまえは本当に無礼者だ。よくも私にそんな口が利きけるな」


「アークのほうがよっぽどオレに失礼だ。自分の国じゃ王子様なんだろうけど、ここは日本だ。対等な人間同士なのに、どうしてオレを下に見るんだよ。ムカつくなあっ」


　それを聞いて、アークの表情は険しくなってくる。オレの本音なんだけど、ひょっとしたら言いすぎたかな。もしアークの国のＳＰなんかがここにいたら、大変なことになったりして。


　オレがそんなことを考えていると、横からラスティが口を挟んできた。


「そうだよな。ここは日本だし。自分の国の常識は通用しないってことを、ちょっとは学ばなきゃ」


　留学生としてのキャリアが長いラスティならではの意見だ。こうして掩えん護ごしてくれるなんて、やっぱりついてきてもらってよかったな。


　アークの苛いら立だたしげな視線がラスティに向けられる。


「私はここに長居をする気はない。宝玉を卓哉の身体からだから取り出せさえすれば、いつでも帰るつもりだ」


「へぇ……身体の中にね」


　ラスティはちらりとオレのほうを見た。


　不思議なのは、宝玉がオレの体内にあると聞いても、ラスティは大して驚おどろいてもいないことだ。オレは確かそこまで説明はしてなかったはずだけどな。


　まあ、ラスティもどこか変わったところがあるし、実はそういう迷めい信しんめいたことでも、すぐに受け入れられるのかもしれない。


「卓哉は今の私にとって価値のある人間ということになる。だから、おまえは卓哉に必要以上に近づくな」


　状じよう況きようを無視して、セリフだけ聞くと、まるでオレのことを恋こい人びとか何かみたいに、アークは言っている。もちろん、アークの目的はオレの体内にある宝玉だけだ。それに、恋人みたいなことを言われても、困る。


　オレにはそんな趣しゆ味みはないし。


「そう言われても、俺と卓哉は親友だしね。学校もクラスも同じなんだ」


　ラスティはわざとのように、オレの肩かたに手を回してきた。すると、アークはじろりとラスティをにらむ。


「今、近づくなと言ったはずだ」


　ラスティは笑いながら手を離した。


　なんだか、まるでアークをからかってるみたいだな。ますます頼もしいぞ、ラスティ。


「それで、アークの用事は、ここに住むことになったってことだけ？」


「いや、違ちがう。ここはおまえの家より広い。おまえもここで暮らせ」


「はあっ？」


　オレはそう言ったきり、しばらく声が出せなかった。


　いや、あまりにも呆あきれてしまって。


「あのなあ、なんでオレがここで暮らさなきゃいけないんだよ？」


「一いつ緒しよにいたほうが何かと便利だ」


「あんたとなんか……絶対一緒にいたくない！」


　オレが語気荒あらくはねつけると、ラスティが興きよう味み津しん々しんといった顔で、オレに質問した。


「昨日、何かあったのか？」


「えっ、いや、何も……」


　急に言葉を濁にごしたオレを、アークは冷たくふっと笑った。


「私から教えてやろうか」


「余計なことを言うな！　その……別にこれといって、何かあったわけじゃないんだ。本当だって！　ただ、ちょい喧けん嘩かしただけなんだ」


　オレの必死な弁解に、ラスティはうなずいてくれた。


「判わかった判った。まあ、何があったか、だいたい想像できるけど」


　えっ、なんで想像できるんだ。というか、ラスティ、何を想像してるのかな。


　だって、普通、通りすがりの初対面の男にヤラれたなんて、あり得ないもんな。


　ドアがノックされて、一度出ていった太郎がまた戻もどってきた。コーヒーカップとポットを載のせたワゴンを押してきたんだ。


「あ、私にお構いなくお話を続けてくださいね」


　そう言いながら、コーヒーを注つぎ、カップをテーブルの上に載せていく。ちゃっかり自分の分も注いで、ニコニコしながらオレの隣となり……ラスティとは反対側に座った。


「太郎、おまえはここに座れ」


　アークは自分の隣を指差した。


「ええっ？　アーク様の隣だなんて、そんな滅めつ相そうもない」


　滅相もないって言葉、テレビ以外で初めて聞いた。さすがに太郎左衛門なんて、古風な名前を名乗るだけあるなあ。よほどの日本通なんだろう。


「今だけ許す。おまえはたまに油断がならないからな」


「気のせいですよ～、アーク様」


　太郎は猫ねこ撫なで声で言うと、アークの隣に移動した。


「ねえ、卓哉の代わりに俺がここに住むのはダメかな」


　いきなり、ラスティはそんなことを言い出した。


「ラスティは親しん戚せきの家に厄やつ介かいになってるんだろう？」


「うん。だけど、最近ちょっと折り合いが悪くてね。なんか、ここ居い心ごこ地ちよさそうだし、俺もいたいなあ、なんて」


「駄だ目めだ。帰れ」


　アークは冷たい口調で言い放った。


　普ふ通つうに考えれば、ラスティの申し出は常識外れだが、アークがここに住んでいることからして、すでに非常識だからな。どういう手を使ったにしろ、なんか普通じゃないし。


　それを考えると、アークが偉えらそうに拒きよ絶ぜつすることに、なんとなくムッとしてくる。


「あ、じゃあ、卓哉んちはどうかな？　少しの間だけでいいんだけど」


「えっ、オレんち？　うーん……父さんがいいって言えば……」


「私のときは、図ずう々ずうしいとはねつけたくせに、この男にはそんな返事をするのか？」


　アークが怒おこったように口を挟はさんでくる。


「ラスティは親友だからな！　アークとは昨日が初対面。全然違うんだから、一緒に語るな」


「私のほうがおまえと濃こい付き合いをしたはずだ」


　オレの頭の中に、また昨日のベッドでの出来事が浮うかんでくる。というか、アークの紫むらさきの瞳ひとみで見つめられると、なんだか……。


「おまえは私の大事なものだ。……違うか？」


　その言葉を聞いた途と端たん、心臓がドキンと高鳴る。アークの瞳に吸い込まれるような気分になっていって、身体が熱くなり始めていた。


「……アーク様」


　静かな太郎の声で、アークはハッと視線を逸そらす。すると、オレの身体の熱も引いていった。


　あ、危なかった……。宝玉のせいだかなんだか知らないけど、やっぱりアークと二人きりになると、とってもマズイことになりそうだった。


「ラスティ様は卓哉さんのお友達なんですし、きっとアーク様のお役に立ちますよ」


　太郎は何な故ぜかラスティの味方についていた。まあ、結局は、宝玉をどうにかして手に入れるために、オレに近づく必要があるんだろうな。


「では、この家に住むことを許す」


「サンキュー」


　ラスティは人ひと懐なつこい笑えみを浮かべた。


　でも、こんなわけの判らない奴やつらと一緒に生活して、大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。オレは心配だ。いくら、ラスティが誰だれとでも仲良くできるいい奴でも、アークはすごく変な奴なんだからさ。


「オレ、ラスティのことが心配になってきた」


「大丈夫だって。でも、心配してくれて、ありがとう。卓哉はやっぱり俺の親友だよね」


　ラスティは大げさに両手を広げると、オレをギュッと抱だきしめた。


　いや、そんな過か剰じような感謝の印は欲しくないけど。


　アークがにらんでいるところを見ると、ラスティはわざとやってるんだろうな。ラスティって、そういうところがあるし。


　アークはもう何も言わなかったが、代わりに、太郎が咳せき払ばらいをして、ラスティに声をかけた。


「ラスティ様、お引ひつ越こしのご準備を」


「ああ、ハイハイ」


　ラスティはオレの身体を離はなして、ニコッと笑う。


　あれ、太郎は今、ラスティのことを様付けしてなかったかな。オレのことは確かさん付けなのに……？


　いや、別にオレも様付けされたいわけじゃないんだ。そんなの、気持ち悪いし。けど、なんでラスティには様付けなんだろうな。


　ま、いいや。


　ラスティがこの家に住むとなると、オレにとっても何かと便利だ。アークとは二人きりにならずに済むし、助け舟ぶねも出してもらえるだろうし。


「じゃ、オレも帰る」


　コーヒーを飲み干して立ち上がる。すると、アークも何故かつられたように立ち上がった。


「……なんだよ？」


「いや……送っていこう」


「何言ってるんだよ……」


「おまえは大事な人間だから」


　アークはいつの間にかオレの手を取っていた。


　しまった。半径一メートル以内に入れちゃったよ。


　だけど、そんな考えも、アークと目を合わせた瞬しゆん間かんに吹ふき飛んでしまう。鼓こ動どうが速くなってくる。なんだか甘あま酸ずっぱい気持ちになってきて……。


「卓哉！」


　ラスティに腕うでを引っ張られて、オレは我に返った。アークもオレの手を握にぎっていたが、パッと離す。


　ふーっ、危ない危ない。


　一体、何が危ないんだか判らないが、とにかくオレはアークと目を合わせちゃいけないんだ。もちろん近くに寄るのもいけない。触ふれ合ったりするなんて、とんでもないことなんだ。


　ホント、オレは自分の衝しよう動どうが怖こわいよ。


　オレはラスティと隣の家を出て、それからラスティと別れて、自分の家に戻った。


　今夜まで、父さんは帰ってこない。だけど、きっと平気だ。もう何事もなく、過ごせるはずだ。


　間ま違ちがって、隣りん家かに出かけていかなければ。


　いや、ドアチャイムが鳴っても、ドアを開けなければ。


　オレは家に入ると、念入りに戸と締じまりをした。








　それからというもの、朝になると、ラスティが迎むかえにくるようになった。一いつ緒しよに学校に行くためだ。


　なんだか、小学生みたいだが、変な奴に付け狙ねらわれてるオレとしては、今やラスティはなくてはならない存在だった。


　いや、よく隣となりからお呼びがかかるし。


　行かないと、なんだか向こうから出向いてきそうで怖いんだよな。アークって、何やるか判わからないところがあるから。それくらいなら、こっちが行ったほうがマシってことで。


　隣の家なら、ラスティもいるし、安全なんだ。


　しかし、なんで、オレがこんなことで悩なやまなくちゃいけないんだろう。オレの中に宝玉があるっていうのが、アークと太郎の言い分だが、だったら、早くどうにかしてほしいよ。


　そうしたら、オレもこんなに隣の家を恐おそれずに済むのにさ。


　今日もオレは学校から帰り、ラスティと家の前で別れた。どうか、今日は呼び出されませんようにと願いながら。


　予備校もない日だし、家でゆっくりしたい。だいたい、うちは母親もいないから、いろいろやることがたくさんあるのにさ。


　掃そう除じ、洗せん濯たく、食事の支し度たく……。まあ、食事の支度以外は毎日やってるわけじゃない。土日に父さんだって手伝ってくれるしね。


　さあ、今日の夕食はなんにしようか。オレは自分の部屋で制服を着き替がえると、キッチンへ直行し、冷蔵庫を開けた。


　すると、玄げん関かんのチャイムが鳴り響ひびく。


　う……。やっぱり、今日も呼び出しがかかるのか。


　いつも、こうやってこの時間にチャイムが鳴るときは、太郎が迎えにきているときなんだよな。そして、嫌いやがるオレを隣の家に連れていくんだ。


　ああ、やだやだ。


「はいはい。もう面めん倒どうくせーなあ」


　オレは一人でぶつぶつ言いながら、仕方なく玄関に行って、ドアを開けた。


　すると、そこには太郎ではなく、アークがいた。


　えっ、噓うそ！


　オレは素す早ばやくドアを閉めようとしたが、その前にアークがドアをがっちりつかんで強ごう引いんに中へと入ってくる。


「なんで来るんだよ！」


「私の勝手だ」


「来るのは勝手だけど、入ってくんなよっ。ここはオレの家だ。出てけ！」


「私に命令するな」


　アークはじろっとオレをにらみつける。


　どうして、こいつはこんなに偉えらそうなんだ。いや、それより、なんでこんな変な奴にオレはつきまとわれているんだろう。


　宝玉とかなんとかって言われたって、オレには実感なんてない。おとぎ話みたいなものに、いつまでも付き合ってるほど、オレは暇ひまじゃないんだけどさ。


　アークはマントを翻ひるがえし、土足で上がっていく。


「うわっ、ちょっと待て！　靴くつを脱ぬげって！」


　オレはマントの裾すそをつかんだ。すると、アークは振ふり向きざま、オレの手を振り払はらった。


「無礼者！　私に触れるな」


「だったら、靴を脱げよ。ホント、王様だか王子様だか知らないけど、我が家には我が家のルールがあるんだから」


「……判った」


　アークは仕方なさそうに戻もどって、上がり口のところに腰こしかける。そして、またオレのほうに靴を履はいた足を向けるんだ。


「……あんたさあ、靴くらい自分で脱げるだろ？」


「私は脱がなくても構わない」


　つまり、脱がせなければ、土足で家に上がるということか。オレは泣きたい気持ちになりながら、従者のように靴を脱がせた。そして、言われる前にマントも脱がす。


「しかし、面倒くさいものだな。おまえの家は」


　そういえば、隣の家は日本の家にはめずらしく土足ＯＫだったか。だが、普ふ通つうの日本家屋はどんなに洋風の造りをしていても、そのほとんどが靴を脱ぐようになっているはずだ。


「文句を言うなら帰れよ。ていうか、あんた、何しに来たわけ？」


「別に。ただ散歩の途と中ちゆうに寄ってみただけだ」


　そんな理由で、オレは他人の靴を脱がす羽目になるのか。別に寄ってくれなくても、全然構わないのに。だいたい、マントをつけた格好でこの近辺を歩くなって言いたい。


「おまえの身体からだに宝玉があるかと思うと、気になって仕方がない。おまえの身に何かあれば、宝玉まで傷がついてしまうからな」


　オレの身体を気き遣づかっているようにも聞こえるが、実際にはずいぶんひどいことを言っている。だいたい、オレの身に何かあったら……なんて想像が、すでに失礼だ。


「オレは健康体だし、事故に遭あわないように気をつけて生活しているぞ」


　赤信号でフラフラ道路を渡わたって車に轢ひかれそうになったこともあったが、あれは太郎とアークの陰いん謀ぼうだって思う。きっと、太郎がオレに何か催さい眠みん術じゆつみたいなものをかけたんだ。で、アークがオレを助けて、ちゃっかり家に上がり込むっていう計画があったに違いない。


「気をつけていても、何が起こるか判らない。宝玉を宿している身は大切にしないとな」


　アークは手を伸のばして、オレの胸へと触れる。


　途と端たんにドキッと胸の奥が反応しそうになり、あわててその手を振り払った。


「あんたはオレに触れるなよっ」


「……ああ。そうだな。私も別におまえを抱だきたいわけではない」


　アークとしても、あれは不ふ慮りよの事故のようなものだったんだろうか。とにかく、王族と惹ひき合うなんて、真っ平だ。なるべく近くに寄りたくはない。


「ともかく……せっかく来たのだ。私をもてなせ」


　勝手に来ておいて、それはないだろう。と思ったが、アークはさっさとリビングのほうに移動して、ソファの真ん中に腰かけた。もちろん足を組んでいる。


　その偉そうな態度はやっぱり王様のようだった。


「もてなせって言われてもさ。日本茶とか飲む？」


　アークはじろりとオレをにらんだ。


「もてなしの基本は酒だろう？」


　そうなのかっ。オレは未成年だから、そんなこと思いつかなかったぜ。


「いや、でも、あんたに酒を飲ませると怖いっていうかさ。このまま帰ってくんない？」


　間ま違ちがいが起こらないうちに、どうか帰ってほしいというのが、オレの切なる願いだった。


「私は酒に強い。酔ようことはない」


　自己申告だからアテにはならないが、とにかくこの様子じゃ、飲ませないことには帰ってもらえないという感じだ。オレは仕方なくグラスを出して、父親のウィスキーで水割りを作ってやった。アークの国では一いつ般ぱん的にどんな酒を飲んでいるのか知らないが、他ほかにうちにあるのは日本酒くらいだ。


「……なんだ、これは」


　アークは琥こ珀はく色いろの液体を眺ながめていたが、恐る恐る口をつける。


「薄うすいな。まずい」


「文句を言わずに飲めって」


　そして、とっとと帰ってくれ。


　オレはアークから離はなれて、ダイニングテーブルの椅い子すに座った。そして、アークがグラスの中身を飲み干すのを眺めていた。


　こうして遠くから見てるだけならいいんだけどな。男だけど綺き麗れいな金きん髪ぱつだし、紫むらさきの瞳ひとみも宝石みたいだし、顔立ちも整っていて、まるで洋画の俳優を見ているようで……。


　そのアメジストみたいな目がオレを見るから、ハッとして視線を逸そらす。


　じろじろ見るなんて、まるでオレがアークに気があるみたいじゃないか。いや、そんなの考えすぎかな。普通だったら、そんな考え、頭に浮うかびもしないと思うんだけど、何しろオレとアークはエッチしちゃったって事実がある。


　できれば、そんな事実なかったことにしたいが……。


「おまえの家のもてなしは、これだけか？」


　アークはどうしてこんなに人の神経を逆さか撫なでするのが上手うまいんだろう。オレはさっさとアークに帰ってもらいたかったから黙だまっていようと思っていたが、そんな言葉を投げつけられて、黙ってはいられない。


「あんたが勝手に来たんだろっ？　もてなしを要求するなら、手て土産みやげでも持ってこいよ」


　途端にアークがムッとしたような表情に変わる。


「私に手土産を要求したのは、おまえが初めてだ」


「あ、そう。とにかく、酒を飲ませたし、これでもてなし終しゆう了りようだ。さっさと帰れって」


「そう言われたら、ますます帰りたくなくなった。酒はいいから、料理を出せ」


「そんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴やつにメシなんか出せないね！」


　そんなやり取りをしていると、不意に電話が鳴った。


　父さんからかな。直感的にそう思って出たら、やっぱりそうだった。


『卓哉、もう晩飯作ったか？』


「あ、もしかして、今日、残業？」


　だいたい、この時間にかかってくるときは夕食はいらないという電話なんだ。


『いや、ちょっと接待で。悪いな』


「いいって。オレ、適当に食べとくから」


『ああ。遅おそくなるかもしれないが』


「チェーンは開けておくよ。でも、そんなに遅くならないだろ？」


『たぶんな。じゃ、頼たのんだぞ』


「ＯＫ。あ、飲みすぎないように気をつけてね」


　電話を切って、アークのほうを振り向こうとしたら、いつの間にか当人がオレのすぐ後ろにいた。


「ビックリするじゃないか。忍しのび寄ってくんなよっ」


「忍び寄ってなどいない。おまえは私にはいつも喧けん嘩か腰ごしなのに、どうして他の男にはそんなに愛あい想そがいいんだ？」


「他の男って……。オレの父さんだよ」


　そんな言い方をされると、まるでオレが浮うわ気きしてるみたいじゃないか。オレが誰だれに愛想がよくても、アークには全然関係ないじゃないかと思うのに。


「父親だけじゃない。ラスティともいつも親しげに話している」


「ラスティは友達だからな。あんたは友達でもなんでもないだろ」


　どっちかというと、オレにしてみれば、嫌いやなストーカーみたいなもんだ。いきなりオレの前に現れて、襲おそってきてさ。男なのにエッチしてきて、それだけでも許せないのに、のうのうと隣りん人じんになってるんだ。


　どっかの国の王子様だろうと、オレが愛想よく話をしてやる義理なんかない。


「友人でなくも、おまえの所有権利は私にある」


　所有権利って……。


　なんで、そんなモノみたいに言われなきゃならないんだ。どうせ宝玉がオレの体内にあるからって意味なんだろうが、そんなふうに言われるのは迷めい惑わくだ。


「オレは誰のもんでもないよっ。オレはオレのもの！」


「いや、おまえは私のものだ」


　アークはオレの肩かたに手を置いて、見つめてくる。


　マズイ……。


　オレは胸の奥がキュンとしそうになって、あわててアークから離れた。


「馬ば鹿か！　また変なことになっちゃうだろ！」


「馬鹿とはなんだ。無礼者め！」


「はいはい。悪かったよ、王子様。けど、もう帰れよ。ほら、そろそろ夕食の時間だろ？」


　アークはムッとしたような表情で、またソファにどっかり腰を下ろした。どうやら、まだ帰る気はなさそうだった。


「そうだな。腹が減った。食事を出せ」


　どうやら、馬鹿と罵ののしったのが悪かったか。上手くおだてればよかったのかもしれないが、そんな芸当、オレにはできない。アークはオレの腹が立つような言動ばかりするからだ。


「仕方ない。食事作ってやるから、それ食ったら帰れよ」


　オレは仕方なくエプロンをつけて、冷蔵庫を開けた。


　どうせオレの作る料理なんか、アークの口に合うわけがないだろうし、マズイと文句を言われるに決まっているが、とにかく食べさせないことには帰りそうにない。


　さて。何を作るか……。


　いろいろ考えたものの、元から材料は大してないので、ハンバーグにする。それに野菜を添そえ、スープを作り、米の御ご飯はんは食べないだろうから食パンを焼いて出してやった。


「……なんだ、これは？」


　席に着いたアークは、並んでいる料理を目にして、そう尋たずねた。もしかして、アークの国ではハンバーグなんてないのかな。それとも、宮きゆう殿でんではこんな料理は出てこないから、見たことないのかもしれない。


「ハンバーグさ。嫌なら食わなくてもいいんだぜ」


「誰も嫌だと言った覚えはない」


　アークはハンバーグをナイフで上品に切って、フォークで口に入れる。微び妙みような表情をしたところを見ると、やはり口に合わなかったと見える。


「うまいだろ？」


　オレは箸はしでハンバーグを切って口に入れる。自分ではおいしいと思うけど、人にはそれぞれ好みってものがあるだろうし、アークがマズイと思っても仕方ないだろうな。


「……不思議な味だな」


　それは決して褒ほめ言葉ではなかったが、アークにしてはまあまあ褒めたことになるんじゃないだろうか。だって、水割りにはマズイと言っていたし。


「それはなんだ？」


　アークはオレが食べている白い御飯のことを尋ねた。


「米のメシだよ。食べてみる？」


　オレは箸に載のせた御飯をアークのほうに向けた。もちろん冗じよう談だんのつもりだったが、アークのほうは釣つられたように口を開いた。


　え……？


　ちょっと待てよと思ったが、引っ込みがつかず、オレはアークの口の中に御飯を入れてやった。


　アークは神しん妙みような顔で御飯を食べている。


　なんか、こいつ、可愛かわいいかも……。


　一いつ瞬しゆんそう思ってしまって、オレは自分で必死に否定する。なんでオレがこんな奴のことを可愛いと思わなきゃいけないんだよ。まったく。


　でも、なんだかドキドキしてしまって仕方なかった。


　いつもは威い張ばっているのに、今、子供みたいに無防備だった。口の中から舌がちらっと覗のぞいていて、オレはアークとキスしたときのことなんかを思い出してしまう。


「顔が赤いが、どうした？」


　アークは不思議そうな顔で尋ねる。


「べ、別にっ。なんか暑くない？」


「いや。特には」


　そうだろうな。こんな馬鹿馬鹿しいことを考えたのは、オレだけだよ。オレに、さんざんエッチしといて、反省のカケラもないようなこんな男のことを、どうして一瞬でも可愛いなんて思ったのか。


　自分でも不思議で仕方ない。


「味はどう？」


「少し甘いな」


「そう。うまい米はほのかに甘みがあるんだよ。アークの国には米はないのか？」


「さあ。私は見たことがない」


　宮殿に住んでるような人間に訊きくのが間ま違ちがいだったか。アークの国で農作業をしている人が作っていたとしても、アークは知らないってことだな。


「アークの国って、どんなところなんだ？」


　自分の国のことを訊かれたのが嬉うれしいのか、アークはうっすらと微ほほ笑えんだ。


「森と湖がたくさんある美しい国だ。街並みは整然としていて、秩ちつ序じよがあり、活気もある。そして、森へ行くと鳥がさえずり、湖には山々が映り込む。夏には季節の恵めぐみが、冬には白い雪が全土を覆おおい、それはそれは素す晴ばらしい眺ながめとなる」


「へぇ……。綺き麗れいなんだね。一度行ってみたいな」


　なんとなく口にした言葉だが、アークは眉まゆをひそめた。


「それは無理だ」


「なんでだよっ」


　いきなり無理なんて言わなくてもいいじゃないか。オレだって本気で行きたいと思っているわけでもないのにさ。


「とにかくおまえには無理だ。宝玉に傷がついても困る」


　結局、宝玉が一番大事なのか。いや、そんなこと判わかっていたけど、オレはなんとなく面おも白しろくない。


「日本だっていいところがたくさんあるよ。自然だってあるところにはあるし、店は多いし、交通も発達してるし、それから……」


「だが、おまえを轢ひきそうになったような危険なものもある。あんなものがあるから、おまえが無事に帰ってきたのか確かめにきたくなるのだ」


　アークの言い分によれば、アークがうちを訪ねてきたのは、日本が車が多い国だからということになるのか。めちゃくちゃなこじつけだ。


「あれは……アークと太郎が仕組んだんだろう？　オレがフラフラ道路に出たところを、アークが助けるふりをしてさ」


「なんの話だ？」


　アークが不思議そうな顔をしているので、オレは黙だまり込んだ。


　ひょっとして、二人がグルだと思っていたのは、オレの間違いなのか。だが、太郎に『赤信号で渡わたっちゃいけないんだよ』と言われたときから、オレはまるで催さい眠みん術じゆつにかかったみたいに歩き始めていたんだけどな。


　アークが知らないとなると、あれは太郎一人だけの仕し業わざだったってことかな。だけど、なんのために……？


　うーん。まあ、いいや。


「とにかく、メシ食ったら、さっさと帰れよ。太郎も心配してるだろ？」


「太郎は私の保護者ではない」


「そりゃ、そうだろうけどさ。なんか、お世話係みたいだし」


　もしくは、ツアコンか。どっちにしても、それなりのつながりはあるようだ。


　なんにしても、一人で夕食を食べるはずだったのが、ずいぶんとにぎやかな食しよく卓たくになってしまった。いや、客はたった一人しかいないけど、オレは父さんとこんなに話したりしないしな。


　そもそも、どうしてアーク相手に、こんなに話が弾はずんでいるのか謎なぞだ。


　オレに無理やりエッチした奴やつと、どうして打ち解けて話しているのか……。この会話が打ち解けてると言えるのかどうかは、ちょっと疑問の残るところだが、話が弾んでいることだけは確かだった。


　やがて、すべて食べ終わり、オレはサービスでコーヒーを淹いれてやる。


　これが最後なんだぞという意味を込こめてみたが、アークに通じるだろうか。気がつくと、ずいぶん長居をされている。食事の後片付けや風ふ呂ろの用意も宿題もしなくちゃいけないし、いつまでも、こんな奴に構っていられないのに。


「おまえは父親と二人暮らしなのか？」


「まあな。母さんは二年前に亡なくなったし、兄弟もいないしな」


「そうか……。だが、こうしていつも二人で食事をしているのだろう？　私にはそれが羨うらやましくもある」


　羨ましい……って？


　王子様なら、何人もの召めし使つかいにかしずかれて、いい思いをしてるってイメージがあるが、そういうわけじゃなかったのか。


「羨ましいかなあ。今日はアークがいなけりゃ、オレは一人で食事してたんだけど。一人っきりの食事なんて、つまんないぞ」


「違ちがう。私が羨ましいと思うのは、おまえの父親だ」


「はあ？」


　なんでアークがオレの父親を羨ましく思うことがあるんだろう。


「さっぱり意味判んねー」


「判らなくていい。私も自分の気持ちがよく判らないのに、おまえに判ったような顔をされたら腹が立つ」


　ますます判らないことをアークは口にする。が、判らなくてもいいと本人が言うのだから、オレは考えるのをやめにした。


　どっちみち、アークの言うことは、半分以上、理解できないんだ。理解しようと努力するだけ無む駄だってことだ。


「さ、そろそろ帰れよ」


　オレは立ち上がって、食器を片付け始める。


「嫌いやだ」


　その一言に、オレはカチンときた。


「あのさ。オレはあんたと違って、いろいろやることあんの。忙いそがしいの。だから、帰ってくださいって言ってんだよ。判った？　王子様？」


　嫌味たっぷりに言ってやったのに、アークは眉一筋も動かさない。悠ゆう然ぜんとした態度で、ゆっくりと立ち上がった。


「な……なんだよ？」


　どうでもいいけど、その目でオレを見つめるなよ。なんだか落ち着かなくなってくるのに。


　アークに見つめられると、オレの中の宝玉が反応するんだろうか。宝玉ってものが、オレの中にあるって、本気で信じてるわけじゃないんだけどさ。


　でも……。


「こっちに来い」


　テーブル越ごしに手を伸のばされる。オレはなんとなく恐おそろしくて後あと退ずさりをした。すると、アークはテーブルを回って、こちらへと近寄ってくる。


「馬ば鹿か、こっち来るなって」


「馬鹿ではない」


　アークはオレの腕うでをつかむと、引き寄せる。


　オレの心臓は普ふ通つうじゃないくらいドキドキしていた。まるで、走った後みたいになっていて、自分でコントロールができなくなる。


「離はなせよ……」


　アークの手を振ふり払はらおうとしたが、逆にもっと引き寄せられ、あっという間にオレは抱だき上げられていた。


「うわっ、下ろせよっ」


　この間みたいにこのままベッドに直行されて、エッチされるのかって思うと、恐きよう怖ふが先に立つ。


「静かにしろ。ただ……ちょっと話したいだけだ」


　アークはオレをソファへと連れていくと、そこに下ろした。そして、自分はどういうわけか、その隣となりに腰こしかける。


　なんだか、こうしてくっついているだけでも困る。心臓はまだいつものテンポには戻もどってくれない。まるでアークのことを特別な人間として意識しているようで、変な気持ちになってきてしまう。


　いや、オレは意識なんかしてない。宝玉とやらが反応してるだけなんだ。たぶん。


「話って……なんだよ？　さっきから話はしてただろ？」


「もっと話したい」


　ドキン。


　って、なんだよ、これ。まるで乙おと女めみたいにときめいてんじゃねーよ、オレ！


　アークだって、オレにくっつきたくなるのは、きっと宝玉のせいなんだ。


「なんで肩かたを抱くんだよ……」


「いちいち、うるさい奴だな。私が何をしようと勝手だ」


「いや、だからさ……。あんたとオレ、ちょっと微び妙みような関係なんだから、こういうことをすると、その……危険だっていうかさ」


「判わかっているが、おまえのことが気になって仕方がない」


　つまり、宝玉のことが気になって仕方ないわけか。


　それは判るが、困る。非常に困る。


　オレもアークも、一いつ触しよく即そく発はつって感じで、今めちゃくちゃ危険領域にいるって感じなんだ。一歩間ま違ちがえれば、またこの間のようなことになってしまう。


　それはマズイ。本当にマズイ。だいたい、今日は父さんは出張じゃなくて帰ってくる。いや、そんな問題じゃなくて……とにかく、これ以上の接触は困るんだ。


「とにかく……落ち着けよ。落ち着け、アーク」


「私は落ち着いている。おまえの息のほうが上がっているようだ」


　確かにそうだ。心臓がドキドキしているし、一人で舞まい上がって興奮しているようだった。


「だってさ……オレ、アークといると……」


「私といると？」


「あ……」


　アークはオレの顎あごに手をかけ、顔を自分のほうに向かせた。紫むらさきの瞳ひとみがオレを見つめる。今までただドキドキしていた気持ちが、なんだか別のものに変化していくのが判った。


　身体からだが熱くなりかけている。


　ダメだ。目を逸そらさなきゃ。


　だけど、催さい眠みん術じゆつにでもかかったように、オレは視線を逸らせなくなっていた。


　アークの瞳も熱を帯びている。


　こんなことって、あるだろうか。身体が意思に反して勝手に燃え上がっていく。オレは嫌なのに……男と見つめ合ったりしたくないのに。


　やっぱり、オレの身体の中には、アークと惹ひき合う宝玉があるんだろうな……。


「なあ、こんなの、マズイだろ？」


「判ってる」


「じゃあ、今すぐ帰れよ」


「残念だが、もう帰れそうにない」


　そんなあ。


　アークはオレをギュッと抱きしめた。


「は……離せ……っ」


「おまえを離したくない。こうしてじっと抱きしめて、大事にしていたい」


　その言葉を聞いた途と端たん、オレの身体に強きよう烈れつな快感が走り抜ぬけていった。


　ダメだ……。


　もう、オレ……。


「今、おまえの身体からたまらなくいい匂においが漂ただよってきた」


　アークはオレの首筋へと唇くちびるを這はわせていく。


　その唇の感触に、オレの身体はビクッとまた反応する。


　もう、どうなってんだよ、オレの身体は。こんな反応なんかしたくないのに、オレが反応することで、アークの反応も盛り上がってくるような気がする。だから、オレはできるだけ冷静でいなくちゃならないのに……。


「ダメだ……。オレ、あんたに大事とかって言われるとさ」


「おまえの身体を大事にしたいというのが、いけないのか？」


　耳元でささやくように言われて、身体が勘かん違ちがいしたようにさらに暴走していく。オレは必死で自分を抑おさえながら口を開いた。


「だから……言うなって。宝玉が大事だってあんたが言うたびに、オレの中の宝玉がきっと反応してるんだ……」


「なるほど。だから、こんな甘い匂いがするんだろうな」


　アークはエプロンの下に身につけているトレーナーの裾すそから手を差し入れてきた。そして、胸を撫なでる。


「わっ……やめろよっ……」


「原因が判ったところで止められるはずがない」


「そんな……！　父さんが帰ってくるしっ……」


「私には関係ない」


　アークはもうやめる気はないようで、オレの唇へとキスをしてくる。あわてて閉じようとしていたが、間に合わず、アークの舌はオレの口の中に忍しのび込んできた。


「んっ……んっ……」


　一いつ生しよう懸けん命めい、舌でアークの舌を追い出そうとするが、逆に絡からみつかれている。こんなことされたら、オレはもう抗あらがえなくなるじゃないか。身体も頭も熱くなっていって、それこそ止められない。


　アークは下半身をぐいぐいとオレに押しつけてくる。もちろん硬かたくなっている。それをオレの下半身に押しつけるわけだから、お互たがいを刺し激げきし合うようなことになっていた。


　こんなことされても、気持ちいいなんて……。


　何かの間違いだと思いたい。男同士でエッチなことをして、気持ちよくなるなんて。


　だけど、意に反して、身体のほうは盛り上がっている。アークが止められないというのも判る。オレの身体ももう止まらない。


　乳ち首くびを弄もてあそんでいた手が、下のほうへと移動してくる。


　すっかり反応している股こ間かんを撫でた。


「嫌いや……だ……」


　オレは弱々しく頭を横に振った。


　アークはオレの言うことなんか聞くわけがない。それが判っていても、言わずにはいられなかった。


　オレはなんでこんな奴やつを家の中に入れてしまったんだろう……。


　こうなる前に追い出しておけばよかったのに。


　けど、今いま更さらどうすればいいのか。アークはもう完全にその気になってしまっているし、オレの身体も暴走しまくっている。


　アークはオレのズボンと下着を取り去ってしまった。上はまだトレーナーやエプロンを身につけているが、そんなこと、アークにとってはどうでもいいことらしい。こんな上品な顔立ちをしていながら、頭の中はきっと野や獣じゆうと一いつ緒しよだ。


　無造作にオレの足を広げると、いきなり中に指を入れてきた。


「な……なんだよ、いきなり！」


「いきなりでも、おまえのココは私の指をすぐに受け入れた。おまえの身体はすでに私のものだという証あかしだな」


「いい加減なことを……っ！」


　指を奥まで差し込まれて、オレは身体をビクッと震ふるわせた。


　快感がその部分から身体の中心部まで突つき抜けていくような感じがした。泣きたいくらいに気持ちいい。


　アークが指を動かすと、そのままイッてしまいそうなくらいに感じまくる。


　ど、どうしよう……。


　いくらなんでも、いきなり指を入れられて、そこだけでイクなんて……。


　必死で腰こしに力を入れて我が慢まんするが、快感に引きずられそうになる。


「やだ……やだっ」


「何が嫌なんだ？」


　アークにはオレの気持ちなんか判らないんだ。オレが男としてのプライドを全部打ち砕くだかれてしまいそうで、焦あせっていることなんて……。


「こちらも可愛かわいがってやろう」


「あっ……わっ」


　アークは勃たち上がっているオレのものに手を絡めた。途端に、オレの身体には堪こらえようのない快感が湧わき起こる。


　前と後ろ、両方の刺激で、オレはあっけなくイッてしまった。身体中が甘美な快感に満たされ、もう宙に浮ういているような気分がした。しかも、まだアークの指はオレの中だ。


　アークは驚おどろいたような表情で、オレの顔を見ていた。


「これは……よほど私に馴な染じんでいるようだな」


「そんなわけない！」


「言い訳することはない。こんなに私の指を締しめつけて……」


　アークはオレの中で指を動かした。


「あっ……んっ」


「気持ちいいのだろう？　正直に答えろ」


　オレは唇を引き結び、左右に首を振ふった。もちろんオレが感じていることなんか、アークには判っているはずだ。だけど、正直に答えろなんて言われて、言えるかって。


　しかし、いくら意地を張ってみても、どうしようもないことだ。アークは指を引き抜くと、自分のものをそこに押し当てた。


「やっぱり、やるのかよ！」


「当たり前だ。おまえの身体からだも待ちわびているようだからな」


「誰だれが……」


　ギュッと腰を押しつけられる。すると、アークのものがオレの内部へと侵しん入にゆうしてきた。


　頭の中がカーッと熱くなってくる。


　心臓の鼓こ動どうも速くなる。


　まるで、オレの身体が別のものに乗っ取られたみたいになっている。熱が急激に上じよう昇しようして、オレ自身は歓かん迎げいしたくないのに、オレの身体のほうはアークを受け入れることを喜んでいるようだった。


　アークの言うとおりかもしれない。


　オレの身体はアークを待ちわびていた。だから、いきなりでも指を入れられて気持ちよくなり、アークと身体を重ねることでこんな強烈な快感を得ることができたんだ。


　なんか信じたくないけど……。


　これは、やっぱり宝玉の力なのかもしれない。


　アークの表情もまた変化していた。蕩とろけそうな優やさしい瞳ひとみに変わっている。こんな目つきをするなんて、普ふ段だんのアークなら考えられない。


　だって、恋こい人びとを見るような目つきで……。


　いや、そんなわけない。これも宝玉の作用なんだ。オレもアークも宝玉に操あやつられているんだよ。


　アークが動くたびに、オレの身体には甘い痺しびれが全身に広がる。たまらなくなって、オレはアークにしがみついた。


　アークもオレの身体をしっかりと抱だきしめる。


「こんなの……嫌なのに……っ」


　泣き声で訴うつたえると、アークはふっと笑った。


「今更だな」


　それは判ってるけど、他ほかに言いようはないのか。めちゃくちゃ気持ちいいけど、本当に腹が立つ。


　いっそ、気持ちいいからこれでいいって、割り切れればいいのに。


　だが、そうはいかない。オレにも理性ってものがあるから。


　次し第だいにアークの動きが速くなる。快感もそれに合わせて身体の内部で膨ふくれ上がっていって、もうどうしようもなくなる。


　オレはアークにしがみついたまま、二度目の絶頂を迎むかえていた。


　すげえイイ……。


　夢見心ごこ地ちになるくらい、身体が至福の境地に至っている。


　アークはというと、オレの中できっちりイッて、身体を離はなした。この間みたいに何度もする意思がないことに、オレはホッとする。


　でも……。


「なんで中で出すんだよっ」


「おまえが私のものだからだ。不満はあるまい」


「あるから文句言ってんだろ……」


　それとも、文句を言ってるオレがおかしいのか。いや、そんなことは断じてない。無理やりエッチされたっていうわりには、オレもすっかり気持ちよくなっていたけど、それにしたってやっぱりオレはこのエッチに納なつ得とくしているわけじゃないんだ。


　アークはさっさと身み支じ度たくをしている。


　オレはあわてて身を起こした。下半身は裸はだかだし、エプロンは自分が放ったもので汚よごれているし、なんともみっともない格好となっていた。


　でも、今日は一回だけで済んだからよかったか。


　それがせめてもの救いってところかな。だって、父さんに見つかったら、本当に困る。こんなふうにリビングなんかでエッチしてたら、言い訳なんてできないじゃないか。


　オレは下着とズボンを穿はいて、汚れたエプロンを取った。


　アークはもう身支度を終えていて、オレを見下ろしている。エッチしていたときの優しい瞳ではなく、いつもの冷たい紫むらさきの瞳だ。


「今日はおまえの意を汲くんで帰ってやる」


　それはありがたいが、どうしてこんなに偉えらそうなんだろう。だいたい、アークが勝手にここに来たんだ。オレは呼んだ覚えなんかない。食事まで作ってやって、エッチもさせたのに、なんでそんなに偉ぶられなきゃならないのか、オレにはさっぱり判らなかった。


　結局、オレの常識はアークに通じないってことなんだな。


　こんな奴やつが隣となりの家にいるなんて悪夢だ……。


「さっさと帰れ」


　オレはそんな憎にくまれ口を叩たたくのが精せい一いつ杯ぱいだった。今のエッチで体力をたくさん使ったからだ。


　アークは唇くちびるの端はしでふっと笑った。


　一いつ瞬しゆんだけ、その瞳が優しく見える。


「また会おう」


　アークはそれだけ言い残すと、身を翻ひるがえし帰っていった。








　二度もアークに身体を自由にされてしまった……。


　本当に今いま更さらだが、どうしてそんなチャンスを与あたえてしまったのか、自分でも悔くやまれる。それからは絶対に家の中にアークを入れないことにしたものの、やっぱり向こうから来いという連れん絡らくは来る。


　まあ、隣の家にはラスティもいるからな。ラスティも太郎も、それから隣の家で住み込みで働いている人達もいるところで、さすがのアークも無体な真ま似ねはしなかった。


　相変わらず、宝玉のことについてはまだ調査中ということで、進展はないし。取り出す方法があればさっさと取り出してほしいよ。オレは男に襲おそわれる恐きよう怖ふなんて、もう二度と感じたくないんだからさ。


　そして、アークと二度目のエッチをしてから、一週間ほど経たった日のこと。オレは予備校の帰りに、隣の家に寄ることになってしまった。


　というのは、うっかり父さんがまた出張に行ったことを、ポロッと太郎の前で洩もらしてしまったからだ。


　だったら、夕食をご一いつ緒しよしましょう、なーんて言われちゃってさ。


　太郎もいつもニコニコしてるけど、子供のくせにあなどれない奴だよ。なんか、見かけは子供だけど、どうも子供っぽくないっていうかさ。


　その宝玉を取り出す方法を調べているのは、太郎みたいだ。アークの世話もやってるみたいだし、そもそも学校にも行ってないようだ。


　オレとしては、一番気になるのは、隣の家にいたはずの元の住人のことだけど。


　あの人達、一体どこに行っちゃったんだろう……。


　予備校が終わり、あれこれ隣の住人のことを考えながらバスを降りると、信号の向こうに太郎がいた。


　いや、太郎ともう一人……。


　誰だろう。黒い服に銀の髪かみの男。


　え？　銀の髪？


　もう一度、見直すと、そこには太郎一人しかいなかった。オレの見み間ま違ちがいだったかな。って、前にもこんなことがあったような気がする。


　それは太郎やアークと最初にここで会ったとき。確か、黒い人ひと影かげを同じ場所で見たことを思い出した。


「卓哉さん！」


　太郎が道路の向こうでニコニコしながら手を振っている。オレは信号が青に変わったから、そちらへと急いだ。


「なあ、今、一緒に誰だれかいなかったか？」


「え？　私は最初から一人ですよ。卓哉さん、一体、何をご覧になったんですか？」


　不思議そうに言われると、やっぱりオレの見間違いだったのかもしれないと思う。だいたい、なんで人が急に消えたりするんだ。あり得ないだろう。


「で、太郎はどうしてここにいるんだ？」


「ただお迎えに上がっただけです。アーク様のご命令で」


　途と端たんにオレは嫌いやな気分になってしまった。


「夜なのに、なんで子供をこんなふうに寄よ越こすかな」


「私は平気ですよ。卓哉さんが思っておられるほど、私は子供でもありませんし」


「えっ、やっぱり？　じゃ、いくつなんだ？」


　どう見たって、見かけは十二歳。どんなに歳としを多く見ても、高校生以上ではあり得なかった。


「ご想像にお任せします」


　太郎は笑って答えない。まさかと思うけど、オレより年上……とか？


　だが、太郎の顔を見ると、そんなふうには全然見えない。やっぱり、ませた子供って感じだ。確かに、言動は大人みたいなんだけどな。


　オレもつい、大人と話してる気分になってくるくらいだ。


「さあ、お屋や敷しきに行きましょう。今日は卓哉さんのために、ご馳ち走そうにしましたよ」


「太郎が作ったのか？」


「いえ、あのお屋敷には住み込みシェフがいますからね。せっかくですから、働いてもらっています」


　どうも、あの屋敷のことは、太郎が仕切っているような言い方だな。だが、アークはそんな細かいことには気が回らなそうだし、ラスティに至ってはただの居い候そうろうだ。お手伝いさんなんかにしっかり指示できそうなのは、太郎くらいしかいない。


　でも……。


　オレは傍かたわらの太郎をちらっと見た。


　子供の顔をしてるけど、中身は大人っていうか、どうも胡う散さんくさい奴だよな。


「あのさ、太郎はアークの世話係らしいけど、こっちに長く住んでいたなら、あんまりアークのことなんて知らないんだろう？」


「そうですね。基本的なデータは知っていますが、ご本人とお会いしたのは、こちらにいらしてからですし。……アーク様に興味がおありですか？」


　一瞬、オレの脳のう裏りに、あの紫の瞳ひとみが浮うかぶ。


　いつもの冷たい瞳じゃなくて、オレをじっと見つめてくるときの熱い瞳、それからエッチしていたときに見た優やさしい瞳……。


　身体からだに何か衝しよう動どうが湧わき起こりそうになって、オレはあわてて自分でそれを打ち消した。


「興味なんてないよっ。ただ、なんか、アークといい、太郎といい、すごく正体不明じゃないか。なんでどこかの国の王子がうちの隣の家に住み着いているのか……」


　太郎はクスッと笑った。


「まあ、宝玉で結ばれた仲ですから、アーク様のことが気になるのは判わかりますが……」


「だから、気になんてしてないって！　オレはどっちかっていうと、迷めい惑わくしてるんだ。なんだかんだつきまとわれてさ」


「そうですか？　時々、アーク様と見つめ合って、ボーッとしてるじゃないですか」


　う……。それを指し摘てきされるとつらい。


　でも、あれはオレのせいじゃない。きっと、オレの体内にあるっていう宝玉のせいなんだ。宝玉そのものの話は眉まゆ唾つばなんだけど、何か不思議なものがあるってことだけは信じられる。


　でなきゃ、オレ自身がアークに惹ひかれてるってことになるじゃないか。


　オレは、断じてそんな趣しゆ味みはないんだから。


「アーク様はお綺き麗れいですからね。あんなに美しい方は、アーク様の他には、アーク様の母君であられるアリエス第一王おう妃ひ様くらいしかおられないでしょう」


「第一王妃……って、もしかして、アークの国は一夫多妻制？」


　アークの国はヨーロッパのどこかだと思っていたが、あのあたりに一夫多妻制の国があったかな。アラブとかだったら判るんだけど。


「王族のみです。エスランドルの王族は国を守護する役目がありますから、王の血脈が絶たれてしまっては、国が崩ほう壊かいします。そうならないように、多妻制となっているんです。その中でもアリエス様は元々王族ですし、第一王子であられるアーク様は王族の中の王族ということになります」


　いわゆるサラブレッドってやつか。でも、国の中でそんなに身分の高い王子が、どうして日本にわざわざ宝玉を捜さがしにやってきてるんだろう。しかも、オレの隣となりに住んでさ。


「ところが、アリエス様はお美しい方だけに、ご自分の美び貌ぼうにしか関心がないようで……。アーク様がお生まれになると、義務は果たしたと言わんばかりに、アーク様だけを王宮に置いて離り宮きゆうに引っ込んでしまわれたとか」


「えっ……それって、冷たすぎる……」


　二年前、母さんを亡なくしたオレだが、それまでは本当に幸せだった。母さんはいつでも、オレのことを考えてくれたし、すごく優しかった。そりゃあ、母親だから厳しいことを言うときもあったけど、本心からオレのことを心配してくれてるって判っていたから、反発心も起こらなかった。


　でも、アークはそんな母親の温ぬくもりも知らないままで育ったんだろうか。いくら王子でも、それは可哀かわい相そうだ……。


「アーク様は第一王子として、一応、何不自由なくお育ちになられましたが、お母様が王宮にいらっしゃらないことで、後ろ盾だてのようなものがなく、肩かた身みの狭せまい思いをされていたでしょうね。何しろ、王宮では第二王妃様の権力が強く、王様のご寵ちよう愛あいは平民の出である第三王妃様に注がれていましたから……」


「そんな……」


　なんだか、ますますアークが可哀相になってくる。いつも偉えらそうだし、傲ごう慢まんだし、嫌なことばかり言う奴やつだけど、常識がないだけで、そんなに悪い奴とは思えないからだ。


「宝玉を捜しにこちらにいらしたのも、第二王妃様の謀ぼう略りやくではないでしょうかね。私はそんな気がします。そうでなければ、アーク様が自らいらっしゃる理由がないんです。王族は誰でもセンサーを備えていますから。たとえば……」


　そこで、太郎はいきなり言葉を途切れさせた。


「たとえば？」


「あ、いえ、たとえば……他の王子様がその任務に当たられてもいいわけです。アーク様は第一王子で、他の王子とは別格ですから」


　なんだか、太郎が本当に言いたかったことは、そんなことじゃなかったように思える。なんかこう、上手うまくごまかされたような気がするんだ。


「まあ、私がアーク様について知っていることは、これくらいですね。後は、アーク様ご自身にお訊きください。なんなら、ベッドの中ででも……」


「冗じよう談だんじゃない！」


「そんなに照れなくてもいいですよ。後始末くらいは、私がちゃんとしてあげますから」


　太郎の言うことがどこまで本気か冗談か判らないが、オレはそれを想像してしまって、ゾッとした。


　なんで、オレがまたアークと何かしなきゃならないんだよっ。


　というか、太郎は何か企たくらんでるんじゃないだろうか。こいつらの目的は、オレの身体の中にあるという宝玉だし、オレとアークがくっつくと、ちょうどいいなんて、思ってないだろうか。


　アークはともかくとして、太郎はそんなこと考えていそうな気がする。


　どうせ、他人ひと事ごとだからな。


　そんな手には絶対乗らない。オレにはラスティが味方についてるんだから、アークと二人きりになんて、もう絶対ならないんだ。


「さあ、卓哉さん、おなかが空すいたでしょう？　豪ごう華かなディナーが待っていますよ」


　隣の屋敷が見えてくると、太郎はそう言って、オレの食欲を刺し激げきした。


　オレがつい、自分の家のほうを見たのを、見み逃のがしてなかったんだろうな。


　ホントに油断のならない奴だ。


　だが、腹も減っていたし、住み込みシェフのディナーを一度くらいは食べてみたかったので、オレは太郎と共に屋敷の敷地内へと足を踏ふみ入れた。








　広いリビングには、ラスティがいた。ゆったりとしたソファで本を読んでいて、オレと太郎が部屋に入ると、顔を上げてオレに笑いかけた。


「お帰り。学校の他に予備校にも通うなんて、大変だね」


「苦手科目だけだから、そんなに大変でもないよ」


　そう答えながら、この屋敷の唯ゆい一いつのオアシスはやっぱりラスティだと、オレは思った。というか、ラスティがいるからこそ、オレはこの屋敷に出入りできるんだ。


　そうでなきゃ、怖こわすぎるよ。オレにとっては、敵地みたいなもんなんだから。


「お二人とも、どうぞ食堂のほうへ。すぐにアーク様もいらっしゃいますから」


　太郎に言われて、オレとラスティは仲良く食堂に移動する。


　食堂といっても、うちのダイニングテーブルのある場所とは全然違ちがう。リビングとは別の部屋になっているし、キッチンとも別になっている。まあ、ここは住み込みシェフがいるようなお屋や敷しきだからな。


　第二のリビングって感じで、とにかく広い場所に、細長いテーブルがある。一体、何人で食事をするんだって訊きたいくらいだ。


　とはいえ、長いテーブルのあっちとこっちで食べるというわけではなく、席は一まとめになっていた。オレとラスティはテーブルの長い辺のところで向かい合わせで座り、アークはそのすぐ隣の短い辺のところに座るようだ。


「いつも、こんなところで食事をしてるのか？」


　オレはこんな場所に慣れてなくて、思わずラスティに尋たずねた。


「うん。そうだよ」


　ラスティは別に気にしてないようだ。ここに居い候そうろうして、何日も経たってるから、慣れてしまったんだろうか。


　しばらくして、アークがやってきた。太郎がアークの椅い子すを引くと、当たり前のようにそこに座る。


「今日は卓哉さんもいらっしゃいましたし、私も失礼して、こちらに……」


　太郎はオレの隣の席へと座った。


　アークはじろっと太郎をにらんだが、今日は何も言わなかった。いつもは太郎がオレに近づくのは嫌いやがるのにな。いや、太郎じゃなくても、ラスティでもそうか。


　まるで、オレを自分のものみたいに……。


　ふと、アークと目が合い、オレはあわてて視線を逸そらした。何秒か見つめてしまうと、もう目が離はなせなくなる。だから、そうなる前に視線を逸らせばいいんだ。


　そういつまでも、見つめ合って、ボーッとなんかしてられない。


　オレは宝玉とやらの力に操あやつられているだけなんだから。オレはアークに興味なんかない。


　どうも、太郎に変なことを言われたから、余計に意識してしまう。それこそが、太郎やアークの策略かもしれないのに。


　やがて、食事が運ばれてくる。なんか、本格的なフレンチっぽいディナーで、オレはドキドキしてきてしまった。いや、洋食のマナーなんか、あんまり知らないからさ。


　でも、どうせ席についてるのは、四人だけなんだから、そんなにマナーを気にすることはないのかな。


　格好よく盛り付けた皿に手をつけてみると、すごくおいしい。日ひ頃ごろは食べないようなものだから、余計にそう感じるのかもしれなかった。


　しかし、せっかく四人で食べているのに、何も喋しやべらないとはつまらない。オレの家は父親の帰りが遅おそいし、一人で食べることが多かったから、いつもは黙だまって食べている。だが、この三人はどうなんだろう。


　太郎はオレが来ているから、今日だけ特別にここに座って食事をしているみたいだし、いつもは別々なのかな。雇やとわれている身で、普ふ通つうは王子様と食事を共にするわけないか。


　じゃあ、居候のラスティは、太郎と二人で食べているんだろうか。それとも、アークと一いつ緒しよに……？


　別にどうでもいいことだが、あんまりみんなが黙っているので、気になってしまう。


　とりあえず、オレは一番話しやすいラスティに声をかけてみた。


「ラスティはさ、毎日、こういう豪華料理、食べてんのか？」


「うん。ここに住むまでは、口に合わない料理を出されたりもしたけど、ここのはうまいよな」


　ラスティは普通に答えてくれてホッとする。やっぱり、オレはこんなに黙って食べてると、気になるから。


「ラスティはいつも誰だれと食べてるんだ？」


「えっ……ああ……」


　ラスティはアークのほうに視線を向ける。思わずオレはそのままアークに視線を走らせた。が、目が合い、あわてて逸らす。


　危ない、危ない。また見つめ合ってしまうところだった。


　オレはアークといると、どうも挙動不ふ審しんになってしまう。視線を合わさないためとはいえ、露ろ骨こつに目を逸らしたりして……。


「そんなに意識なさることはないのに」


　隣となりでボソッと太郎がつぶやいた。


「い、意識なんかしてないって！」


　不意を衝つかれたせいで、妙みように大声が出てしまう。


　こんな立派な食堂で、大声を出すなんて、ひょっとしたら無作法だったかも。ここはレストランじゃないけど、ついそんなふうに気を遣つかってしまうオレがいた。


「恥はずかしがることはないじゃないですか」


　太郎はクスクス笑いながら、ツッコミを入れる。


　まったく……。


　なんで、オレをわざわざ意識させるようなことを言うんだろう。オレをからかっているのか、それとも何かの策略か。


　だって、太郎は一ひと筋すじ縄なわじゃいかなそうだから。見かけは可愛かわいい子供なのにな。


「気にすることはないよ、卓哉。太郎はただ冗談を言ってるだけだから」


　ラスティがフォローを入れてくれる。


「そうだよな。悪い冗談だ」


「いいんですよ。卓哉さんがそう思いたければ」


　太郎は笑いながらも、まだそんなことを言っている。ということは、冗談のつもりじゃないのか……？


　いやいや、これは何かの罠わなだ。オレがアークを意識するようになると、何か太郎にとって都合のいいことがあるに違いない。


　しかし、こうして三人で和わ気き藹あい々あいと話していると、ポツンと一人で食べているアークのことが気になる。なんだか、仲間外れみたいで。


　アークの生おい立ちみたいなものを、太郎に聞いちゃったからなあ。


　オレが気にすることでもないのかもしれないけどさ。


「あのさ、アークは毎日ここで何をしてるんだ？」


　オレは目を合わさないように微び妙みように視線を逸らしつつ、アークのほうに顔を向けて尋ねた。隣でまた太郎がクスッと笑ったが、そこは無視だ。


「私には私のすべきことがある。おまえの知ったことではない」


　うわっ、やっぱり、こいつ偉えらそうだ。変な同情したオレが馬ば鹿かだったよ。


「宝玉とやらを取り出す方法は、まだ判わかってないわけ？」


「判っていたら、さっさと取り出している。私だって、いつまでもここにいたくはない」


　そうだろうな。どういう手を使ってか、ここに居座っているが、自分の生まれ育った国のほうがいいだろうし。


「卓哉さん、そこでもう少し協力していただきたいんですよ」


　太郎が口を挟はさんできた。


　あ、やっぱり、そういう下心があって、オレを夕食に招いたのか。


　予想はしていたものの、ムッとする。


「協力ならしてるだろ？　あいにくと、そんな赤い玉なんか、見たことも聞いたこともないから、いくら尋ねられても答えようがないけど」


　同じことをよく尋ねられるが、記き憶おくにないものは仕方ない。


「ええ、でも、もうちょっとだけ……。ね？」


　太郎は食い下がってくる。見かけが可愛い子供なだけに、オレも嫌だとは言いにくい。でも、ひょっとしたら、太郎は見かけほど子供じゃないんだよな。


　そう思うと、なんだか理り不ふ尽じんな気がしてくる。外見に騙だまされてるオレが馬鹿なのかもしれないけどさ。


「判ったよ。何すりゃいいんだ？」


　何があっても、ここにラスティがいる限りはきっと大だい丈じよう夫ぶだ。ラスティはオレを助けてくれるに違いない。


　何しろ、親友だから。


「ありがとうございます。お食事の後に、説明しますね」


　太郎はニコニコと笑って、答えた。


　いや、その笑え顔がおもなんか怖こわいっていうか、すごく腹黒く思えてくるんだけど。


　そんなふうに思うのは、オレの心が捻ねじ曲がっているからなんだろうか。ホント、太郎は外見で得するタイプだって、オレは思った。








　食事が終わった後、前に通されたことのある応接室みたいな部屋に行った。


　といっても、四人一緒の移動だ。ラスティがついてくるのに、アークか太郎が何か言うかと思ったが、誰も何も言わない。


　よかった。ラスティさえいれば、オレは無事に帰れる。そうでなければ、こんな胡う散さんくさいところになんか、絶対来るもんか。


「ここにお座りください」


　オレはソファに座らされた。


　太郎はテーブルを挟んだ向かい側に座る。アークとラスティは立って、その様子を見守っているんだ。


「何が始まるんだ？」


「お静かに」


　太郎の声は、今まで聞いたことのないような真ま面じ目めな声だった。


　なんだろう……。


　急にドキドキしてきた。オレはこれからどうなるんだろうって。


　不安になって、ラスティのほうを見ると、大丈夫だっていうふうに、うなずいてくれる。それを見たら、オレも少し落ち着いてきた。


「卓哉さん……私の目を見てください」


　できれば見たくないんだけど、仕方なく太郎の目をじっと見つめる。


　あれ……？


　なんだか頭がふわふわしてくる。目の中に引き込まれてしまいそうで、オレは身体からだがぐらつくのを必死で抑おさえた。


「目を閉じて」


　オレは言われるままに目を閉じた。すると、閉じた瞼まぶたの中に、赤く光る玉が浮うかび上がる。


「なんだよ、これ……」


　催さい眠みん術じゆつか何かなんだろうか。


「それが宝玉の姿です。卓哉さん、あなたはどこかでこれを見たことがあるはず。……よく思い出してください」


　そんなの、記憶にない。と、いつものように突っぱねようとしたが、頭の中にひとつの映像が浮かび上がる。


　それはまだオレが幼児の頃ころで……。


　その頃、オレはすごく病弱だったんだ。何度も入院を繰くり返していた。そのたびに、母さんはいつも泣きそうな顔をして、オレの手をよく握にぎってくれたっけ。


　オレは普ふ通つうの子供みたいに走り回ったりできなかったし、そんな元気も気力もなかった。あるとき、病院の庭を散歩していたら、オレは地面にキラキラ光る赤い玉を見つけた。


　すごく綺き麗れいで……。


　オレはそれを見た途と端たん、欲しくて欲しくてたまらなくなった。それで、母さんの目を盗ぬすんで、それを拾ったんだ。


　でも、それはオレの掌てのひらに載のせた途端、小さくなって消えてしまった。


　まるで、オレの手の中に吸い込まれてしまったみたいに。


　その日の夜、オレの容態は急変した。胸がすごく苦しくなって、仕方なかった。母さんは泣きながら、何度もオレの名前を呼んで、手を握ってくれて……。


　朝になったとき、オレは急に元気になったんだ。


　後になって聞いたところによると、生まれつき心臓に何か欠けつ陥かんがあったらしくて、あまり長く生きられないと医者に言われていたらしい。


　それが奇き跡せき的に治ってしまったんだって、母さんは笑いながら話してくれた。


　本当に神様はいるんだって……。


　そんなふうに笑っていた母さんは、二年前に病気で眠ねむるように息を引き取ってしまった。


　なんだか、奇跡と引き換かえのように……オレの命と引き換えのように、母さんが亡なくなったような気がして。


　父さんは考えすぎだと言ったけど、オレにはそんなふうにしか思えなかった。


「目を……開けても構わないですよ」


　オレは太郎の静かな声にハッと我に返った。


「思い出しましたか？」


　オレは母さんのことを思い出したせいか、涙なみだが出ていた。あわてて手で拭ぬぐう。


「ああ、ほんの子供の頃に……。落ちていたのを拾ったら、スッと掌の中に吸い込まれてしまった」


「そのときに、あなたの中に入ってしまったんですね。私が調べたところによると、宝玉は別の世界へ来ると、自分の身を守るものを欲しがるそうです。なので、たまたま、あなたの身体の中へ避ひ難なんしたんでしょう」


「別の世界って……？」


　どういう意味だろう。しかも、宝玉自らが、自分を守りたいと思うんだろうか。それって、鉱物か何かじゃないんだろうか。意思を持つ鉱物なんて、聞いたこともないし、鉱物っぽい生物ってことなのかな。


　でも、それがなんでオレの中に入るんだ？　しかも、掌からどうやって入っていくんだよ。


　さっぱり判らない。


「いえ、まあ、ここはエスランドルと違ちがいますから」


　そういう意味では、別の世界と言えるのかもしれないな。自然のことわりが違うんだっけ？　今イチ、意味が判らないけど。アークに言わせれば、きっとオレが知らなくてもいいってことなんだろうな。


　ちらっと、アークの顔を見る。


　アークはただ、何も言わずにオレをじっと見ているだけだった。


「話を変えますが……卓哉さん、その頃、何か願い事がありましたか？」


「は？　願い事？」


　意味が判わからない。


「何かが欲しいとか、こうなってほしいとか……」


「ああ、元気になりたいって思ってた。オレ、心臓が悪かったから」


　突とつ然ぜん、太郎の目が大きく開かれた。


「それですね！」


「え？」


「心臓です。ちょっと失礼して……」


　太郎は立ち上がると、オレのちょうど心臓の位置に手を当てた。


「ああ……。どうしましょう。これって……」


「えっ、なんだよ、一体？」


　太郎はすごく悲しげな顔になってしまった。なんで、太郎はこんな顔をするんだろう。


「どういうことだ？」


　黙だまって見ていたアークが、やっと口を開いた。


「心臓ですよ。宝玉が……卓哉さんの心臓の代わりをしています」


「えっ、まさか！」


　オレは思わず自分の胸に手を当てた。


　心臓は普段どおりちゃんと動いている。宝玉が心臓の代わりをしてるなんて、噓うそだろう。太郎は変な芝しば居いをして、オレを騙だましてるんだ。


　そうだ。きっと、そうに違いない。


　アークもやっぱりナントカ劇団の一員でさ。オレを二人がかりで騙してるんだ。


　そう思ったが、オレなんかを騙したって、どうにもなるもんじゃない。


「見立て違いということはないか？」


　アークは厳しい表情で太郎に尋たずねた。


「そんなはずはありません。噓だとお思いになるなら、アーク様ご自身でお確かめください」


　アークはオレへと目を向ける。


　心臓がドキッとするから、オレはあわてて視線を逸そらした。


　アークはオレへと近づいてきて、胸に手を当てる。


「あ……」


　急にドキドキしてくる。心臓がアークに反応したように。


　どうしよう。目を合わせてないのに、身体が熱くなってくる。アークを求める気持ちが、強くなってきて、どうしようもなくなってきた。


「確かに……そうだな。言われてみれば、おまえの心臓を動かしているのは、宝玉に違いない」


「そんな……」


　宝玉がオレの心臓を動かしているなんて、そんな馬ば鹿かなこと、信じられない。


「じゃあ、もし、卓哉の身体から宝玉を取り出してしまったら……？」


　ラスティが呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやいた。


「残念ですが……」


　太郎が言いにくそうに答えた。


　つまり、宝玉を取り出してしまったら、オレは死ぬってことなのか。


「……その場合は仕方ないな」


　アークは冷たく言い放った。


　ズキンと胸が痛む。


　アークは宝玉のためなら、オレが死んでも構わないと言っているんだ。


　いや、アークは最初からオレなんかどうでもいいんだ。オレの体内にあるという宝玉だけが必要なんだから。


　いくら紫むらさきの瞳ひとみに熱く見つめられたからって、それはオレを見てるわけじゃないんだ。


　そして、オレだって、見つめられてボーッとしてしまうのは、別にアークを意識してるからじゃない。全部、宝玉のせいなんだ。


「いくらなんでも、それはあんまりだ！」


　ラスティはオレが文句をつける前に、アークの言葉に反応した。


「おまえは黙っていろ」


「卓哉が死ぬと判っていて、黙ってはいられない！　俺は断固として、卓哉を守るからな！」


　さすがラスティ。オレを守ってくれるんだ。


　実際に守ってくれなくてもいいけど、そんなふうに言われることが、オレには嬉うれしかった。冷たく、仕方ないなんて言われるよりは。


「では、おまえはエスランドルがどうなってもいいと言うのか？」


　ラスティとエスランドルは関係ないはずなのに、アークはそういう聞き方をする。


　そりゃ、他国のことでも、それがないと国が守れないと聞いたら、どうでもいいとは言えない。だけどオレは、国の守護のために宝玉が必要だって言われても、やっぱり何かピンと来ないんだ。


　それは迷めい信しんじゃないのかって。


「どうなってもいいなんて言ってない。でも、卓哉は俺にとって親友なんだ！　死なせるわけにはいかない」


「だが、他ほかに方法がないとなれば、おまえはどっちを選ぶんだ？」


「それは……」


「ああ、ちょっと待ってください。お二人とも」


　太郎が二人の間に割って入った。


「残念ながら、まだ卓哉さんの体内から宝玉を取り出す方法は見つかっていません」


「しかし、これで宝玉の想おもいを知ることができた。そこから解決の糸口を見つけられるんじゃなかったのか？」


　アークは太郎を冷たい視線で見下ろした。だが、太郎は別にそれに臆おくする様子もなく、平気で話を続けた。


「私は宝玉が身を守るために卓哉さんの体内に入り、その願いに反応したのかと単純に思いました。だが、ご存じのとおり、宝玉は見返りを要求します。普ふ通つうの人間でも耐たえられないのに、病気だった幼い卓哉さんには宝玉を操あやつる力はなかったと思われますが」


「なるほど……では、誰だれが？」


　みんなの視線がオレに集中する。


　ていうか、なんでラスティまでもが、こいつらの仲間みたいな顔をして、オレを見るんだろう。オレを守るなんて言ったくらいだから、もっと味方してくれてもいいのにさ。


「確か、卓哉のお母さんは二年前に病気で亡なくなった……よな？」


　ラスティに尋ねられて、オレはうなずく。


　すると、そこにいる全員がオレから一いつ斉せいに視線を逸らした。


「なんなんだよ……？」


「いえ、私はもう少し古い文ぶん献けんを調べてみますから。では、卓哉さん、ごゆっくり」


　太郎はそそくさと部屋を出ていく。アークもまるでその後を追うように出ていった。


　ごゆっくりと言われても、オレは太郎に呼ばれたんだ。太郎がもう用がないというなら、オレも帰るまでだ。なんとなく釈しやく然ぜんとしないけど。


「じゃ、オレも帰るよ」


　ラスティにそう言って、立ち上がった。


「ああ、俺、卓哉にちょっと話があるんだ」


　これがアークだったら、話なんかないって突つっぱねるところだけど、ラスティはオレの味方だし親友だ。突っぱねる理由はどこにもない。


「いいよ。オレの家に来る？」


「一応、ここに俺の部屋があるんだけど……」


　ラスティの部屋というのも興味がある。まあ、ここは元々、別の人の家だったんだけどさ。


「じゃ、そっちに行こう」


　応接室みたいな部屋を出ると、階段のところで人の声がした。何やらアークと太郎がひそひそと話をしている。どうせ、悪わる巧だくみだろうけど、何を話しているんだろう。


　オレは口に人差し指を立てて、ラスティに合図をする。そうして、忍しのび足で壁かべに寄りかかり、耳を澄すませて二人の会話を聞く。


「では、やはり……」


「宝玉は卓哉さんのお母さんの願いに反応したのでしょうね」


　オレの母さんの話なのか……？


　どういうことなんだろう。母さんの願いに反応したっていうのは。


「代だい償しようは高くついたな」


「人一人の命を救うわけですから、膨ぼう大だいなエネルギーを必要とします。普通の人間のエネルギー値でその見返りを与あたえたら……」


　二人の間にはしばらく沈ちん黙もくが漂ただよう。


　オレは二人の会話の内容を頭の中で繰くり返していた。


　ひょっとして、母さんはオレを助けてくれって願ったってことか。そして、宝玉がその願いを聞き届けて……。


　なんだよ。膨大なエネルギーって。普通の人間のエネルギー値ってなんなんだよ。


　母さんはオレを救うために自分の命を失ったってことなのか……？


　オレは自分の身体からだが震ふるえてくるのを感じた。


　ふと、肩かたにラスティの手が置かれた。オレは涙なみだを溜ためた目で振ふり向く。ラスティは黙だまって、廊ろう下かの向こうを指差した。


　部屋に行こうと言ってるんだ。


　オレはフラフラしながら、少し離はなれたラスティの部屋へと入った。








　ラスティの部屋は、オレの勉強部屋よりずっと広かった。ベッドがあり、その余った広々としたスペースにソファが置いてあった。そして、その正面にテレビなんかがある。


「ここに座りなよ」


　ラスティはオレをソファへと座らせ、自分もその隣となりに腰こしかけた。そして、オレの肩に手を回す。


　ひょっとして、ラスティは慰なぐさめてくれてるのかな。さっきアークと太郎が話していたことの意味を、ラスティも察したのかもしれない。


「あのさ……。さっきの二人の会話……」


「気にすることないよ。あの二人の話なんか、どうせデタラメだ」


　ラスティはやけにきっぱりと言った。だけど、それがかえって、本当のことなんだって示しているようだった。


　そういえば、母さんが二年前に亡くなったことを口にしたのは、ラスティだったんだ。その時点で、宝玉の見返りの犠ぎ牲せいに誰がなったのか、気がついていたに違ちがいない。


「そうだよな……。デタラメだよな……」


　オレは気を遣つかってくれるラスティのために、精せい一いつ杯ぱい、明るく言ってみた。でも、それとは裏腹に、声が震えてしまう。目に涙が溜まってしまう。


「卓哉……」


「ごめん……」


　友達に横で泣かれたら困るだろう。それは判わかっているのに、涙が止められなかった。


　母さんはオレの身体がよくなっていくのと同時に、どんどん病気がちになっていった。そして、まるで眠ねむるように、ひっそりとこの世を去っていったんだ。


　それはまさに、エネルギーが切れてしまうような亡くなり方だった。


　そうか。そういうことか。


　小さかった頃ころ、あれほど苦しめられていた病気なのに、今はどんなに走っても暴れても苦しくはならない。健康そのものだ。


　母さんが亡くなったとき、なんとなくオレの元気と引き換かえだったような気がした。それを口にしたら、父さんは絶対そんなことはないって言ってくれたけど……。


　オレの勘かんは当たっていたんだな。


　あのとき、父さんは言ったっけ。


『たとえ、おまえの言うとおりだったとしても、母さんはおまえが元気で生きていってくれることを望んでるよ』って。


　母さんはもちろん、オレの身体に宝玉があり、それが願いをかなえてくれるなんて知らなかった。だけど、それでも、自分の命と引き換えにしてもいいくらい、強く祈いのってくれたのは確かなんだ。


　オレに元気になってほしいってさ。


　だから、泣いたりしちゃいけない。オレが強く生きていくことが、母さんの一番の望みなんだ。


　オレは涙をそっと拭ふいた。


　すぐに割り切ることなんかできそうにないけど、元気なふりくらいはできる。少なくとも、人前では。


「ごめん、ラスティ」


「いや……いいんだ。卓哉が泣きたければ」


　オレはもう一回、手で目を擦こすると、笑え顔がおを作った。


「もう泣かない。ショックなのは確かだけど、泣いたって母さんが戻もどってくるわけじゃないから」


　だったら、母さんの願いのとおりにしなくちゃいけない。いつも元気で明るく笑っていなきゃならないんだ。


「卓哉は強いんだな……」


　ラスティは感心したように言う。


「そうでもないよ」


　強い人間は人前で泣いたりしないだろう。涙を隠かくせなかったのは、オレの弱さだって思う。


　オレは気を取り直して、口調を変え、ラスティに話しかけた。


「けど、なんかラスティを変なことに巻き込んじゃったみたいで、悪いな」


「え、変なことって？」


　不思議そうにラスティに問い返されて、オレのほうがビックリする。


「いや、例の宝玉のことだよ。オレの心臓を動かしてるとか、国のために必要だとか、普ふ通つうそんなこと言われても信じられないよな」


　まして、オレの心臓を動かすために母さんが犠牲になったなんて、当事者のオレでも、どこか遠い世界の出来事のような気がしてくる。ラスティはどこまでそれを信じているんだろう。


「ああ……。でも、国が違えば習慣も違う。考え方だって違うからね。そういうこともあるかなって思うよ」


　ラスティはずいぶんと柔じゆう軟なん性の高い思考の持ち主なんだな。宝玉に関してはまったくの第三者なんだけど、やっぱり子供の頃から留学を繰り返していて、カルチャーショックみたいなものを経験してるから、そんなふうに違う国の文化もすぐに信じられるんだろうか。


　それに、ひょっとしたら、外国人同士、アークや太郎とは気が合うのかもしれない。オレは気づかなかったけど、実はあの二人と大の仲良しになってたりして。


「オレなんか、あいつらのこと、わけの判らないことばっかり言う、めちゃめちゃ胡う散さんくさい外国人だって思ってたのに」


「ごめん。卓哉の気持ちも考えずに、変なことを言ってしまって」


「あ、いや、オレこそ、余計なこと言っちゃった。だけど、ラスティは胡散くさい外国人なんかじゃないぞ。オレの親友だからな！」


　たとえ誰だれも信じられなくなったとしても、オレのことを守ると言ってくれたラスティのことだけは信じられる。アークみたいに宝玉のことしか頭にない奴やつとは違う。


「ああ、親友だからな。俺は卓哉のことが特別に好きなんだ」


　特別に好き……？


　その言葉に反応したように、胸がドキッとする。いや、親友として言ってるんだから、変な反応するのはおかしいよな。


　アークとエッチしたせいで、時々、オレは変なふうに考えてしまうみたいだ。普通、男同士で、あんなふうにはならないって。


　ラスティは女の子にも優やさしいし、そんな趣しゆ味みなんかないはずだ。


「でも、ひとつだけ訊ききたいことがあるんだけど……いい？」


　ラスティが急に控ひかえめな訊き方をしてきたので、オレはちょっと笑った。


「ああ、いいぞ。なんだ？」


「卓哉は……アークのことをどう思ってるんだ？」


「どうって……嫌いやな奴だな、としか。後は偉えらそうだな、とか。なんで急にそんなことを訊くんだ？」


　なんとなく、アークのことを意識させようとしていた太郎のことを思い出して、オレはついぶっきらぼうな話し方になってしまう。


「見てると気になるんだ。卓哉はすごくアークのことを気にしてるようだし」


「えっ、ラスティにもそう見えるんだ？　太郎に同じこと言われて、こいつ何言ってんだと思ったんだけど」


　じゃあ、太郎は本当にそう思って言っただけなんだろうか。いや、それも嫌なんだけど。オレは別にアークのことなんか意識してない。


　ただ、目が合うと、なんだか変になってくるけどさ。


「アークと卓哉、目に見えないつながりがあるように思えて、嫉しつ妬とするんだ」


「目に見えないつながりなんかないよ！」


　そんな赤い糸みたいなことを言われても困る。そりゃあ、アークはオレのこと、自分のものだとか言ってるけど、所しよ詮せんは宝玉にしか興味のない奴なんだから。


「ホントにそう？」


「そうだよ！　もう、なんでラスティまでそんなことを言うかなあ」


「だって、卓哉はアークに……抱だかれたんだろう？」


　なんでそれを……と思ったが、ラスティは想像できると言っていたな。そういうことまで、どうして想像できるんだろう。


　ひょっとして、太郎かアークがラスティに喋しやべったのか。それとも、ただの当てずっぽうなのか。


　オレはすぐに否定したかったが、明らかな噓うそをつくのは、やっぱり気が引けてしまって、黙だまり込んでしまった。


　本当は、そんなことあるわけないだろって言いたいんだけど。


　オレは何も言えなくて、うつむく。


「……ごめん。卓哉の触ふれられたくないことだったね。でも、俺はそれがすごく悔くやしくて……」


「悔しいって……？」


　なんでラスティが悔しいんだろう。オレが悔しいのは当然のことだ。でも、ラスティはこの場合、何も関係ないしな。


「つまり、俺が先に卓哉のこと、見つけたのにって思うとね」


　見つけたって、なんのことだろう。先に会ったのにってことなんだろうか。でも、今ひとつ、ラスティの言うことは判わからない。


　日本人のように喋れていても、日本語は母国語じゃないから、ニュアンスの違ちがいとかがあるからかな。でも、ラスティは最初に会ったときから、日本語がかなり上手うまかったんだけど。


「つまり……」


　ラスティの指がオレの耳元の髪かみをいじる。


「卓哉のこと、俺が先に好きになったのにって……」


　好きと言われてドキッとするが、ラスティに変な意図があるわけじゃないだろう。つまり、親友としての好きってことだよな。


「ラスティ、オレはその……宝玉のせいだかなんだか知らないけど、アークとはいろいろあったけど、別にあいつのこと、好きとかなんとかって気持ちは全っ然ないからな」


「本当に？」


「本当だ」


　だって、好きになる理由なんかないじゃないか。オレはそういう趣味はないし、身体からだの関係があったからって、好きになるとは限らない。と思う。たぶん。


「卓哉……」


　気がつくと、ラスティはこっちに身体を向けている。そして、オレの両りよう肩かたをつかんで、自分のほうへと向かせた。


　目が合う。


　あれ……？


　なんだかいつもと違う感じだ。その宝石のような青い瞳ひとみに吸い込まれるような気分になってくる。


　これって、何かに似ている。そうだ。アークと視線を合わせたときとちょっと似てるんだ。


　急に心臓がドキドキしてくる。


　いや、そんなはずない。オレは誰にでもこんな状態になるわけじゃないんだ。でも、もうラスティから目が離はなせない。


　そんな……。


　アークと目を合わせて似たような状態になるのは、宝玉のせいだったはず。だったら、ラスティに反応するわけないのに。


　じゃあ、ひょっとして、あれは宝玉のせいじゃなかった？　そして、オレは男にこんなふうに見つめられただけで、誰とでもこうなっちゃうんだろうか。


　そんな馬ば鹿かな！


　オレの頭は混乱しまくっていた。


「すごいよ、卓哉。宝玉が反応しているのが感じられる」


「え……？」


　なんでラスティがそんなことを感じられるって言うんだ。


　ラスティはオレの胸の上にそっと手を当てた。


「あ……」


　心臓がドキンとする。


　指先まで痺しびれてくる。


　これって、やっぱりアークのときと一いつ緒しよだ。あのときほど強い反応じゃないにしろ、すごく似ている。


　駄だ目めだ。このままじゃ、ラスティと……。


　オレは立ち上がろうとしたが、反対にラスティはオレを抱き寄せた。


「あっ……嫌だ……！」


　唇くちびるが押しつけられる。途と端たんに、身体がどうしようもなく熱くなってくるのを感じた。


　どうしよう。止められない。


　いや、止めなきゃいけないんだ。オレ、ラスティとこんなことしたくないし。


　力の入らない手でラスティの身体を押しやろうともがいていると、急にドアが開いた。


「私のものに手を出すな！」


　アークの声だ。


　オレを助けにきてくれた……？


　ラスティは手を離し、アークのほうを振ふり返った。


「俺にも権利はある！」


「長い間、卓哉と接せつ触しよくしていながら、宝玉の持ち主だとは気づかなかったくせに。そんなおまえに宝玉を自由にする資格も権利もない」


　え……？


　どういう意味だろう。


　ひょっとして、ラスティはアークの国から来たんだろうか。そして、宝玉と何か関かかわりがある……。


「兄上！」


　えっ、兄上？


　オレはポカンと口を開けた。


　じゃあ、ラスティも実は王子だったのか。ラスティにキスされたショックも吹ふき飛んでしまうくらい、オレは驚おどろいていた。


「おまえに兄上などと馴なれ馴れしく呼ばれる覚えはないな」


「たとえ母親が違っていても、兄弟なのは事実だからね。でも、卓哉のことだけは兄上でも譲ゆずれない。卓哉は俺が先に……」


「先に会ったからなんだと言うんだ？　卓哉は私のものになった。それは今いま更さら変えられない」


　オレはアークにそんな所有物扱あつかいされる謂いわれはない。どうせオレじゃなく、宝玉の話なんだろうが、今はそんなことよりラスティのことだ。


「あの……さ。二人は兄弟だったんだ……」


　ラスティはハッとして、こっちに向き直った。


「ごめん。騙だましていたわけじゃないんだけど、俺には普ふ通つうに接してもらいたくて」


　そういえば、オレ、アークのこと、さんざんけなしていたからな。ラスティも言い出しにくかったんだろう。


　確かに、最初、太郎はラスティと会ってクスクス笑っていたし、アークもラスティに命令していたし、ラスティに至ってはいきなりここに居い候そうろう宣言をしていたし、思い当たるフシがありすぎだ。


　子供の頃ころから何度もこっちに短期留学を繰くり返していたから、恐おそらくアークとはまったく別口の来日だったろうけど、こっちでの世話係みたいな太郎とは顔見知りだったわけだ。そして、アークがこっちに来ていることをオレの話から知って、合流することにした、と。


　ラスティが王子なら、身体のコントロールが利きかなくなったのも判わかる。それはやっぱりオレの体内に宝玉があるせいなんだ。


　でも、アークの場合とは反応の強さが違っていた。そもそも、今まで傍そばにいて、オレのほうはそんな気持ちになったことがなかったし。


　ひょっとして、母親が違ちがうということが、関係してるんだろうか。太郎によれば、アークは第一王子で、他ほかの王子とは別格だそうだし。


「どっちにしろ、第五王子のおまえには宝玉を所有する権利などない」


　アークは冷たく言い放ち、オレの腕うでを取って立ち上がらせた。


「あ……ちょっと……」


　アークに触さわられると、また身体からだの熱が戻もどってくるようだった。まるで猫ねこにまたたび状態って感じで、足あし腰こしに力が入らない。


「卓哉……！」


　ラスティに、こんなだらしないオレを見られたくない。でも、アークが触ふれた部分から、何か特別な力が流れ込んでくるような気がして、どうにも自分をコントロールできなくなっていた。


「だらしのない奴やつだ」


　アークはそう言うなり、オレを抱だき上げた。


「おっ、下ろせよっ」


「噓うそだな。おまえは私の腕の中にいるときが、一番いいはずだ」


　それは図星だった。


　身体も頭の中も何もかも、アークの腕の中にいると、ゾクゾクするような何かを感じる。なんというか、我が慢まんしていたものが手に入った、みたいな感覚だ。


　オレの身体、アークと初めて会ったときより、ずっとアークに馴な染じんじゃってる？


　信じたくないけど、ラスティにキスされたときとは全然違う感覚に、オレは認めざるを得なかった。


「兄上……！」


「卓哉に手を出したことは不問にしてやる。ありがたく思え」


　アークはそう言い捨てると、ラスティの部屋から出た。そして、向かう先は、やっぱりアークの部屋なわけで……。


「オレ……もう帰るからっ」


「我慢できないだろう？」


　それも図星だ。だが、抵てい抗こうもしなかったとなると、ますますオレは宝玉ごとアークのものってことになってしまうじゃないか。


　しかし、とうとうオレはアークの寝しん室しつに連れていかれてしまった。








「すごいベッドだな……」


　オレは寝ねかせられたベッドを見上げた。


　天てん蓋がいつきベッドなんて、あまりにハマりすぎだ。薄うすいベールみたいな白い布が優美な曲線を描えがいて、ベッドの周りを飾かざっていた。


「ベッドのことなんて、どうでもいい。私を見ろ」


　オレはアークに両りよう頰ほおを手で包まれて、視線を合わせる。


　それだけで、身体がジンと痺しびれてきて、もうまったく身動きできなくなる。身体中を歓かん喜きの衝しよう動どうが駆かけ回るんだ。


「オレの身体、変だ……。今日はまだあんたに『大事だ』とか言われてないはずなのに」


　あの言葉を言われるとおかしくなるんだって思っていたのに。違ってたんだろうか。何か宝玉が発動するようなこと、言われたかな。


「何度もおまえと身体を重ねたのだ。宝玉はもう私と強きよう烈れつに惹ひき合うようになっているに違いない。それこそが、おまえが私のものである証しよう拠こ」


「冗じよう談だんじゃないぜっ。オレは……あんたのものなんかじゃない！」


　アークはオレの顔を見つめたまま、ふっと笑った。目がいつもより優やさしくなっている。オレ、この目に弱いのに……。


「なんで笑うんだよ。あんたが欲しいのは、オレの中の宝玉だけだろ？」


「そうだ」


　あっさり肯こう定ていされて、ズキンと胸が痛む。


　馬ば鹿かだ。オレ……。


　こいつは宝玉を取り出すためなら、オレが死んだって全然構わない奴なんだから、そんなふうに返事するのは当たり前なんだ。


「だが、もうおまえも宝玉も見分けがつかなくなってきた。おまえとこうしていると、絶え間なく欲望が湧わき出てくる」


　つまり、オレが感じているのと同じくらい、アークも感じてるってことだろうか。


「オレ、あんたのこと、なんとも思ってないはずなのに、身体が勝手に暴走してる。どうにかなってしまいそうなんだ……」


　どうして、ここまでオレの身体はアークを求めているんだろうか。本当は宝玉じゃなく、オレがアークを恋こいしがっているのかって思うくらい。


　いや、そんなはず、絶対にない。アークだって……そうなんだから。


「私も同じだ。おまえのことなど、なんとも思っていない。だが、おまえにばかり目が行く。おまえのことが気になる。おまえの身体に触れたくなる……」


　アークの手がオレの身体を撫なでていく。それだけで、オレはイッてしまいそうなくらいの快感を覚えた。


「……アークはオレのこと、死んでもいいと思ってるくせに……」


　それなのに、なんで愛の告白みたいなことを口にするんだろう。結局、欲しいのは宝玉だけのくせに。


「そのはずだった。だが……」


　アークの紫むらさきの瞳ひとみがオレを熱く見つめる。


「用があるのは、おまえの身体の中にある宝玉だけ。それなのに、どうしてこんなにおまえに惹きつけられてしまうのか、判らなくてイライラしてくる」


　胸がドキンと鳴る。


　それが宝玉のせいなのか、なんなのか、オレには判らない。だけど、アークが少しでも、オレを人間として見てくれてるんだってことが判って、嬉うれしかったんだ。


　下げ賤せんな者だとか、いつもなんか見下した言い方をしていたのに、本当はオレのこと、そんなふうに見てたのかって。


　でも、それが嬉しいのも、やっぱり宝玉にコントロールされてるからなんだろうか。それとも、これはオレの本当の気持ちなのか……。


　自分の胸に訊きいても、判らない。きっとアークだって、判らないに違いなかった。


「とにかく、今はおまえが欲しい」


「えっ、でもっ……」


「止まらない。おまえもそうだろう？」


　紫の瞳に見つめられると、オレはそうじゃないなんて、とても言えなかった。身体はもうさっきから反応している。恥はずかしいけど、どうしようもなかった。


「少なくとも今は……おまえだけが『大事』だ」


　アークが意図的にその言葉を遣つかったのは判っている。だが、それによって、一気にオレの身体の熱は増した。そして、それに反応したように、アークの眼まな差ざしも熱くなる。


　もう……ダメだ。


　身体ごと……心までもがアークへと引き寄せられていく。


　アークは唇くちびるを重ねてきた。


　身体の中を走り抜ぬける快感。


　眩暈めまいがしそうだった。ラスティとのキスなんか、どうでもよくなってしまうくらい、アークとのキスは強烈だった。


　舌が絡からみ合う。唾だ液えきが混じる。


　心臓がドキドキして、そのたびに、オレの身体はより一層、気持ちよくなっていくんだ。


　全身が媚び薬やくに冒おかされているみたいなんだ。アークには何をされても、オレは感じてしまう。まだ三度目なのに、これまでのエッチの快感をはるかに凌りよう駕がしている。


　アークはオレのブレザーを脱ぬがす。そうして、ネクタイを解ほどいた。


　今日はシャツのボタンもひとつずつ外していく。その丁てい寧ねいな仕草に、愛情みたいなものを感じるけど、そんなのやっぱり気のせいなんだろうな。


　でも、気のせいでもいい。オレはアークにすごく大事にされて、守られているような気持ちになっていた。


　いや、アークが本当に大事で守りたいものは、宝玉なんだけど。


　アークはオレの胸の中央、左寄りの部分にキスをした。


「ああっ……」


　宝玉が反応している。


　アークとひとつになりたいという気持ちが大きくなっていく。


　まさしく、オレは宝玉に操あやつられているんだろう。だけど、それがもうオレの気持ちと同化してしまっていて、何が本当のオレの考えなのか、判わからなくなっていた。


　アークはオレの下半身を脱がせた。


　もう我慢できなくて、まるで誘さそうように、自分から足を開いていく。


「こんなオレ……見ないでくれよ……」


　すすり泣くような声で、オレは哀あい願がんした。


「何な故ぜだ？」


「嫌いやだ、こんなオレ……。なんで、あんたに足を開いているんだか……。でも、なんかもう、我慢できないんだ。おかしくなってしまう……」


「心配するな。私も同じだ」


　アークはオレの足を持って押し上げる。そうして、後ろの部分へと顔を埋うずめていった。


　温かい舌がオレの大事なところを丁寧に舐なめる。そこがまるで愛いとしいものであるかのように。


「あっ……あん……」


　オレはその部分を舐められただけで、たまらない気分になってくる。


　アークの唾液は媚薬そのものなんだろうか。少なくとも、オレにとってはそうみたいだ。さっきより、その部分が疼うずいている。


　やがて、アークの指がオレの中に挿そう入にゆうされる。


「そんなに締しめつけるな」


「だ、だって……」


　身体からだがアークを求めている。


　こんな指なんかじゃなく……もっと確かなものが欲しい。そう思ってしまう自分が怖こわいのに。


　指がオレの内部の敏びん感かんな部分を擦こすっていく。


　すごく気持ちいいのに、まだ物足りない。今にもイキそうだったけど、それでもまだアークだけを求めている自分がいた。


「は……早く……ぅ」


　たとえ、何回イッたとしても、オレの身体はアークに抱だかれないと、きっと満足しないんだ。


　もう、なんだっていい。


　オレは自分の身体を満足させることしか考えられなかった。それもまた、宝玉に操られているのかもしれないけど。


　それでもいいんだ。


　オレはアークが欲しくてたまらない。


　アークは指を引き抜くと、着ていたものを脱いだ。


　ドキドキする。


　アークのものが押し当てられ、オレの中へと入ってくる。


「あぁ……アーク……！」


　オレは悲鳴のような声を上げて、アークにしがみついた。


　裸はだかの身体が触ふれ合う。


　身体中が歓かん喜きの嵐あらしだ。オレの身体はアークに抱かれることを、こんなに望んでいたんだって、改めて思った。


　変でもいい。


　宝玉に操られていたっていい。


　オレは今、すごく幸せだった。


　アークはオレを強く抱きしめる。きっとアークもオレと同じ気持ちなんだろう。


　そう思うと、余計に嬉しくてならなかった。


　アークがオレの中で動いていく。快感が次し第だいに膨ふくれ上がり、オレはアークにしっかりと足を絡みつかせる。


　まるで、恋こい人びと同士みたいに。


　オレはどこまでもアークと一いつ緒しよに究極のエクスタシーを感じていた。








　今日は一度ではやめてくれなかった。自分の部屋でもう歯止めがかからなかったからだろう。オレも一度では熱が収まらなかった。


　続けて何度もエッチをした後、ようやくアークはオレの身体から離はなれた。


「汚よごれたな」


　アークは精液で汚れた自分とオレの身体を見比べた。


　オレは思わずアークの腕うでをつかむ。


「頼たのむから、オレの身体、太郎に拭ふかせたりしないでくれ」


「太郎に拭かれるのは嫌か？」


「誰だれだって嫌だ。こんなところ、誰にも見られたくない。後始末くらい自分で……」


　オレは起き上がろうとしたが、身体に力が入らない。すべての力を使い果たしたって感じだ。


「無理するな。おまえの身体、私が綺き麗れいにしてやろう」


「えっ……」


　アークはオレを抱き上げた。


「ちょっと待てよ。オレをどこに連れていく気なんだ？」


「心配しなくていい」


　アークは入り口のドアとは違ちがうドアを開く。そこは洗面所になっていて、シャワールームもついていた。


　そうか。ここは元々、お金持ちの家だもんな。シャワールームくらい部屋についていたって、当たり前かも。


　それにしても、アークがオレの身体を綺麗にしてやろうなんて言い出すとは思わなかった。オレに自分の靴くつさえも脱がさせようとしていた奴やつなのに。


　オレを下ろし、アークはシャワーのノズルを手に取る。


「えっ、そんなの、扱あつかえるんだ？」


「……私をなんだと思っている？」


「王子様は自分で身体を洗わないって思っていたからさ」


「まあ、これの使い方を覚えたのは、ここに来てからだ」


　なんだ、やっぱりそうだったのか。


　アークの王子っぷりは並みじゃなかったからな。ここはアークのいた王宮よりは、召めし使つかいの人数は少ないだろうし、自分の身体くらいは自分で洗おうってことになったのかもしれない。


　アークはオレの身体にシャワーをかける。


　温かいシャワーがオレの疲つかれを癒いやしてくれる感じがして、すごくゆったりとした気持ちになってくる。シャワーくらい自分で浴びられると、普ふ段だんのオレなら思うところだけど、本当に立ってるのもやっとなんだ。


　アークはオレの身体を支えながら、ゆっくりとシャワーをかけていく。そうして、ボディーシャンプーの泡あわで、優やさしく撫なでる。


　気持ちいい……けど、体力が残ってないせいで、強い反応は起こらない。なんかこう、幸せな気分になってくる。


　おかしいよな。男に撫でられて、幸せなんてさ。


　しかも、オレとアークは別に仲がいいわけでもなんでもない。どちらかといえば、普段は悪いほうなのに。


　それでも、あんなに何度も身体を重ねたら、心も近くなってきてるんだろうか。それとも、これはやっぱり宝玉に感情を操られているだけなのか……。


「卓哉……」


「ん……」


　アークはキスをしてくる。


　ますます身体から力が抜ぬけていきそう。オレは必死でアークの身体にしがみついた。そうでないと、立っていられない。


　二人とも、泡だらけになったまま、何度も何度もキスを繰くり返す。


「オレ……もうダメ……」


　アークはクスッと笑った。


「何がダメなんだ？」


「身体からだの中で何かくすぶってるけど、体力がついていかないんだ……」


　だから、気持ちいいけど苦しい。


「悪かった」


　アークはめずらしくオレに謝った。


　いつもこんなに優しかったら、俺もアークのことをそんなに嫌きらわずに済むのにな。偉えらそうにしていても、王子様だから仕方ないって思えるのに。


　アークはシャワーで泡を洗い流した。


　そして、オレは身体を拭いてもらって、ベッドへと連れていかれる。もう、何から何までしてもらっているんだ。


「オレ……そろそろ帰らなきゃ」


　今、何時だろう。かなり長い間エッチをしていたから、もう遅おそい時間だと思う。


「今日はここに泊とまれ」


「えっ、でも……」


「一人で帰れるのか？」


　それは無理。オレはアークの助けがないと、どうにもこうにもならなかった。


「……じゃ、お言葉に甘えて」


　オレはそのへんに放ほうり投げられていた下着を拾おうと身を屈かがめた。ところが、アークが先にそれを拾い、ちょっと離れたところにあるソファの上へと投げてしまった。しかも、他ほかの衣類も同様に投げられていく。


「何するんだよ？」


「そのままで寝ねろ」


　つまり、この間みたいに裸はだかで寝ろってことなんだ。当然、アークもそのままってことだろう。


　この間は失神して、朝まで眠ねむっていたから、自分の意思でやったことじゃないんだけど、改めて裸でベッドに入るのも、アークと自分のこうした行こう為いを認めているようで、なんだか嫌いやだな。


　いや、何度も何度もエッチしておいて、今いま更さらかもしれないけど。


　オレはちょっと迷ったものの、身体がきつくてベッドに寝転んだ。すると、アークはサイドテーブルの上にある明かりだけをつけて、オレの隣となりへと潜もぐり込んでくる。


　裸の身体が触ふれ合う。


　さっきあんなに抱だき合っていたのに、軽くドキドキしてくる。


　本当にこんな自分の身体が不思議でならない。


「なんかさ……これじゃ恋人同士みたいだ」


「そうだな」


「そうだなって、あっさり認めるなよ。二人とも、宝玉に操あやつられてるだけなのに……」


　アークの手がオレの髪かみを撫でる。たったそれだけのことなのに、ドキッとして、オレはなんとなくアークの胸むな元もとに顔を埋うずめた。


　馬ば鹿かなことしてるって自覚はある。けど、こうしてると、落ち着くんだ。


「私も不思議だ。宝玉を持っていれば、誰とでもこうなるのかと思うと……」


　胸がズキンと痛む。


　なんだろう。この痛みは。


　アークは宝玉を体内に持つ者なら、誰でも抱くのか。そして、オレは王族の者になら、誰にでも反応するんだろうか。


　確かに、オレの身体はラスティにも反応していた。アークほど強い反応じゃなかったけど。


「だが……本当に嫌な相手と、こうして抱き合うことなどできない。一度目なら制せい御ぎよできなくても、二度目以降は……」


　アークはオレの身体をギュッと抱きしめた。


「おまえを手放したくないという気持ちが、宝玉に操られている結果であるなら、それでもいい」


　胸の奥から喜びにも似た感情が湧わき起こる。


　それさえも、宝玉に操られているのかもしれないけど……。


　オレも、それでいい。今はこうしていることが幸せなんだから。


「不思議だよな。オレは男なんかに興味もなかったはずなのに」


　そう言いながらも、オレはアークの背中に手を回していた。


　二人の鼓こ動どうが重なっていく。


　気が遠くなるほどの心ここ地ちよさを感じる。これが噓うその気持ちだって、構わないんだ。


「あのさ……アークのこと、もうちょっと教えてくれよ」


「私のこと……？」


「うん。アークのこと、宝玉のこと、エスランドル……だっけ？　アークの国のこと、オレはまだよく判わからない。というか、なんか、オレは正確な情報を与あたえられてない気がするんだけど」


　アークは少しの間、黙だまっていた。


　気を悪くしたのかと思ったが、やがて口を開く。


「エスランドルは……こことは何もかも違ちがう世界だ。おまえに説明しても、理解できないと思う。逆に、エスランドルの民たみにここのことを説明しても、そんな世界があることすら信じてもらえないだろう」


　違う世界って……。


　自然のことわりが違うとかいう、アレだろうか。確かに、意味は判らないが、それでも説明は受けたかった。


　最初から、何も判らないと決めつけられたくない。


「なんだっていい。話してくれよ」


　アークは軽く溜ため息いきをつきながら、オレの髪を撫でた。そうして、オレの額に軽くキスをする。


「宝玉は人の想おもいに反応して、物質化現象を起こす。いわば願いをかなえる石だ。いや、石の形をしているだけで、古くは生き物だったという伝説もある。だが、ただ願いをかなえるだけのものではない」


「確か、見返りを要求するって……」


　オレは母さんのことを思い出して、胸がズキンと痛んだ。


「少なくとも願いに充じゆう当とうするエネルギーを与えなければならない。エスランドルの王族の人間は、普ふ通つうの人間よりはるかに高いエネルギーを持っている。だからこそ、国を守護するために王族は宝玉を使い、宝玉は新たなエネルギーを得る。エスランドルでは、その共存関係がもう何代にも渡わたって続いてきていた」


　共存関係だから、こんなにも惹ひき合ってしまうのか。でも、石の姿のままなら、猫ねこにまたたび状態でエッチになだれ込むことなんて、考えられないし、なんでこんなことになってるんだか、オレにはよく判らない。


「アークは石に欲情するわけじゃないよな？」


「当たり前だ」


「じゃあ、どうして、オレ達、こんなことになってるんだ？」


「宝玉は人間を惹きつける匂においを発する。とりわけ王族にはよく効く。が、もちろん石に欲情などはしない。しかし、それが人の姿をしていれば別だ」


「じゃあ、体内に宝玉を持ってるってことは、宝玉が人の姿をしているのと同じってことなのか？」


「そうだ。だから……抱きしめたくなる。甘い匂いを存分に嗅かいで、身体をひとつにしたくなる……」


　気がつくと、オレはアークに見つめられていた。紫むらさきの瞳ひとみに魅み入いられたように、オレも視線を合わせる。


　体力がないから、もう欲情とまではいかないが、まだ身体の中で何かがざわめきだすような、変な感覚があった。


「あ、あのさ……」


「判っている。今夜はもう抱かない」


　ゲッ、今夜ってことは、またこんなことが繰くり返されるんだろうか。


　やっぱり、オレは男に抱かれて気持ちよくなることに、抵てい抗こうがあった。確かに、自分の欲求に従うと、すごく気持ちいいし、幸せだけど。


　それにしても、不思議だ。オレとアークの間には、離はなれられないくらい強い絆きずなが出来上がってしまっている。


　それも、すべて宝玉ゆえに……。


「オレさ……階段のところで、あんたと太郎が話しているのを聞いたんだ」


　アークの瞳が見開かれた。最初は人の心なんて意に介かいしてもいないような、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな王様に見えたけど、本当はそうじゃないんだな。オレの気持ちも思いやってくれるんだってことが、その目からは読み取れた。


「めずらしい石なんか拾わなきゃよかったって、思った。そうすれば、母さんが死ぬことはなかったんだって……」


　もう泣かないつもりだったのに、やっぱり涙なみだが出てくる。


　母さんはオレの容態が悪化して、死にかけていたとき、手を握にぎって何度も名前を呼んでくれた。あのとき、母さんは必死で神様に祈いのっていたんだろう。


　そして、宝玉はその祈りに反応して、オレの命を助け、母さんの命を奪うばったんだ。


「それは違う。拾わなければ、おまえが死んでいた。子を失う母の気持ちは何よりもつらいと聞く。おまえの母は自分の命を捧ささげたことを後こう悔かいしてないはずだ」


　アークはオレの涙を指で懸けん命めいに拭ふこうとしていた。


　不器用な手つきで。


　王子様なんだから、他人に目の前で泣かれたことはないだろう。まして、こうして涙を拭くことなんて、初めてなんじゃないだろうか。


　そう思うと、オレは自分の気持ちの乱れが治まってくるのを感じた。


　オレと母さん、どちらかが死ぬ運命だったのなら、母さんは自分を犠ぎ牲せいにしてオレを助けるだろう。つらいけど、オレは悲しむんじゃなくて、母さんに感謝しないといけない。


　オレの命は宝玉だけじゃなく、母さんの心によって生かされているんだ……。


　胸に手を当てると力強い心臓の音がする。アークはオレの手の上から自分の手を重ねてきた。


「あ……」


　アークの手に心臓が反応しているのが判る。


「オレは……宝玉を取り出すと、死んでしまうんだろう？」


　すぐに死ななくても、元々、大人になるまで生きられないと言われていたんだ。宝玉の助けなしで、オレの心臓が今までどおり動くとは限らない。


「おまえを死なせたりしない」


「オレも死にたくない。母さんがくれた命を手放したくない」


　もちろん今までだって、死んでもいいなんて、考えたことはなかった。だが、今日からはもっと自分を大事にする。それが、母さんの気持ちに応こたえる手段だって思うんだ。


　アークには悪いが、宝玉をオレは手放さない。天てん寿じゆをまっとうするまで、絶対に生き続けてやるんだ。


「私はおまえが羨うらやましい。母親が子供を守る場面は何度か見たことがある。だが、私の母は到とう底てい、私を守ってはくれないだろう」


「あ……太郎に聞いたけど、アークのお母さんは王宮にいないんだって……」


「太郎がそんなことを言ったのか……。そうだ。母とは公式の行事でしか顔を合わせない。たまに顔を見ても、儀ぎ礼れい的な言葉しか交かわすことはなかった。それでも、子供の頃ころは母親というものに憧あこがれていた時期もあったが……」


　アークはちょっと笑った。


　だが、その笑え顔がおがすごく淋さびしげに見えてしまって、オレはなんて言ったらいいのか、判らなくなった。


　オレの犠牲になって死んだ母さんのことで、アークに自分の母親の冷たさを思い出させてしまった。わざわざ太郎に聞いたことまで、喋しやべらなくてもよかったのに。


「ごめん。オレ……」


「謝る必要はない。普通の母親は子供を愛し、育てる。だが、私の母はそうではなかった。それだけだ」


　それだけが重要なことなのに。


　アークは王宮でずっと一人ぼっちだった。たとえ、たくさんの召めし使つかいがアークに仕えていたとしても、それは母親とは違う。


　オレは思わずアークの唇くちびるに、自分の唇を押しつけていた。


　アークのお母さんの代わりなんかできないけど、少しでも元気づけたかった。オレが母さんから受けた優やさしさを、少しでも分けてあげられたら……って思ったんだ。


　唇を離すと、驚おどろいたようにアークはオレを見つめていた。


　なんだか、自分のしたことが恥はずかしくなってくる。オレのキスくらいで、アークを慰なぐさめてあげられるなんて思ってなかったけど、少しでもそんな思い上がりがあったことが恥ずかしい。


　だいたい、オレ達、恋こい人びと同士でもなんでもないのに。


　しかも、なんでオレからキスしてるんだか。


「オレ、もう寝ねる……」


　アークに背を向けて、目を閉じる。


　だけど、アークの手がそっと伸のびてきて、オレを後ろから抱だきしめた。


「私を慰めてくれるのか？」


　アークの息が耳にかかる。


「あ……ごめん。オレ、余計なことしちゃって」


「余計なことではない。今の私には必要なことだった」


　アークの手がオレの胸の上に重ねられる。


　胸の中がふんわりと温かくなっていく。これは宝玉の反応なのか、それとも、オレの心が嬉うれしがっているからなのか。


　どちらにしても、アークはオレの気持ちを受け取ってくれたんだ。


「おまえの母親が救った命、今度は私が守る」


「でも……アークは宝玉を取り出して、持って帰らないといけないんだろう？」


「きっと、なんとかなる。太郎が文ぶん献けんを探している。過去、体内に宝玉が入ってしまった例があるのだから、無事に取り出せる方法もあるはず。そして、おまえと似たような事例もどこかにあったかもしれない」


　そうであってほしい。宝玉も無事に取り出せて、オレも死なずに済む方法があれば、これほどいいことはない。


　だけど……。


　たとえ、その方法が見つからなかったとしても、オレは死にたくない。生き続けたいんだ。


「こっちを向いてくれ」


　傲ごう慢まんな命令ではなく、アークは柔やわらかい言い方をした。


　オレはおずおずとアークのほうに向き直る。


　紫の瞳がオレをじっと見つめたかと思うと、顔が近づいてきた。


　唇が重なる。


　それは何かの誓ちかいのようだった。








　翌朝、目が覚めたとき、アークはオレの隣となりにいなかった。


　服を着て、オレの寝顔を覗のぞき込んでいたんだ。


「何……してるんだよ？」


　寝顔を見られていたのが恥ずかしくて、照れ隠かくしにオレはわざとぶっきらぼうに言った。


「嫌いやな予感がする。服を早く着ろ」


　アークは真ま面じ目めな顔でそう言うと、オレに服を渡わたした。


「何かあったのか？」


「今は何もない。だが……何か起こるかもしれない」


　ふと見ると、アークは腰こしにベルトみたいなのを巻きつけ、そこにはどう見ても剣けんみたいなのがぶら下がっていた。


　ビックリしながらも、オレは言われたとおりに服を着た。何かあったときに、全ぜん裸らじゃどうしようもないからだ。


　でも、何が起こるって言うんだろう。


　半信半疑のまま身み支じ度たくをして、アークと一いつ緒しよに食堂へと向かった。


　テーブルには、ラスティが着いている。ラスティはオレの顔を見て、一いつ瞬しゆん目を丸くしたかと思うと、微ほほ笑えんだ。


「泊とまったんだ？」


　う……。今のは、エッチしたのかと訊きかれたような気がしたぞ。


　恥ずかしいが、泊まったのは本当だから、うなずく。


「宝玉がどこにいるのかも察知できないのか？」


　アークは見下したような態度で、テーブルに着きながらラスティに言った。


「兄上ほど高度なセンサーは持ってないんだ。仕方ないだろう？」


「なるほどな。王族の血を半分しか受け継ついでないから、仕方ないというわけか」


　太郎の話だと、第三王おう妃ひが平民の出だったよな。ということは、ラスティは第三王妃の王子なのか。でも、第二王妃はどうなんだろう。太郎はアークのことを王族の中の王族で、王子の中でも別格なんだと言っていたけど。


　なんにしても、長年オレの傍そばにいながら、宝玉の持ち主とは気づいてなかったラスティは、アークほど宝玉との結びつきは濃こくなかったってことだろう。


　オレも、ラスティと一緒にいて、そんなに危あやうい何かなんて、感じたことなかったんだから。


　それにしても……。


　オレ、ラスティともキスしたんだっけ……。


　テーブルに着き、ボンヤリとラスティの顔を見ていたら、目が合ってしまった。


「卓哉、昨日は本当にごめん。あんなことするつもりじゃなかったのに、ついフラフラと……。これからは気をつけるから」


「う、うん。まあ、ラスティは親友だから、許してやるよ」


　他ほかに言いようがない。あんなことで、長年の友人は失いたくない。ラスティが王子様だとしても、オレには関係ないことだし。


　それに、オレだって、ちょっとは反応してしまった。恐おそるべき宝玉の力ってところだな。


「二度と私のものに手を出すな」


　アークは偉えらそうに言い渡す。ラスティはそれを聞いて、ちょっと嫌そうな顔をした。


「……判わかってるよ。卓哉も兄上でなければダメなようだし」


　ラスティにもそう思われてしまったか。でも、実際、オレの身体からだはそうみたいだ。


「でも、卓哉のこと、もうちょっと考えてやってほしいんだ。宝玉を取られたら、卓哉はたぶん長くは生きられない。それでも、エスランドルを救うためだったら、兄上は宝玉を取り出すほうを選ぶつもりなのか？」


「おまえと私の立場は違ちがう。私には国を守る義務がある」


　アークの言い方は冷たかった。それじゃ、オレよりエスランドルを選ぶということだ。でも、昨夜ゆうべ、アークはオレを守ると言ったよな。


　あれは噓うそだったのか。それとも、あれのほうが本心だったのか……。


　思わず、オレはアークのほうを見てしまった。すると、アークの目がこちらに向けられる。


　紫むらさきの瞳ひとみ。


　冷たい視線ではなく、厳しくも優しい眼まな差ざしだった。


　それを見た瞬間、オレはアークに裏切られたりしないんだって思った。オレは安心していていい。アークに任せていれば、すべていいようにしてくれる。


　胸の中にあったかいものが広がっていく。


「でも、兄上。卓哉の中にある宝玉は……」


　そのとき、アークは何かに気づいたように、急に鋭するどい目つきになった。


「何も喋しやべるな。今、嫌な波動を感じた」


「俺は何も感じないけど」


「卓哉と一緒にいるせいか、感覚が鋭えい敏びんになっている。ざわざわと嫌なものが近づいている。今の話、聞かれたかもしれない」


　アークは立ち上がり、腰の剣を抜ぬいた。そして、オレのすぐ傍に立つ。


　オレはアークが剣を抜いただけでも驚いたが、その刃はが尋じん常じようでない光を放っていることに、もっと驚いた。


「ここで働いている人達、ビックリするよ」


「彼らには暗示が与あたえられている。私達のすることを見ているようで、何も気づいていない」


　暗示って、昨日、太郎がやっていた催さい眠みん術じゆつみたいなものだろうか。それで、ここの屋や敷しきを乗っ取ったんだったりして。


　でなきゃ、住人だけがそっくり入れ替かわり、使用人がそのままなんて、おかしいからな。


「太郎はどこにいる？」


　アークの質問に同じく立ち上がったラスティが答えた。


「文献のことで家に帰っていたけど、もう戻もどってくるはずだ。朝食の時間だから」


　すると、ドアが開いて、太郎がニコニコしながら入ってきた。


「遅おそくなって申し訳ありません。……あれ？　アーク様、どうなさったんですか？」


　太郎は不思議そうに剣を抜いているアークを見つめた。アークは目を細めて、じっと太郎をにらんだ。


「おまえが道案内をしたのか？」


「えっ？」


　太郎は首をかしげた。


　道案内って、なんのことだろう。そんなことをオレがボンヤリ思っていると、太郎の後ろの何もないはずの空間に黒い霧きりのようなものが染しみ出してくる。


　見間違い……じゃない。


　太郎はハッと振ふり返る。


　その黒い霧から、黒くろ装しよう束ぞくの男が現れた。


　いや、黒装束といっても、別に忍にん者じやの格好をしてるわけじゃない。アークと同じで時代がかった服にマント姿で、そのどれもが黒だったんだ。


　そして、銀色の長い髪かみ……。


　禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを持っているのに、外見は非常に美しかった。オレは突とつ然ぜん現れた男に驚おどろきながらも、宝玉が心臓を動かすようなことがあるんだから、何もないところから人が出てきても、アリなのかなって思った。


　いや、最近いろいろあったから、オレも不思議なことに対してちょっと鈍どん感かんになってきてるのかもしれない。


　明らかに、変なんだけどさ。


　最初にあの交差点で太郎に会ったときから、オレはきっと不思議な世界に足を突つっ込んじゃったんだよ……。


　ていうか、こいつ、あの交差点にいた男じゃないか。オレが何度か見ては、見間違いかと思った奴やつ。確か、太郎と話していたような……。


「キリアス様！　どうしてここに？」


　太郎はこの男とどうやら知り合いらしい。しかも、様付けしているところを見ると、身分の高い人間らしい。


「理由を訊くのか？　おまえは俺のすべてを知っているというのに？」


　キリアスと呼ばれた男は太郎を一いち瞥べつすると、そう言った。太郎は血相を変えて、彼の腕うでに手をかけた。


「おやめください！」


「下がれ、エバン。俺はじっと機会を窺うかがうのに飽あきた」


　キリアスは太郎を振り払はらい、前へと足を踏ふみ出した。


「おまえがエスランドルの第一王子、アークティアスだな？」


　キリアスは腰こしに下さげた剣けんを引き抜き、アークに尋たずねた。


「誰だれだ、おまえは？」


　アークは落ち着いた態度で、オレを庇かばうように前に立った。


「キリアス・パール・ファリアード。この名を聞いたことくらい、あるだろう？」


「ああ……あの、追放された闇やみ王子だな。今は刺し客かくに成り下がったというわけだ」


　アークは思いっきり見下したような言い方で、相手を挑ちよう発はつする。


　なんで、こんなに刃物を持っている奴を相手に、堂々としていられるんだろう。アークも剣を持っているからなのか。


　こんな状じよう況きように陥おちいることなんて、普ふ通つうはないから、オレはドキドキしてくる。


　もし、アークが怪け我がでもしたら、どうしようって。


「成り下がったわけではない。それに……」


　キリアスはニヤリと笑った。


「その子供の体内に宝玉があるのか？」


　子供……って、オレ？


　いや、突っ込むところはそこじゃない。アークが言ったとおり、さっきの話、聞かれていたのかもしれない。


　というか、太郎はこいつと知り合いらしいし、そのことを喋っちゃったのかも。


「なんのことだ？」


「ごまかそうとしても無む駄だだ。第一王子のおまえがこっちの世界に来たのは、宝玉を追ってのことだと聞いている」


「エバンに聞いたのか？」


　アークは太郎のほうをじろりとにらむ。太郎は困ったような顔をして、キリアスとアークの顔を見比べていた。


「エバンが本当のことを言っているとは限らないぞ」


「はぐらかしても無駄だ。宝玉を宿している子供の話はこの耳で聞いたことだ」


　あ、やっぱり聞かれていたんだ。


　キリアスはアークの後ろから顔を出していたオレに視線を向けた。


「その子供、俺に寄よ越こせ」


「断る」


「では、奪うばい取るまでだ！」


　キリアスは剣をひらめかせて、常人ではあり得ない跳ちよう躍やく力りよくでこちらに襲おそいかかってきた。


　アークはオレを庇いながら、剣を交える。


「卓哉！　こっちに……」


　オレはラスティに腕を引かれて、後方へと下がった。確かにオレがいると、アークの邪じや魔まになる。でも、このままじゃ、アークはどうなるんだろう。


「ラスティ！　アークが……」


「大だい丈じよう夫ぶ。あの剣が兄上の手にある限り無敵だ。とりわけ魔族に対して、あの剣は有効だ」


「魔族……って、なんなんだよ？」


「魔術を使う部族のことだ」


　なんだか意味が判わからないが、もうなんだっていい。ていうか、何もかも全部、あり得ないことだらけだから。


　とにかく、オレはアークの勝利を信じるしかなかった。


　もし、アークに何かあったら……。


　考えるだけで恐おそろしい。これも宝玉に操あやつられているだけかもしれないが、身体からだが震ふるえてきて仕方なかった。


　できることなら、アークに加勢したい。だけど、剣なんか持ってないし、持っていたとしても、全然使えない。オレはここでじっと二人の戦いを見守るしかなかった。


　キリアスの剣がアークの腕をかすっていく。


　アークの白い服が血に染まる。


　それを見た途と端たん、オレの頭の中はカーッとなった。なんだか判らないけど、怒いかりで真っ赤になる感じだ。


「アーク……！」


　オレは制止するラスティの腕を振り切って、アークに駆かけ寄る。


「馬ば鹿か。来るんじゃない！」


「卓哉！」


　アークがオレを振ふり返る。ラスティがオレを止めようと手を伸のばす。


　それがまるでスローモーションみたいに見えて……。


「もらった！」


　オレはキリアスに抱き寄せられていた。


「放せ！」


　もがいても、キリアスの腕はオレにしっかりと絡からみつき、離はなれない。そうするうちに、黒い霧きりのようなものが、オレとキリアスを包んでいく。


　そうして、オレはそのまま暗黒の中へと連れ去られてしまったんだ。








　目が覚めると、オレは薄うす暗ぐらい場所に寝ねかされていた。


　いや、単に寝かされているわけじゃなくて、手足がまったく動かない。何かに拘こう束そくされているわけでもないのに、どうやっても動かなかった。


　オレ……生きてるのかな。


　実はもう死んで、あの世にいるんだったりして。


　でも、本当にあの世にいるんだったら、母さんが迎むかえにきてくれそうなものだ。こんな薄暗い場所に寝かされるような悪いことは、してないつもりだし。


　目を凝こらしてみると、オレが寝かされているのはベッドだった。他ほかに家具もある。広い部屋じゃなかったが、ごく普通の寝しん室しつといった感じだ。


　ドアが開き、部屋に明かりが灯ともる。


　キリアスが猫ねこのようなゆっくりとした足取りで部屋に入ってきた。


「目が覚めたらしいな」


「あんた……オレをどうする気だっ？」


　オレは懸けん命めいに手を動かそうとしたが、どうしてもダメだった。


「おとなしくしろ。まあ、暴れたところで、状況は変わらない」


「なんでオレの手足が動かないんだ？　どうなってんだよ？」


「魔術で動かないようにしているだけだ。どのみち、ここから逃にげられないが、念のためということだな」


　そうか。動かないのは、魔術をかけられてるせいなのか。


　それでホッとするのも間ま違ちがっているが、とりあえず身体に異状はないらしい。


「で、オレをこんなところに連れてきて、どうする気なんだ？」


「おまえの身体の中には宝玉があるそうだな」


「さ、さあ……。オレは知らない」


　今いま更さらだけど、とぼけてみた。


　すると、キリアスは馬鹿にしたような笑い声を立てた。


「俺にも判る。おまえの身体から特別な匂においが漂ただよってきていることが」


　そういえば、太郎も判ると言っていたよな。太郎もどこか得体が知れないし、キリアスに至っては魔術を使うらしいし、王族を惹ひきつける匂いにも反応できるのかもしれなかった。


　ただ、オレのほうは、王族に対するときと同じような感じにはならない。宝玉が反応しないどころか、嫌いやがってるんじゃないかって気がする。


　理由はないけど、なんとなく……。


　キリアスに対して、心を許せないんだ。まあ、アークを傷つけた奴やつだし、どうも敵みたいだから、許せなくて当たり前か。しかも、オレはこうして捕とらえられ、身体の自由を奪われている。


「甘くていい匂いだ……」


　気がつくと、キリアスの顔がすぐ近くにあった。


　遠くからでは判らなかったが、キリアスの瞳ひとみは琥こ珀はく色いろだ。長い銀ぎん髪ぱつと相まって、オレはなんとなく猫を連想した。


　だって、鼻をオレの胸に近づけて、クンクン匂いを嗅かいでるし。


　あれ、ひょっとして、これってなんかマズイ……かな。ひょっとして、猫というより、狼おおかみだったりして。


　キリアスはオレのシャツのボタンを外して、胸の上に手をかざす。


「確かに……エネルギーを感じる。ココだな」


　いきなり剣けんを抜ぬくと、キリアスはオレの胸に狙ねらいを定める。


「ちょっと……待てよ！」


「今、おまえの身体から宝玉を出してやる」


「いや、出されたら、オレ死んじゃうし。ていうか、剣で胸を切り裂さかれたら死ぬ！」


「俺は別におまえが死のうが生きようが関係ない」


　それはそうかもしれないが、いきなり人の身体を切り裂こうとするなんて、ひどい奴だ。


「太郎が言ってた。無理に取り出すと、宝玉が傷つくって」


　キリアスは眉まゆをひそめた。


「太郎とは誰だれのことだ？」


「あ……本名はエバンとか言ったっけ。そのエバンがそう言ったから、ずっと取り出されずに放置されてたんだ」


　キリアスは少し考えて、剣をさやに収めた。だが、名残なごり惜おしそうにオレの胸を撫なでる。


「惜しいな。ここにあると判っているのに、取り出せないとは」


「なんで宝玉なんて欲しいんだよ？　宝玉はエスランドルを守護するものだって聞いたけど」


「同時に、願いをかなえる石でもある。宝玉を俺のものにできれば、何もエスランドルの王子ごときを始末しなくていい」


　意味が今イチ判らないが、アークはキリアスのことを刺し客かくに成り下がったとか言っていたよな。刺客って、殺し屋のことだ。


「あんた、誰かに雇やとわれているのか？」


「俺は魔ま族ぞくの闇やみ王子と呼ばれた男だ。今は一族から離れ、エスランドルの隣りん国ごく・ルコニアに身を寄せているが、断じて雇われてなどいない。俺は俺の意思でルコニアに味方しているに過ぎないのだからな」


　そうは言っても、どこか暗くすさんだ印象があるのは、やっぱり雇われているからじゃないかと思う。なんで追放されたのかは判わからないが、何か事情があるんだろうな。


　キリアスはもう一度、オレの胸に手をかざしてみる。そんなに宝玉が気になるんだろうか。


「あのさ、宝玉を使うと、エネルギーを吸い取られるって聞いたけど……。エスランドルの王族しか使えないって」


「知らないのか？　魔族はエネルギー値が高い種族だ。だからこそ、こっちの世界へと自由に行き来できる。エバンのようにな」


「えっ、エバンって……ひょっとして魔族？」


　呆あきれたような顔で、キリアスはオレを見下ろした。


「何も知らないのか。まあ、そんなことはどうでもいい。俺にとって大事なのは、おまえからどうやって宝玉を取り出すか、だ」


　キリアスは舌なめずりでもしそうな表情で、オレの露あらわになった胸を撫でる。


「あ、ちょっとやめろよっ」


　胸の奥でざわざわと嫌な感じがしてくる。きっと宝玉がキリアスのことを拒きよ否ひしてるんだ。


　ていうか、オレだって拒否したいよっ。


「さあ、どうやっておまえを料理してやろうか」


「あっ……」


　キリアスはベッドの上にひらりと飛び乗り、オレを押さえつける。


「嫌だっ……」


「王族と宝玉は惹き合うという。おまえはあの王子に抱かれたのか？」


　そんなことをまともに訊かれて、オレは上手うまくごまかせず、視線を逸そらした。


　キリアスはふっと笑う。


「ずいぶんと正直だな。こんな甘い匂いがすれば、俺でもそんな気になる」


「えっ……やめろっ」


　胸むな元もとにキスをされ、オレは身体からだを震ふるわせた。アークのときと違って、快感ではなく、嫌けん悪お感でいっぱいになる。


「オレの中の宝玉が嫌がってる……」


「ほう。それなら、俺を受け入れられるようにしてやるだけだ」


　キリアスはオレの顎あごを捉とらえると、冷たい唇くちびるを重ねてきた。


　嫌だ……。


　まるで毒でも飲まされたみたいに、身体が重く冷たくなってくる。これほどの強い拒否反応を示しても、オレはどうすることもできなかった。


　嫌だって思うのに、身体が動かせない。すごく苦しい。


　唇が離はなれ、キリアスはニヤリと笑った。


「どうした？　抗あらがう元気もなくなったか？」


　それでも、精せい一いつ杯ぱい、気力を振ふり絞しぼり、オレはキリアスをにらみつけた。


「アークにはオレを見つけるセンサーがある。すぐにここにやってくるはずだ」


「ここは俺が空間を閉じている。どんなに高度なセンサーであっても、おまえを見つけることはできない」


　そんな……。


　アークはオレを助けにきてくれないのか。オレを守るって言ってくれたのに。


　オレだけじゃない。宝玉ごと、こいつはオレを奪うばおうとしているんだ。


「こんなの……嫌だ……」


　オレは唇を嚙かみ締しめる。


　なんでオレがこんな奴のものにならなくちゃいけないんだ。


「泣くほど嫌か？」


　キリアスはオレの目元に滲にじんだ涙なみだを指先ですくう。


「まあ、このまま無理やり奪っても面おも白しろくない。じわじわと苦しめて、屈くつ服ぷくさせるのが俺の好みだからな」


　キリアスの指はオレの頰ほおのラインをたどる。そうして、喉のどから胸へと這はっていく。


「オレは……屈服なんかしない」


「さあ、どうかな。人間は苦痛には弱いものだ。あの王子のものだったおまえを俺のものにした後で、じっくりと宝玉を取り出す方法を考えるのも悪くない。どちらにしても、おまえはここから逃にげられないんだからな」


　キリアスはゾッとするような笑いを見せた。


　オレはこれからどうなるんだろう。キリアスの言うとおりになってしまうんだろうか。いや、そんなことにはならない。


　オレはこんな奴やつのものになんか、絶対ならないんだ。


　どういう苦痛を与あたえられるか判らないが、我が慢まんしてみせる。屈服なんかするもんか。


　キリアスは指先を乳ち首くびに移動させた。


「あ……」


　オレの身体に施ほどこされたのは、苦痛なんかじゃなかった。それどころか、まったく逆の快感だった。


　そんな……。


　キリアスの指に触ふれられるのは嫌いやなのに、オレの身体は勝手に感じている。


「ココが気持ちいいらしいな」


「ち、違ちがう！」


　オレは否定したが、軽く撫でられただけで、ビクンと身体が揺ゆれる。


　なんで、反応してるんだよ。宝玉は嫌がっているのに、オレの身体は喜んでいる。そんなはずはない。オレの身体はいつだって、宝玉に引きずられていたじゃないか。


「こ……これもおまえの魔術なのか？」


　キリアスは笑い声を立てた。


「これは単なる愛あい撫ぶだ。俺の指に、おまえの身体が勝手に感じているだけだ」


「噓うそだ……！」


「では、そう思うがいい。真実はどちらなのか、おまえ自身がよく判っているはずだ」


　キリアスは顔を近づけて、オレの乳首を舌で舐なめた。


「ああっ……」


　信じたくない。オレがこんな奴に感じてるなんて。


　嫌なのに。


　どうして……。


　いや、これはやっぱりキリアスの魔術なんだ。アークに触れられたときと違う。身体の芯しんは冷えたままなんだ。


　これは噓だ。絶対噓だ。


　だが、身体に加えられる愛撫は激しさを増していく。すると、もう、それがまやかしの快感なのか、なんなのか、判らなくなってくる。


　オレ……本当に感じてるのかな。


　違うって思うのに、だんだん自信がなくなってくる。


　腰こしが勝手に動いている。まるで、何かを催さい促そくするように。


　キリアスの手がズボンの上から股こ間かんに触れる。


「硬かたくなっているぞ」


「嫌だっ……触さわるな……」


「どんなに抵てい抗こうしても無む駄だだ。いずれは俺の腕うでの中に落ちていく。……イかせてほしいだろう？」


　キリアスの手が布の上から焦じらすようにゆっくりと撫なでる。


　オレは暴発しそうになる自分の欲求を必死で抑おさえていた。だけど、それでも腰が動く。もっと激しい愛撫が欲しくて。


　ダメだ……オレ……。


　オレは目をギュッと閉じた。すると、涙が目め尻じりから落ちていく。


「アーク……」


　助けてくれよ。


　オレはこんな奴に汚けがされたくない。


　アークだって、最初はオレを無理やり抱だいた。だから、同じようなものかもしれない。けれども、やっぱり何かが違うんだ。


　たとえ宝玉に操あやつられていようと、それはそれでいい。


　オレはアークがいい。アークでなければ嫌だ。


　アークの紫むらさきの瞳ひとみを思い出す。あの目で見つめられたら、心の奥底から震えるような喜びを感じる。


　金色に輝かがやく長い髪かみ。温かい唇。優しい指先。


　そして……。


　オレの身体を熱くさせるキス……。


「アーク……っ」


　オレはアークにここに来てほしい。


　今すぐ。


　ここに……。


「卓哉！」


　アークの声がオレの頭に響ひびいたような気がした。驚おどろいて目を開けると、次の瞬しゆん間かん、まばゆいばかりの白い光がオレの視界を貫つらぬいた。


　オレのすぐ傍そばにはアークがいた。


　幻まぼろしかと思ったが、そうじゃない。その証しよう拠こに白く輝く剣けんをキリアスに突つきつけていたからだ。


「私のものに手を出すな！」


　キリアスは飛びのくと、自分も剣を抜ぬく。


　魔術の威い力りよくが薄うすれたのか、なんとか手足が動く。オレは重たい身体からだを動かして、ベッドから転がり落ちるようにしてアークの後ろに回った。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「ああ……なんとか」


　身体を撫で回されたし、キスはされたが、致ち命めい的なダメージは受けてない。もしヤラれていたら、とてもアークの背中にはすがれなかった。


　男としては……誰だれかの後ろに回るのは嫌なんだけど。


　でも、仕方ない。今のオレは無力だ。剣だって使えないし、何より身体がまだ回復してない。


「どうしておまえがここに現れるんだ？　完全に空間を閉じていたはずなのに」


「卓哉の声が聞こえた。それを頼たよりに、エバンの力を借りて……」


「噓だ！　声など聞こえるはずがない！」


　キリアスは激しく否定した。自分の能力に、よほどの自信があったらしい。だけど、本当にオレの声が聞こえたんだろうか。


　オレがここに来てほしいって思ったから……？


「私と卓哉の間には、強く結びつけるものがある」


「宝玉か……」


　オレは思わず自分の胸に手を当てた。宝玉がアークと会えた嬉うれしさに、温かくなっている。


　もう、オレと宝玉は一体になってしまったんだろうか。宝玉の嬉しさは、オレの嬉しさでもあった。


　次の瞬間、ラスティと太郎が続けてこの場に現れた。


「卓哉、無事か？」


　ラスティはオレを抱きしめ、喜ぶ。ラスティも腰に剣を下さげている。ということは、これで形勢逆転ってことだよな。


　キリアスは苦々しげに太郎をにらみつけた。


「おまえは魔ま族ぞくの王子を裏切るのか？」


　太郎は切ない表情でキリアスを見つめた。


「あなたのためです。もうこれ以上、惨みじめなあなたを見るのは忍しのびない……」


「黙だまれ！　俺は惨めになどならない。決して」


　二人の関係は一体なんなんだろう。同じ魔族としてのつながりだけじゃないみたいに思える。だいたい、太郎は味方なのか、敵なのか。


　でも、なんにしても、アークとラスティをここに送り込んでくれたのは、太郎なんだ。とりあえずはこちらの味方だろう。


　アークは相手に剣をまっすぐに向けた。


「さあ、どうする？　逃にげるか、それとも私の刃やいばに散るか」


「そのどちらでもない！」


　キリアスは剣を振ふりかざし、アークに襲おそいかかる。アークは応戦して、剣を交える金属音が響いた。


「アークは変な魔術をかけられたりしないのか？　オレ、金かな縛しばりみたいにされたけど」


　オレは不安になって、ラスティに尋たずねた。


「大丈夫。あの剣は魔術を跳はね返すんだ。だから、この場であいつはアークや俺達に向けて魔術は使えない」


　そういうものなのか。でも、確かにアークの持つ剣の刃はの光は尋じん常じようじゃない。魔術を跳ね返す働きがあったとしても、不思議じゃなかった。


　あれ……？


　オレはアークの戦いを見守っていたが、ふと自分の身体の変化に気づいた。


　身体がずっと重たかったが、なんだか眩暈めまいがしてくる。立っていられない。力がなくなっていく。


「卓哉！　どうした！」


　オレはずるずると力を失い、倒たおれそうになり、ラスティに支えられる。


「卓哉さん！　闇やみ王子の口づけを受けましたね？」


　それがなんだって言うんだ……。あんなの、たかがキスじゃないか。


　太郎は真剣な表情をして、オレの顔を覗のぞき込んでいた。


「普ふ通つうの人間には毒になってしまう。たぶんキリアス様は宝玉を我が物にするために、あなたを……」


　オレを……殺そうとしていた？


　それとも、あやつり人形にでもする気だったのか。


　かすんだ視界に、アークがキリアスのマントを切り裂さくのが映った。身体が傷ついたのか、キリアスから血が飛び散る。


　キリアスはまた黒い霧きりに包まれ、どこかに消えていった。


「……卓哉！」


　アークはオレの許もとへと駆かけ寄った。そうして、剣を床ゆかに落とすと、オレをラスティの腕から抱き取る。


「卓哉！　しっかりしろ！」


「だ……いじょう…ぶ……」


　身体が重くて仕方ないが、オレは必死で目を開けて笑え顔がおを作る。アークは膝ひざを床につき、オレをしっかりと抱きしめた。


　大丈夫。オレには宝玉がついているんだから。オレの心臓は宝玉が動かしているんだから。


「エバン！　なんとかしろ！」


「わ、判りました……でも、どうしたらいいか……」


　太郎はオレの口から喉のどへと、手をかざした。


「兄上！　後ろ！」


　ラスティの鋭するどい叫さけびに、アークは振り返ろうとしたが、再び出現したキリアスに後ろから刺さし貫つらぬかれていた。


「アーク……！」


「宝玉よ、俺と来い」


　キリアスはオレの手首をつかみ、奪うばい取ろうとする。だが、ラスティは素す早ばやくアークの剣を拾い、キリアスの腹を目がけて突き出した。


　その瞬間、キリアスの身体は厚い氷で覆おおわれる。剣は氷の上を滑すべり、キリアスの身体を貫くことはなかった。


「エバン！　どうして邪じや魔まをする！」


　ラスティは鋭い声で太郎を非難した。つまり、キリアスを氷こおり漬づけにしたのは太郎なのか。


「戦っている場合ではありません。アーク様が……」


　アークはオレを庇かばうように覆いかぶさったまま動かなかった。


　血液がドクドクとあふれ出ている。オレは手を伸のばし、アークの身体を抱だきしめた。だが、アークはまったく反応しない。


「早く止血しろ！」


　ラスティは太郎を叱しかりつけた。


「しかし、もう助けようが……」


　太郎の言葉に、オレは頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。


　嫌いやだ、こんなの。


　オレとアークはもう普通じゃないくらい深く結びついている。このままアークを失うなんて、オレは耐たえられなかった。


「アーク……！」


　オレの中の宝玉も悲痛な叫びを上げているようだった。


　そうだ。宝玉だ……。


　宝玉は人の想おもいに反応して、願いをかなえる石なんだ。オレの母さんはオレを助けてほしいと願ったばかりに、早くに寿じゆ命みようが尽つきてしまった。


　だったら……。


　オレの残りの寿命、宝玉に捧ささげる。宝玉によって生かされているだけのひ弱な身体からだでしかないけど……キリアスの毒にやられているけど……少しくらいはまだエネルギーが残ってるはず。


　オレの命の全部、宝玉にやる。


　だから、アークを助けてくれ……！


　そうすれば、すべてが丸く収まる。宝玉もオレの身体から取り出せる。エスランドルの平和も守れるんだろう？


　そうして、宝玉自身もそのほうがいいだろう。


　オレとアークの結びつきは、宝玉との結びつきなんだ。


　宝玉を胸に抱かかえたまま、アークを失うのは、死ぬよりつらい……。オレは耐えられないんだ。


　胸の奥がオレの願いに反応したように、熱くなっていく。


　オレの心臓の音が大きくなり、やがてそれがアークの心臓の音を誘ゆう発はつする。重ねた身体に温ぬくもりが復活してきた。


　宝玉はオレの願いを聞き届けたんだ……。


　意識が揺ゆらぐ。


　もう……死ぬのかな。


　ごめん。母さん。


　オレ、母さんからもらった命、アークにあげてしまった。


　目の前はもう真っ暗で……。


　そして、もうオレは何も判わからなくなっていった。








　花の香かおりがする。


　今度こそ……もうあの世なのかな。じゃあ、母さんはいるのかな。母さん、一人じゃ淋さびしいから、オレを迎むかえにきて。


「卓哉……」


　母さんじゃない。アークの声だ。


　アーク、どこ？


　手を伸ばすと、しっかりと両手で握にぎりしめられた感覚があった。


　そして、柔やわらかい唇くちびるが、オレの唇に重ねられていった。


　噓うそ……。


　これは夢？　それとも幻まぼろし？


　唇が離はなれ、オレはゆっくりと目を開けた。


　すると、目の前にオレを見つめる紫むらさきの宝石のような瞳ひとみがあった。


「アーク……？」


「そうだ。私だ」


　アークはオレをしっかりと抱きしめた。


「えっ、どういうこと？」


　オレはベッドに寝ねかされていた。天てん蓋がいつきのアークのベッドだ。枕まくら元もとにはたくさんの花が置かれ、オレはその花に埋うずもれるようにして寝ていたんだ。


「よかったですね、卓哉さん」


「卓哉、これは奇き跡せきだよ……」


　太郎とラスティがベッドの傍そばに立っていた。二人とも笑顔だ。


「そういえば、アークは無事だったのか？　これは夢じゃないよな？」


　オレはなんだか信じられなくて、アークの胸に触ふれた。確かに心臓は動いている。そして、オレの中に宝玉はまだあるようだった。


　だって、胸の奥がアークに反応しているから。


「ああ、おまえのおかげでな。宝玉に祈いのっただろう？」


「うん……。でも、オレはなんで生きてるのかな。宝玉って、見返りにエネルギーを吸い取るんだろう？」


「そのはずだが、不思議なことに宝玉はギリギリのところでおまえを守った。それだけ、おまえと宝玉は一体化しているということだろうか」


　一体化……なのか。


　オレは自分の胸にそっと手を当ててみた。


「きっと、お二人の愛の力ですよ」


　太郎はいきなりビックリするようなことを言った。


「愛の力？　お二人って、オレとアークのことか？」


「そうです。そうでなければ、宝玉はエネルギーを失ったあなたを見捨てて外に飛び出していたはず。恐おそらく、アーク様に愛されるあなたの身体の中の居い心ごこ地ちがよほどいいと思われます」


　宝玉がただの石ではないとはいえ、そんなに自分の判断で動くものなんだろうか。まあ、願いをかなえる石っていうところが、すでに普ふ通つうじゃないわけなんだけど。


　王族とつながりを持つ宝玉はアークに惹ひかれ、アークと肉体的な関係を持つオレを助けたってことかな。


　何から何まで、オレとアークは宝玉に翻ほん弄ろうされているような気がして、なんとも言えない気持ちになってくる。


　でも、オレの願いはかなえられ、アークは息を吹ふき返したんだ。そして、オレ自身は宝玉に失うべき命を救われた……。


「そういえば、オレ、キリアスに変な術をかけられて……」


「あれのせいでしょうか。卓哉さんはずっと眠ねむり続けていました。もう一週間も……。アーク様はこうして覚かく醒せいの花と呼ばれるものをエスランドルから持って来られて、卓哉さんのベッドに……」


　そ、そうか。これは覚醒の花なのか。


　花に埋もれて眠るなんて、もうオレは死んじゃったのかと思ったけど、国が違ちがえば文化も習慣も違うしな。


　それに……。


　オレは薄うす々うす感じていた。


　エスランドルはきっとこの地球上のどこにもない国だ。キリアスは世界が違うと言ったが、それが答えなんだ。この世界にはない国で、そこは不思議な宝玉やら、魔術やらが存在する別の世界なんだろう。


「私は宝玉に祈った。おまえを眠りから目覚めさせてくれ、と」


「俺も祈ったよ。微び力りよくながら、何かの助けになるかと思ってさ」


　ラスティはアークに遠えん慮りよしながらも、オレにそっと微ほほ笑えみかける。


「うん……。ありがとう。まだ力は出ないけど、もう大だい丈じよう夫ぶ……だと思う」


　たぶん。きっと。オレはまた元の生活に戻もどれるんだ。


　一度は死を覚かく悟ごしたけど、今はそう思える。


「そういえば、キリアスって、あれからどうなったんだ？　太郎が氷こおり漬づけにしたところまでは覚えてるけど」


　太郎はそれを聞いて、微笑んだ。


「残念ながら、私の術のかけ方が甘くて逃にげられてしまいました」


　なんとなく、太郎が逃がしたような気がする。ラスティがキリアスを刺さそうとしたときに、氷漬けにして妨ぼう害がいしたようだったし。


「あのさ、太郎はさ……」


　どっちの味方なんだと訊きこうとして、オレはやめた。


　なんだか、それは訊いてはいけないことのような気がしたからだ。太郎とキリアスの関係について、立ち入ってはいけない壁かべみたいなものを感じたんだ。


　同じ魔ま族ぞく、というだけでなく。


　深い深い関かかわりがあるようで……。


「なんですか、卓哉さん？」


「太郎はなんで日本に来たんだ？　こっちの世界にもたくさん国はあるのにさ」


　苦し紛まぎれにそう訊くと、太郎はにっこりと笑った。


「偶ぐう然ぜんだったんですよ。向こうの世界とこっちの世界がつながったのは、私の魔術の失敗からで……」


「つながってる……のか？」


「ええ、一部分のみ、ですが。今は扉とびらをつけて、私が責任を取ってそこの番人となっています。まあ、たまに宝玉みたいに、イレギュラーにこの世界に現れてしまうものもなくはないんです。管理人の役割をしている私にしてみれば、そういうのが困りものなんですけどね」


　太郎は苦く笑しようして、オレの胸のあたりに目をやった。


「じゃあ、太郎はその扉の番人で、ついでにツアコンみたいな世話係もやらされるのか」


「世話係については、もちろんお礼をいただいていますから、心からお世話致いたしますよ。日本での習慣からいろんなことをお教えしますし」


「日本語も？」


「ああ、これは……魔術の一種なんですよ」


　太郎は意味の通らないことを言った。日本語を教えるのが、魔術の一種って、どういう意味なんだ。


「つまり、私が習得している日本語の言語体系データを、すべて相手の頭の中に送り込みます。それだけで私と同じように話せるというわけです。こちらの世界で何をするにも、言葉が判わからなくては不便ですからね」


「ふ、ふーん……」


　判ったような判らないような説明だ。でも、難しいから判らないと思われてはシャクなので、納なつ得とくしたような返事をした。


「あ、疑ってますか？　でしたら、卓哉さんの頭の中にエスランドルの言語体系データを送ってもいいんですよ。試ためしてみます？」


「いいよ、そんなの。なんか怖こわいし」


　オレが断ると、太郎はニヤリと笑った。


「私はこう見えても、魔術に関しては、それなりの腕うでを持っているんですよ」


　ついさっき、失敗がどうのって言ってなかったっけ。


「判ったって。疑ってないからさ」


　そう言わないと、太郎は何するか判らないところがあるからな。丸ごと信用はできないんだ。


　キリアスのことは別にしても、どこか得体の知れないところがあるし。だいたい、太郎は何歳なんだろう。どう見ても、外見は子供なのにさ。


「卓哉……」


　ふと、傍に立っているアークがオレの額に手を当てた。


「え？　何？」


「目覚めたばかりで、あまり無理をするのはよくない。しばらく目を閉じておけ」


「えっ、オレは平気だよ」


　そんなに気き遣づかってもらえるのは嬉うれしいが、なんとなくアークらしくない。アークはなんたって王子様だから、悠ゆう然ぜんと構えていればいいのに。


「アーク様もずいぶんお優やさしくなったものですね」


　太郎の一言に、アークはじろりとにらむ。だが、太郎は別に平気な顔をしていた。


「さあ、ラスティ様、そろそろ私達は退散しましょうか。アーク様は卓哉さんと二人きりになりたいようですし」


　えっ、そうだったのか。


　たとえそうでも、わざわざ口に出して言う太郎はちょっと意地悪だ。まあ、腹黒い奴やつだと思えば、それもアリなんだろうか。


「卓哉、ゆっくり休めよ。というか兄上、卓哉に無理させないようにね」


　ラスティもそんなことを言って、太郎と共に部屋を出ていった。


　後に残されたのは、オレと、オレをじっと見下ろすアークだけで……。


　アークは不意にオレの髪かみを撫なでた。


「あ……」


　忘れていた何かが、久しぶりにオレの中に甦よみがえる。


　宝玉の反応だ。いや、もう、オレの反応とそれは同化している。オレの身体からだがまだ弱っていて、強きよう烈れつな反応はできないけど、それでも体内に熱いものを感じた。


「おまえが無事でよかった……」


　アークの紫むらさきの瞳ひとみが優しくオレを包む。


「もし、おまえが死んでいたら……私はとても、こんな穏やかな気持ちではいられなかっただろう」


　オレはアークにこんなふうに言ってもらえるほど、何かしてきたわけじゃない。身体の中に宝玉があるという以外、特に何か取り柄えがあるわけでもない。


　そんなふうに考えても、もうオレと宝玉は一体化しているんだ。アークはきっと宝玉ごと、オレを大事に想おもってくれているんだろう。


　そうでなければ、オレを助けたいと願うはずがない。オレが死ねば、宝玉だっていつまでもオレの中に留とどまってはいられなかっただろう。そっちのほうが、宝玉を持って帰る使命を持つアークには、都合がいいことだったに違いない。


「アーク……ありがとう」


「いや、礼を言うのは私のほうだ。おまえが願わなければ、宝玉は私を生き返らせることはなかった」


「そうかな……？」


　宝玉にとっても、アークはもはや大事な人なんだろう。だからこそ、オレの願いを聞き届けながらも、エネルギーを奪うばい尽つくすことはしなかったんじゃないかな。


「宝玉って……願えばいつでもかなえてくれるんだろうか」


「いや、そうではない。気まぐれ……というのも変だが、願いをかなえるかどうかは、宝玉自身が決めている」


　やっぱり宝玉はただの石というよりは、石の形をした生き物なのかもしれない。そして、オレと宝玉はもはや共生関係にあるんだと思う。


　オレの身体は宝玉によって生かされている。宝玉はこの世界で身を守るためにオレの身体に寄生することを選んだ。


　そして……。


　アークというエスランドルの王子によって、オレと宝玉は強く結びつくことになった。


「もし、オレの身体から宝玉が取り出せたら……」


　オレはそう言いかけて、やめた。アークはオレを守ると言ったけれども、実際、オレと宝玉が分ぶん離りしてしまったら、アークの気持ちがどう変わるかなんて判らない。


　オレとの関係より、宝玉との関係がもし強ければ……。


　それは仕方のないことだ。宝玉がないオレを、アークが見捨てたとしても。


「もし、おまえと宝玉が分離したら、私は全身全ぜん霊れいをかけて宝玉に祈いのるだろう。おまえの命を救ってくれ、と」


　オレはなんだか涙なみだが出てきてしまった。


　アークの言葉が本当かどうか今は判らない。オレだって、宝玉なしにアークに惹ひかれたままなのか判らない。


　だけど、今は……。


　そう言ってくれるだけでいい。オレはそれだけでいいんだ。


「泣くな」


　アークはオレの涙が溢あふれてくる目め尻じりにキスをした。


「だって……」


「私は幼い頃ころから、誰だれかのために何かをするなんて考えたこともなかった。母親に見捨てられ、父親には第一王子としての義務ばかりを求められ……。多くの人間がいる宮きゆう殿でんにいても、私はずっと一人だった」


　指がオレの頰ほおを撫でていく。


　オレの心の中にアークの悲しみが伝わってくるようだった。


「だが、おまえといると、私は一人じゃないような気がする。母親に愛されて育ったおまえの心が私に向けられるたびに……」


　アークはオレの頰にキスをした。


「おまえが愛いとしくなる。守りたくなる。宝物のように大切に扱あつかい、何かをしてあげたくなってくる……」


「アーク……！」


　オレの胸の内は喜びで満ち溢れていた。


　これさえも、オレの本当の気持ちなのかどうかも判らない。だけど、たとえ宝玉と一体となっていたとしても、誰かにこんなふうに想われていれば、誰だって嬉しいはずだ。そして、幸せになれるはずなんだ。


　オレは思わずアークの首へと手を伸のばしてしがみつく。


「好きだ。いや、私はおまえのことを愛している。……命かけて」


　アークはささやくように言うと、静かにオレに唇くちびるを重ねてきた。


　なんだか夢みたいだ……。


　最初は変な奴だと思った。それから、すごく嫌いやな奴だと思って……。だけど、今はこうしてオレにとって大事な人となってしまっている。


　その大事な人が、オレに愛してるって言うんだ。命かけてって。


　胸の奥がこれ以上ないくらいに熱くなる。


　頭の中もふわふわとしてきて、こんな幸せはもう二度と訪おとずれないと思った。


　アークは唇を離はなし、改めてオレの目を見つめてくる。


「オレも……オレも、アークのこと好きだ。すごく。もう離れたくないくらい」


　こんなふうに、オレの口からすんなり好きだという言葉が出てくるとは思わなかった。だけど、今は素す直なおに言える。


　アークの目が細められ、オレに微ほほ笑えみかける。


　ドキン。


「あ……」


「どうした？」


「宝玉が反応してる」


　一週間眠ねむり続けるくらい身体が弱っていたのに、アークに愛の告白をされた上にキスされたから、もう宝玉も黙だまっていられなくなったのかもしれない。


「私も反応している」


　耳元でそうささやかれ、なんとなく赤面する。


　そうだよな。宝玉とオレとアークは感覚を共有しているようなものだから。


　アークはオレの枕まくら元もとにあったたくさんの花を取り、テーブルの上に置く。そして、改めて上着を脱ぬぐと、オレに覆おおいかぶさるようにして抱だきしめてきた。


「アーク……」


　オレの声もすでに艶つやを帯びたものになっている。アークを受け入れる気持ちがあるんだ。


　輝かがやく金色の髪。宝石のような紫の瞳。彫ちよう刻こくのように整った顔立ち。


　オレはそっとアークの頰に触ふれた。


　まるで作り物のように完かん璧ぺきだけど、オレはアークが生きた人間だということを知っている。


　そう。誰よりも熱い心を持っているということも……。


「卓哉……！」


　オレの顔を見つめていたアークは我が慢まんできないみたいに、キスをしてきた。


　そっと舌が忍しのび込み、オレの舌へと絡からんでくる。まだ舌だけの絡みなのに、オレはそれだけでも充じゆう分ぶんに興奮してきた。


　そういえば、オレはキリアスにもキスされたんだ。あのキスで、オレは何かの魔ま術じゆつにかかってしまった。


　その毒が抜ぬけきっているかどうかも判らないけど……。


　いや、きっとオレの身体からだは大だい丈じよう夫ぶだ。宝玉がある限り、オレは無事なんだ。


　アークの舌はオレを柔やわらかく愛あい撫ぶし、何もかも溶とかしていくようだった。


　オレはもう、何もかもアークに任せてしまいたい気持ちになってくる。アークの意のままに動かされたい。すべて預けきってしまいたかった。


　アークは唇を離すと、耳たぶへとキスをしてくる。そうして、顎あごのラインに唇を這はわせていく。


　オレはパジャマを着ていたけど、そのボタンを外される。


「さっきまで眠り続けていたおまえを抱くのは、よくないだろうか」


　今になってアークはそんなことを言い出した。だが、そう言ったところで、手のほうはオレのパジャマを脱がせているんだ。


「いいよ……。オレのほうも我慢できないし……」


　こんなに興奮しているのに、抑おさえることなんかできない。


　パジャマのズボンの前はふくらんでいる。アークだって、そんなこと、承知だろうに。


「そうだな。我慢なんかできない」


　アークはオレのズボンと下着を一いつ緒しよに引き下ろした。


　オレはもう全ぜん裸らだ。いや、今いま更さらそれが恥はずかしいというわけじゃないものの、オレだけ裸はだかを晒さらしているのは、なんとなく……。


「アークも脱げばいいのに」


「おまえが脱いでほしいと言うのなら、脱がないでもない」


　アークはもったいぶったことを言って、服を脱いでいく。


　もちろん、一緒にシャワーを浴びた仲なんだから、アークの裸は見たことがある。一緒に裸でベッドで寝ねていたこともある。だけど、どうも今の状態で裸だと、何かが違ちがう。


「何を照れている？」


「あ……いや、その……触さわってもいい？」


　オレは手を伸ばして、腹につきそうなくらい立派に反り返っているものにそっと触れた。


　これが何度もオレの中に入ってきてたのか……。


「なんか不思議だよな。オレとアーク、別の世界の人間なのに……」


　宝玉だけが、オレとアークをつなぐ糸みたいなものだ。それだけなのに、こうしてオレはアークと深く結びついていて、抱き合ってるんだ。


「卓哉……！」


　アークは我慢ができなくなったように、オレをベッドに押し倒たおした。


　紫むらさきの瞳ひとみがじっとオレを見つめる。まるで、宝玉なんかではなく、オレだけを見つめているような目つきで。


　再び唇が重なり、柔らかな舌が絡みつく。


　唾だ液えきが媚び薬やくのように甘くオレの身体と心の自由を奪うばっていく。オレはもう、アークのなすがままだった。


　アークはオレの喉のどから鎖さ骨こつのあたりへと唇を滑すべらす。そして、胸の中央より左寄りの場所にキスをした。


「あぁっ……」


　強きよう烈れつな快感がオレを襲おそう。


　オレと宝玉の結びつきはますます強くなったのかもしれない。以前よりずっとオレは同じ場所へのキスに強く反応している。


　手の指、足の指まで痺しびれてしまうくらいの快感だった。


　オレはもう、アークなしには生きていけない。こんな強烈な快感を知ってしまったら、元には戻もどれないだろう。


「オレは……やっぱり宝玉に支配されてるのかな……」


「いや、そうじゃない」


　アークはオレの乳ち首くびにキスをする。途と端たんに、電流のような快感が身体を貫つらぬく。


「そうであるはずがない」


「うん……」


　アークの言いたいことが判わかる。どんなに宝玉がオレの中に根付いていたとしても、それはそれだ。そして、オレはオレなんだ。


　オレとして、アークに感じている部分だってある。いや、そうでなければ、男であるアークに、こんなに身を任せたりしてないはずだ。


　一度目はセーブできなくても、もう何度も……。


　まして、命をかけて、アークを救おうとは思わなかったはずなんだ。


　アークは片方の乳首を舐なめながら、もう片方の乳首を指でいじっている。オレはたまらなくなって、身体を震ふるわせながら喘あえぎ声を上げた。


　最初にエッチされたときとは全然違う。アークはあのとき、ただ、自分の欲求に従っていただけだった。宝玉とのつながりを意識し、それを持つオレだからこそ、抱いていいんだっていう考えで……。


　だけど、今は違う。アークがオレのことを考えて、優やさしく丁てい寧ねいに愛撫してくれているのが判るんだ。


　アークはオレの足を広げ、太ふと腿ももにキスをしてきた。


　身体中が性感帯になったように、オレはアークにキスされた場所のどこでも感じてしまう。身体をビクビク震わせて、反応していた。


　アークの手がオレの股こ間かんの昂ぶりに触れる。


「あぁっ……あっ」


　一番感じるところだから、オレは触れられただけで腰こしを揺ゆらした。


「私は……おまえにしかこんなことはしない」


　アークは手の中のものに舌を這わせる。根元から先せん端たんへと舐め上げたんだ。


「……オレだけ……？」


「そうだ」


　アークの舌が先端部分を刺し激げきする。


「あ……もっと……」


「もっと、どうしてほしい？」


「どうしてって……」


　オレにそれを言わせるのか。アークだって、オレが何をしてほしいかぐらい判っているだろうに。


「言わないと、このままだ」


　こんな意地悪、アークも言うんだ？


　いや、アークのエッチは今までわりとストレートに欲望に忠実だったから、こんな焦じらすような真ま似ねをするとは思わなかったんだ。


「く、口で……」


「口で？」


「イかせて……」


　こんなこと、王子様に要求してもいいもんだろうか。オレはドキドキしながら言ったものの、アークがにっこり笑ったのを見てホッとした。


「おまえの望むとおりにしてやろう」


「あっ……」


　アークはオレのそこを唇くちびるで包んだ。


　こんなことをされたのは二度目だ。だが、初めてのときとはやっぱり違う。アークの優しさを感じるんだ。


　身体からだだけじゃない心のつながりみたいなのが、今のオレには感じられた。


　ああ、だから……。


　オレは今までよりずっと気持ちいいのかもしれない。


　そして、オレはアークのすることをすべて受け入れているから……。


　何をされてもいい。どんなふうにされても、オレはアークを信じている。


　アークの唇に包まれているそこは、媚薬に冒おかされたように痺れてしまっていた。アークの舌が、唇が……オレを高めていく。


　もう、溶とけていってしまいそう……。


　わけが判らなくなって、気がつくと、オレはアークの口の中で弾はじけていた。


　心臓が激しく動いている。宝玉もオレの身体も心も、何もかも喜んでいるようだった。湧わき起こる歓かん喜きの中、アークはオレの身体を引っくり返した。


「え……？」


「おまえの背中に、キスしたことがない」


　普ふ通つう、背中なんかにキスするだろうか。そう思ったが、うなじにキスされて、オレはもうそれだけで腰が砕くだけそうになった。


　尾びてい骨まで快感が走り抜ぬける。


「どうした？」


「だって……だって……」


　気持ちよすぎる。


　背骨に沿って舌を這はわせられ、オレはビクビクと身体を震わせる。まさか、こんなところが感じるとは思わなかった。


　腰、オシリ、それから太腿の裏側にもキスをされる。


　そうして、アークはオレの足を開いていった。


「あ……」


　足の間に舌を差し込まれ、ドキッとする。


　いや、今いま更さらなんだけど。


「腰を上げろ」


　オレはドキドキしながら、言われたとおりにした。しかも、恥はずかしいことに、自分から足を広げてみたりして。


　だけど、もっともっと感じることをしてもらいたかったんだ。


　羞しゆう恥ち心しんよりそっちの気持ちが勝まさっていた。


　アークはオレの広げた足の間にある大事な部分に舌を這わせた。


「あ……んっ……」


　オレは舌が触ふれただけで腰を揺らした。


　なんて気持ちいいんだろう。アークの舌に溶かされていくような気分になり、頭の中がじんわりと熱くなってくる。


　そして、舐められるたびに、そこの部分は媚び薬やくに冒おかされていくようだった。


　身体が熱い。


　我が慢まんできなくて、オレは腰を振ふった。


　舐められるだけじゃ嫌いやだ。オレはそこに何かを埋うずめてくれることを願っていた。


　オレ、男なのに……。


　だけど、アークともっと触れ合いたい。アークにいろんなことをしてもらいたくて、たまらなかった。


　アークの指がそこに触れる。


「あ……あぁ……っ」


　オレはあまりの気持ちよさに、支えていた腕うでに力が入らなくなった。腰だけ高く上げて、アークのほうに向けている。


「おまえの鼓こ動どうを感じる」


「オレも……オレも……っ」


　指を根元まで埋められ、それだけでも失神しそうな快感が身体の中を巡めぐっていく。


　オレの身体、どうなっちゃったんだろう。前よりもっと感じてるみたいだ。


　アークの指が動いて、中を刺激するたびに、オレはそれに合わせて腰を振った。頭はもう何も考えられない。快感のみで占しめられている。


　気持ちよすぎて、どうにかなりそうだった。


　このまま焦らされていたら、オレはきっと壊こわれてしまう……。


「アーク……！」


　オレの叫さけびに応こたえるようにアークは指を引き抜いた。


　そうして、オレの身体を再び仰あお向むけにした。


　紫むらさきの瞳ひとみがオレを見下ろす。


　ドキン。


　身体中に電気のような何かが走る。


　アークは硬かたくなったものをオレのそこにあてがい、一気に挿そう入にゆうした。


　脳天まで貫つらぬくような快感に全身を支配される。


　もう、オレの中にはアークしかいない。


「気持ちいいか？」


「う…ん……」


　オレはすすり泣くような声で答えた。


　気持ちよすぎて、おかしくなる。これ以上の快感なんて、ないんじゃないかな。


　オレは手を伸のばして、アークの身体にしがみついた。


　アークが動き始める。


　オレの身体は喜びでいっぱいだった。頭の中も胸の奥も、全部アークに反応していて、どうしようもなかった。


「卓哉……」


　アークはオレをしっかりと抱だきしめる。


　オレもアークに抱きつき、腰こしに足を絡からめた。


　もう……。


　これ以上の幸せはない。


　快感の渦うずの中、オレはアークと共に昇のぼりつめていった。








「大だい丈じよう夫ぶだったか？」


　アークがそう訊きいたのは、オレが一週間ほど眠ねむったままで、目が覚めたばかりだったことを急に思い出したからだろうか。


「うん……。なんとか」


　残った身体のエネルギーを一気に使い果たしたような気がしたが、それはそれだ。どうしても、オレもアークと抱き合いたくて仕方なかったんだから……。


　アークは最初のときと違ちがって、オレの身体を丁てい寧ねいに拭ふいてくれた。


「オレ、王子様にこんなことまでしてもらってもいいのかな……」


「太郎のほうがよかったか？」


「そんなことない！　アークにしてもらったほうが……嬉うれしいし……」


　身体を拭いてもらうことが嬉しいんじゃない。後始末までしてくれる優しさが嬉しいんだ。ほら、こう、なんとなく愛されてる気がするし。


　身体目当てというか、欲求を晴らしたいだけなら、こんなことしてくれないと思う。実際、最初は太郎に拭かせていたんだし。


「おまえの身体、今は誰だれにも触さわらせたくない」


　アークはオレの目をじっと見つめて言った。


　なんだか顔が赤くなってくる。真ま面じ目めにそう思ったんだろうが、口にすると、けっこう恥ずかしい言葉だ。


　いや、それも嬉しいんだけどさ。


　アークは後始末を終えると、さっさと自分だけ服を身につけていく。


「……何か用事でもあるのか？」


　できれば、もうちょっとゆっくり過ごしたい。そりゃあ、オレだって、何回もエッチできるほど体力がないのは判わかっている。でも、もう少しだけ抱き合っていてもいいんじゃないかと思うんだ。


「私はおまえを守らねばならない」


「キリアスのこと……？」


「そうだ。あの男は執しゆう念ねん深い。きっとどこかで機会を窺うかがっている。そして、おまえを再び我がものにしようとするだろう」


　オレはキリアスにキスされたことや、身体からだを撫なで回されたことを思い出して、今更ながらゾッとした。


　もう、絶対嫌だ。あんなことは。


　アークは腰に剣けんまで差している。オレもなんだか落ち着かなくなって、起き上がった。


「オレの服は？」


「おまえはまだ寝ねていろ」


　アークは脱ぬがせたパジャマと下着をオレに押しつけた。


「えっ、でも、何かあったら……」


「何かあれば、私がおまえを守る。前のように連れ去られたり、絶対させない」


　真剣な瞳で見つめられ、ドキッとする。


　もう、ホント、オレはアークと目が合うだけでダメなんだ。これでも、ずいぶん慣れたとは思うんだけどな。


「じゃ、お言葉に甘えて」


　オレはパジャマを身につけて、横になる。正直なところ、まだ寝てないときついんだ。


　ふと、オレはパジャマが自分のものであることに気がついた。


　家にあるはずのものが、なんで、この屋や敷しきにあるんだろう。そういえば、オレは一週間眠っていたというが、その間、学校は……。


　いや、それより、父さんは出張から帰っているはずなんだけど。


「あのさ、オレ、家に帰らなきゃいけないと思うんだ」


「おまえはここで暮らせ。学校でのガードはラスティがやる」


「いやっ、でも、父さんが……」


　アークはベッドに手をつき、オレを見下ろした。


　紫の瞳が細められて、アークは微ほほ笑えんだ。


「おまえの父親には暗示を施ほどこしている。おまえがこの屋敷にいることは知っているが、それを不思議には思っていない」


「え、そんな……」


　そういえば、この屋敷で働いている人達も同じように暗示をかけられているんだったな。そして、この屋敷に元いた人達も……。


「それでいいのかなあ？」


「いいんだ。おまえを守るためなら」


　アークは恥はずかしいことをさらりと口にして、また微笑む。


　うわ……。


　また、ドキドキしてきてしまう。なんかこう、動どう悸きが静まらないっていうか……。


　アークはオレの顔を見つめているうちに、ふと眉まゆをひそめた。


「あんまりいい匂においをさせるな」


「そんなつもりはないよっ」


「いや、おまえから甘い匂いが漂ただよってくる。私を惹ひきつけるような匂いが……」


「あっ……」


　アークは我が慢まんできないように、いきなりオレの首筋を舐なめた。


「そ、そんなことされちゃったら……オレ……っ」


「それはこっちのセリフだ。そんな甘い匂いをさせて、私を誘ゆう惑わくするな」


　いや、オレは誘惑なんかしてないったら！


　だけど、アークにはそんなふうに受け取れるんだろう。オレは意識して、そんな匂いを振ふりまいているわけじゃないのに。


「オレ達、いつまでこんなふうに宝玉に振り回されるんだろう」


「それはおまえの体内に宝玉がある限りだ」


「そんな……」


　宝玉が取り出されてしまえば、生命の危機だし、かといってこのままなら、ずっと宝玉の意思に従わされるんだ。


　いや、それより、宝玉を取り出さないと、アークの国が大変なんだし。


「エバンが我が弟のジェラントを呼ぶと言っている。ジェラントは魔ま族ぞくの王族を母に持ち、エスランドルの王子でありながら、魔術も使う。宝玉についての知識も充じゆう分ぶんにあり、おまえと宝玉を分ぶん離りさせる手助けになるはずだ」


　確か、エスランドルに王おう妃ひは三人いて、第一王妃は王族出身でアークのお母さん、第三王妃は平民出身でラスティのお母さん……ということは、残るは王宮で権力を振るっているという第二王妃ってことじゃないか。


　その第二王妃を母に持つ王子とアークって、仲がいい……わけじゃ決してないだろうな。事情をあまり知らないオレでも、なんとなく想像できる。


「そんな人を呼んで、大丈夫なのか？」


「何がだ？　それより、おまえが気をつけろ。同じ王子でもラスティより強く、おまえを惹きつけるはずだ」


「えっ、でもオレは……アークじゃなきゃ……」


　オレがそう口走ると、アークの目が優やさしくなってくる。


「私でなければダメか？」


　恥ずかしいけど、オレはコクンとうなずいた。


　いや、だって、本当のことだから。


「可愛かわいい奴やつめ」


「あ……ん……」


　アークはオレに唇くちびるを重ねた。


　たちまち媚び薬やくのような効き目がオレに現れてくる。というか、元々、オレは何か物足りなく思っていたから、アークを求める気持ちが強くなってきた。


　アークのほうもキスしながら、オレの身体を撫でている。


　唇が離はなれたとき、オレもアークもやるせない気持ちになっていた。


　アークの手がするりとオレの下着の中に入ってくる。直接、そこを触られて、身体がビクンと震ふるえた。


「仕方がないな」


　まるでオレだけが感じてるみたいな言い方をして、アークは剣を下ろし、オレの横へと滑すべり込んでくる。


「身体は平気か？」


「あ……うん、なんとか」


　もう一回くらいは大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなあ。判らないけど。


　それより、とにかくオレはまだアークと触ふれ合っていたかったんだ。


　アークはオレをギュッと抱だきしめる。


　ああ、きっとアークもオレと同じような気持ちなんだ……。


　そう思うと、じんわりと胸の奥が熱くなってくる。


「おまえは私のものだ」


　それはオレの中に宝玉があるからじゃない。心からそう言ってくれている。アークの目には、今、オレしか映っていない。


「愛してる……」


「うん、オレも」


　たとえ宝玉に操あやつられていたとしても。


　オレとアークは惹かれ合っているのは事実なんだ。


　見つめ合うと、宝石のような瞳ひとみがスッと細められて……。


　鼓こ動どうが速くなる。


　そうして、オレとアークの唇は触れ合った。










ＥＮＤ





天てん然ねん媚び薬やく100％ぱーせんとの王おう様さま





水みず島しま　忍しのぶ






[image: ]


平成20年3月1日　発行


発行者　井上伸一郎


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) Shinobu MIZUSHIMA 2008





[image: ]

OEBPS/images/KGX00222_C.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/LOGO-RUBY.png





